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　ついに、ついに、僕ぼくはここまで来た。やっと完成した。

　ここまで来るのは長い道のりだった。シルクロードくらい長かった。

　どのくらい長いのか知らないけど。

　もちろんそのボカロ曲の投とう稿こう先さきは、ボカロ発祥の地、『ニコニコ動画』。

『ニコニコ動画』とは、インターネット上にある、そういう名前の動画投稿サイトだ。

　ボカロ曲は数多くそこに投稿されている。そしてそこにアップロードされたそれらの曲は、最終的にそこから飛び出し全世界の人々の血となり肉となって……いかないけど。

　要ようは、僕の作ったボカロ曲が『ニコニコ動画』にアップロードされれば、そこから全世界に発信されるということだ。いわば、僕インザワールド。僕インザワールドです。

　二回言ってしまったね。

　一度このインターネットの海にこの曲がアップロードされれば、僕がこの世に生きていた証あかしとして永遠にそこに存在し続けるものになるだろう。

　僕の作った曲が「世界中」に発信され「永遠」に存在し続ける。しかもそれが僕みたいな素人でもできるんだ。何てすごい時代になったんだろう。

　その、僕が作ったボカロ曲のタイトルは『さよなら、粉こな雪ゆき。』

　タイトルがとてもクサい。消臭グッズが必要なレベルだとも言える。我ながら「、」「。」が、クサさに拍はく車しやをかけていて最高だと思う。

　何だか本格的に緊きん張ちようしてきた。

　自作曲をインターネットで公開するということはこんなにも緊張するものなのか。

　でも、それは心地ここちよい類たぐいの緊張感と言える。いや、「心地よい緊張」など存在するのだろうか。もしかしたらそれは「痛くない頭痛」と同じジャンルのものなのかもしれない。

　……今はそんなことどうでもいい。

　ここをクリックすれば『さよなら、粉雪。』は『ニコニコ動画』にアップロードされる。

　このボカロ曲が世界へと羽ばたいていくんだ。




　僕はアップロードボタンを押した。その先にある僕インザワールドを夢見て。
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　沈ちん黙もくが教室を支配している。

　入学式が終わった後の教室は、大たい気き圏けん外がいにいるかのような静けさだ。最初からおしゃべりできるような友達が周りにいないからだろう。僕は何だかモノクロの世界にでも迷い込んでしまったようだった。

「え、レンコン好きなの～？　見えない！」

　という女の子の可か愛わいい声が、そこで響いた。世界は色を帯おび始める。どうやらレンコン好きな人がいるらしい。

　というか、初しよ対たい面めんから「レンコン好きに見えない！」は異常だ。

　今日が入学式だったにもかかわらず、もう既すでにその初対面の人がレンコン好きかどうか分かる能力。その可愛い声の女の子は緊きん急きゆう来らい日にちしてきた超ちよう能のう力りよく者しやに違いない。

　その可愛い声の超能力者の方へ、僕は何となく目を向けてみた。

　僕は息をのんだ。

　そこには、ゆるふわ黒くろ髪かみ、ぱっちりとした目、雪のように白い肌の、「僕が勝手に決めた美び人じん三さん要よう素そ」を完璧に兼かね備そなえた美少女がいた。いくら何でも兼ね備えすぎである。

　身長は一五五くらいだろうか。それらの要素が、この学校の制服であるセーラー服と相まって、この美少女という一つの芸術作品を作り上げているように思える。ルーベンスの絵かい画がに匹ひつ敵てき、いや、それを凌りよう駕がする作品かもしれない。これは現実なのか。

　幻まぼろしなのかもしれない。どう見たって可愛い。あらゆる要素が容よう赦しやの無い可愛さだ。それはまるで荒れ果てた大地に咲く一輪の赤いハイビスカスのようだった。













　そしてなぜか、初対面の気がしなかった。絶対どこかで会ったことがある。これは、前世で出会っていたにちがいない。絶対前世で出会ってたよ。うん。

　とにかく、この緊急来日超能力美少女は尋じん常じようじゃない可愛さだ。これは運命だ。

　もうこれは運命以外の何物でもないでしょう。

「ミナセさんも根こん菜さいが好きなの？」

　と、レンコン女子が、緊急来日超能力美少女に言った。この学校の女子の制服はセーラー服に赤いリボン。レンコン女子のセーラー服のその赤いリボンが、刹せつ那な、レンコンの花へと変わる。

　入学早々、どうして「根菜」がテーマの話になっているのかは分からない。でもとりあえず、その緊急来日超能力美少女が「ミナセ」と呼ばれていることは分かった。

　……ミナセ、ミナセ。ミナセと言えば、僕が小学校の頃大好きだった女の子の名前が水み無な瀬せだった。その子はとても可愛くて、同じ小学校に通っていて、そして同じピアノ教室にも通っていた。

　でもその子とは中学校で離はなれ離ばなれになってしまった。僕の想いは伝えられぬままに。

　彼女は私立の中学校に行ったという噂うわさは聞いていた。でも、「水無瀬はどこの学校に行ったの？」なんて誰かに聞くのは恥ずかしかったし、詳しいところは分からない。

　彼女の家はそう遠くないところにあるけれど、小学校を卒業してから一度も会っていない。まだそこに住んでいるのかも分からない。もう彼女には二度と会えないだろうなという気はしている。

　……いや、今はそんなことは本格的にどうでもいい。過去は過去。僕達は「過去」に生きているわけではない。常に「今」を生きる存在なんだ。

　それにしても、「ミナセ」という名字には可愛い子しかいないのだろうか？

　いや、待てよ。

　…………今、目の前にいるミナセさんこそが、その小学校の時好きだった水無瀬なんじゃないのか？

　初対面の気がしないとか言ったけど、実際これ、初対面じゃないよ。

　よく見たらそうだ。この人は、水無瀬だ。前世で会ってるとかいうレベルじゃなく、現世で会っていた。何ということでしょう。久しぶりの再会。三年ぶり。

　しかも前よりも七段階くらい可愛くなっている。いや、八段階かな。

「私、根菜はね～、エシャロットが好きだよ！」と、水無瀬は答えた。

「わかる。私も好き！」と、レンコン女子は言った。

　そうですか。

　根菜って、ダイコンとかサツマイモみたいな何か土に埋まってる感じの野菜のことだよね？　何でこの人達は根菜だけで入学早々こんなに盛り上がってるんだ。

　っていうか、エシャロットって何？




　小学六年生の時の夏、僕はピアノの発表会で水無瀬と連れん弾だんしたことがある。

　その二人での練習の中で、「僕は水無瀬のことが好きなんだ」と自覚した瞬しゆん間かんがあった。その時のことを今でも鮮せん明めいに思い出せる。それまでもずっと何となくは彼女のことが好きだったんだけど、その「好きだ」という自分の気持ちをハッキリと自覚したのはその時が初めてだった。僕は彼女のことが大好きだった。

　でも、その年の十月から、僕と水無瀬との間には距離が生まれてしまっていた。

　なぜだかは今でも分からない。急に彼女は離れていってしまった。実は僕は水無瀬に告白する計画も立てていたんだけど、それもできないまま離れ離れになってしまった。

　そして僕らはその微び妙みような距きよ離り感かんのまま、小学校を卒業することとなる。

　水無瀬はそのまま別の中学へ進学し、完全に疎そ遠えんになった。

　その辺のこともあるし、やたらと可愛くなっていることもあって、水無瀬は今、僕からものすごく遠いところにいるような気がする。物理的にはすぐそこにいるんだけど。

　中学校生活の中で、たまにふとしたきっかけで水無瀬のことを思い出すことはあったけれど、寂さびしくなってしまうから僕はずっと彼女のことは考えないようにしていた。




　気がつくと、昼休みになっていた。

　今、一つ言えることは、間違いなく出遅れたということだ。皆が続々と友達の輪を作り、その友達と昼ごはんを食べ始めている。早すぎる。友達の輪を作る速度選手権全国大会準決勝か。僕は完全に取り残された。

　体育の授業で二人組を作らされた際に自分だけ余って最終的に先生とペアになるという地じ獄ごくの未来が今、見えてきた。僕は超能力者じゃないけど、このくらいの未来は予知できる。

　さてどうしようかと思っていると、近くのグループから会話が聞こえてきた。

　男子二人の会話だ。




「このクラスに水無瀬っているじゃん？」

「あぁ。……あの、やけに可愛い水無瀬さんね」

「そうそう。その水無瀬って、『ボカロＰ』なんだってよ」

「……何そのボカロピって。ボカロは知ってるけど」

「何でボカロは知ってるのにボカロＰは知らないんだよ。おかしいだろ」

「そんなこと言われましても……」

「ボカロＰっていうのは、ボカロを使って曲作ってる人のことなんだ」




　入学早々話題になる水無瀬の注目度の高さ。早さつ速そくその可愛さで話題になっている。

　悔くやしい。

　僕は何年も前から水無瀬のことを知っていたのに。（と、さっき気づいた）

　誠まことに勝かつ手てながら、さっき初めて水無瀬を見たような人が、水無瀬可愛いとか言って盛り上がっているのはムカつく。言葉にするのが難しいが、この気持ちは、

「マイナーなバンドをずっと応援していたら結構有名になってしまいその時大量に生まれたにわかファンの存在に若じやつ干かん腹を立てながら『このバンド、僕はインディーズの頃から応援してましたけどね』と古こ参さんアピールするヤツの心しん境きよう」と似ていると思う。

　そして、「ボカロ」。「ボカロ」という単語が出てきた。ボカロというものが流は行やっているのは知っている。このクラスにある学級文庫的役割を果たしているであろう半はん壊かいした本ほん棚だなの中にさえ、ボカロの小説があるのをさっき発見したくらいだ。ていうか何でもう既すでに本棚が半壊してるんだよ。二人の会話は続く。




「で、そのボカロＰ水無瀬は、水を愛するＰと書いて『水愛Ｐ』という名前でボカロ曲を作ってるらしい」

「なるほど。『水愛Ｐ』って名前でボカロ曲を……。っていうか、何でそんな水無瀬さんに詳しいの？　知り合い？」

「知り合いだったらどんだけ嬉うれしいことか。何かね、さっき、水無瀬が友達にめっちゃ宣せん伝でんしてたんだよ。たまたまそれが聞こえてきた」

「宣伝とか、ボカロＰも大変なんだね……」

「いや。何か、そういうんじゃなくてね。自分のボカロ曲を宣伝してるというよりか、完全にメタルの宣伝してるって感じだったんだよ」

「どういうこと？　メタルってあのうるさい音楽のメタル？」

「そうそう。何か最初は『水愛Ｐ』っていう名前でメタルなボカロ曲を作ってるって話だったんだけど、いつの間にかメタル自体の話になってて。そっからずっとメタルについてアツく語ってて、最終的に自分のボカロ曲じゃなくてメタル自体を布ふ教きようしてた」

「へえ……。水無瀬さんはメタルが大好きなんだねきっと」

「『きっと』っていうレベルじゃない。あれはマジだ。しかも、それを聞いていた友達の中にボカロ好きなやつがいて、そいつが水愛Ｐを既に知っていたから、ボカロ界かい隈わいでは水愛Ｐは結構有名な人なんだと思う」

「色々とすごい人なんだね……」




　なるほど。

「水を愛するＰと書いて水愛Ｐ」。「水愛Ｐ」って名前でボカロ曲を作っていると。

　……恐おそらく（というかほぼ確定で）、本名の「水無瀬愛あい」からとったのだろう。

「水愛Ｐ」の読みは「みずあいＰ」で合ってるのかな……。インターネットは文字の文化であるが故ゆえに、こういう「何て読むのか分からない事件」は結構頻ひん繁ぱんに起こる。

　僕はオンラインゲームを長いことやっていて、その中で「縺イ後繧繝ア医ヰ」さんとは何年もの長い付き合いである。が、いまだにその名前の読み方が分からない。嫌がらせレベルの名前だ。今さら聞けもしない。オフ会が無いことを切せつ実じつに願っている。

　そして水無瀬は有名なボカロＰだという。メタルも好きだという。何だかすごいことになってるみたいだ。家に帰ったらパソコンで早速聴いてみよう。ボカロ曲は大だい体たいインターネット上に投とう稿こうされているだろうから。




　　　　　＊




　そんなこんなで学校が終わった。帰り道。

　可愛くなって、そして有名になってしまった水無瀬に、これからどういう風ふうに接せつしていけばいいのか。接したい。水無瀬と接したい。

　ここは直接「水無瀬……ねえ……君と……接したい」と言うべきか。

「ねえ……君と……接したい」

　どう考えてもヤバい。次に目が覚めた時、僕は暗い鉄てつ格ごう子しの中にいるに違いない。

　中学校生活で、僕は水無瀬と完全に決けつ別べつしたハズだった。彼女を思い出してしまいそうなことは避さけてきた。なのに、実物が目の前に現れてしまったのだ。

　誰がこの展開を予想しただろうか。この三年間のブランクが全まつたく無かったかのように、僕は水無瀬のことをまた好きになってしまった。いや、ずっと好きだったんだと思う。

　また会うことになるなんて夢にも思わなかった。今度こそ水無瀬に、小学生の時果たせなかった告白をしたい。

　ちなみに、僕の名前は伊い勢せ伊い織おりという。誕生日は十月十日。趣しゆ味みはオンラインゲーム。

　誕生日が覚えやすいということくらいしか特とく徴ちようがない。

　好きなバンドは「散さん々ざんオールしたーズ」。小学校の時から、あまり音楽を聴かなくなってしまった今まで、唯ゆい一いつずっと聴き続けているバンド。ポップでロックな最高のグループだ。楽しい時や辛つらい時、僕の人生は常に「散々」と共にあったような気がする。




「ねえ！　伊織！」

　一人で歩いている僕に、後ろから誰かが話しかけてきた。振り返ってみるとそこには、常にテンションが高そうな明るい女の子がいた。













　彼女の名前は「凜りん」と言う。凜は、小学校・中学校・高校と、僕と同じ学校に通っている幼おさな馴な染じみとも呼べる存在だ。通っているって言っても高校は今日から始まったから「これから通う」って感じだけど。

　凜の身長は一五八。彼女は中一の時に身長の伸びが完全に止まって、それ以降伸びていない。中一の時は僕より凜の方がでかくて、いつかその凜の一五八を追い抜いてやりたいと思っていた。それが高一の今では僕が一七〇ちょうどになって、凜の身長を完全に抜かしている。僕が凜の身長を正せい確かくに覚えているのは、このへんの理由からである。

　そして彼女は、小学校の頃から毎朝僕を家に迎えに来るというギネス記き録ろく保ほ持じ者しやでもある。クラスこそ違えど、同じ高校に入学したことで今もその記録は更こう新しん中ちゆうである。

　ここは普通に挨あい拶さつしたんじゃつまらない。

　僕なりの超面白い斬ざん新しんな挨拶を見せてやろう。

「――久しぶりだね……。……凜……」

「いきなり何キャラ？　ていうか今朝も会ったじゃん！」

　……全然面白くなかったな。もう一度人生やり直したい。

　凜の髪が春はる風かぜに揺ゆれている。この、肩にかかるくらいの髪の長さは何と言うのだろう。

　ショートでもないし、ロングでもない。でも正直何でもいい。その、何て言うのか分からない髪が春風に揺れていた。

「あ、そうそう、凜。そういえば、水無瀬が同じクラスにいたよ」

「愛ちゃんか……懐なつかしいね！　で、それがどうしたの？」

「どうしたって言うか……、同じクラスにいたってだけだよ」

「ふーん。で、愛ちゃん、変わってた？」

「僕が見る限り、とりあえず、さらに可愛くなってたよ」

「そっか……愛ちゃん……変わり果てた姿に……」

　何か「変わり果てた姿」の使い方、間違ってるよな……。

　それにしても、凜のセーラー服姿は今朝も見たが、やっぱり何か変だ。

　絶ぜつ妙みように似合っていない。

　凜はセーラー服の袖そでを二の腕までまくっていて、黒い針はり金がねを二つに折ったみたいな安いヘアピンでそれを留とめている。そのせいかもしれない。セーラー服はおしとやかみたいなイメージを勝手に持っていたが、どうやらそれには例外もあるみたいだ。

　勉強になった。僕は続ける。

「あとね、ボカロＰになってた。しかも何か有名な」

「ボカロＰってよく聞くけど何なの？」

「ボカロを使って曲を作る人ってこと」

「なるほど。愛ちゃんはその界かい隈わいでは有名な人になってるのか……！」

　凜は砂さ漠ばくで地ち平へい線せんの彼方かなたを見るような目をしている。

「らしいよ。僕は今日帰ったらその曲を聴いてみるつもり」

　さっきから凜のセーラー服が何か変だと思っていたが、凜が黒いリボンをしているからということに気づいた。というか、そもそも何で黒いリボンをしてるんだろう。

　うちの学校のセーラー服は赤いリボンのはずだ。

「何で凜は黒いリボンしてんの？」

「何か、赤いリボンって私には似合わないじゃん。女の子っぽくて」

　それは否定できない。

「でも凜、校こう則そく違い反はんじゃんかそれ」

「え……だってさ……。まぁ、それは置いといて。……伊織、また愛ちゃんに会えてよかったね！」

　凜は手でハートを作った。何だこの話の流れは。

「まぁ、そうだね。会えてよかったよ」

　何か校則違反の話から上う手まい具合に話を逸そらされた。

「じゃあ、愛ちゃんに告白するチャンスがまたできたね」

「『また』ってさ。よく覚えてるねそんなこと」

「あの時は伊織がヘタレだったから……」

「ヘタレというかさ、あれは色々としょうがなかったんだって」

「伊織の『運命の日』、再さい来らいかな」




　気がつくと、家に到とう着ちやくしていた。自宅の前で凜と別れた。




　小学生の時は、水無瀬と凜と僕の三人でよく遊んでいた。今考えるとだいぶ恥はずかしいけど、三人で秘ひ密みつ基き地ちなんてものを作っていた。秘密基地って言ったら、木の上に小屋みたいなのがあったりしそうだけど、僕らにはそんなものを建てる技術はなかった。

　僕らは近所のマンションの草木で覆おおわれている裏庭みたいなゾーンに勝手に入ってそこに色々持ち込んで、そこを秘密基地と称しようしていた。そこで不ふ法ほう侵しん入にゆうの罪つみに問われても反はん論ろんはできなかっただろう。でも僕らには一応罪ざい悪あく感かんがあって、ゴミが出ても絶対にそこら辺に捨てて帰らないようにはしていた。ただ、凜はたまにゴミを持って帰るのを忘れている時があって、僕や水無瀬がそれを持って帰るのはしょっちゅうだった。

　その秘密基地での実じつ質しつ的てきなリーダーは凜だった。小学校四年生くらいの時だっただろうか。確か凜が秘密基地を作ろうって言ったんだ。発はつ案あん者しやの凜がそのままリーダー的な存在となっていた。凜は常つね々づね、

「我々に、できないことなんて、ない！」

　と言っていた。時に、僕達にもそれを言うことを強きよう要ようした。そういう合あい言こと葉ばっぽいのを作ることで、統とう率そつしてる感とかチームワーク感を出したかったのかもしれない。でもそれを声に出して言ってみると、不ふ思し議ぎとそんな気持ちになってくるものだった。

　僕が秘密基地へ行くと大体凜は既にそこにいた。一番最初に着いていてこそリーダーみたいな考えがあったんだと思う。

　そこで僕らが何をしていたかと言われると、取り立てて何かをしていたというわけではなかった。世せ界かい征せい服ふくの野や望ぼうについて語り合っていたわけでもないし、現げん金きん輸ゆ送そう車しやを襲う計画を立てていたわけでもなかった。

　ただ何となく皆そこにいて、そこでおしゃべりしたり、交こう換かん日につ記きなどという今思えば最高に恥ずかしいことなんかしたりして遊んでいた。

　僕が当時好きだったのは、何らかの罰ばつゲームの時に喰くらう、水無瀬からの「しっぺ」だった。彼女に腕を握ってもらえる上に叩たたいてもらえるなんてこの上ない幸せだった。

　さらに凜が考こう案あんした、「肩かた揉もみゲーム」というものもあった。これは、じゃんけんで負けた方が勝った方の肩を揉むという、極きわめて健けん全ぜんなゲーム。僕はこのゲームが大好きだった。なぜなら、もし水無瀬とじゃんけんをした場合、そこで勝っても負けてもどちらにしろ水無瀬に触ふれることができたからだ。勝てば触ってもらえるし、負けても触れる。

　極めて健全な遊びだ。僕はこの最強のゲームを作り出した凜に心から感謝している。

　やっぱり僕はキモい。そこは胸を張って言える。

　そんな風に、僕ら三人はそこでダラダラと過ごしていた。

　小六の夏休みが終わり九月になって、僕は水無瀬に告白する計画を立て始めていた。

　それは、彼女の誕生日である十一月十一日に決行されるはずだった。

　僕はその日を勝手に「運命の日」と名付けて、凜と相談しながら色々と計画を練ねっていた。今思えば「運命の日」とか相当痛いし、計画を練っていたと言ってもどんな計画だったのか思い出せない。でも、結局その計画は失敗に終わることとなる。

　その日に水無瀬が秘密基地に来なかったからだ。その日に来なかったと言うよりも、十月の初め頃から、彼女はもう既に秘密基地には来なくなっていた。来なくなってしまった理由は今でもよく分からない。「もうここには来ないから」とだけ水無瀬は言い残して、それ以降そこには現れなかった。

　毎年誰かの誕生日は何となく皆が秘密基地に集まる感じになっていたから、その年もそうなるだろうと九月の段階では計画を立てていた。でも、水無瀬がよく分からないまま僕らから離れていってしまって、結局それは失敗に終わってしまった。

　十月に入った頃に水無瀬は来なくなってしまっていたから、十月十日にあった僕の誕生日の時にも当然そこには現れなかった。

　水無瀬が秘密基地に来なくたって直接家にでも行って告白すればいいじゃんと思うかもしれないけど、でも「僕らの場所」だった秘密基地で告白したいという思いが当時の僕には強くて、別のやり方を考えることはできなかった。

　そして水無瀬に告白できないまま時は過ぎ、彼女は別の中学へと行ってしまった。

　でも、高校で奇き跡せきの再会を果たす。僕はまだ彼女のことが好きだ。改めて、水無瀬が僕らから離れていった理由を知りたいとも思っている。そしてその上で、今度こそ、伝えられなかった想いを伝えたい。僕は水無瀬に告白したい。




　……家に帰ったら絶対何かをしようと思ってたのに、それが何だったのか、完全に思い出せない。……あ、そうそう。水無瀬の動画だ。水無瀬の動画を見ないと。今日のメインイベントだ。

　パソコンを立ち上げ、とりあえずインターネットの検けん索さく窓まどに「水愛Ｐ」と打ってみる。

　すると、水愛Ｐが動画投稿サイトに投稿したであろう動画がたくさん出てきた。

　本当にあの水無瀬が作った動画なのか。いまいち現げん実じつ味みが無い。でも「水愛Ｐ」と書かれている以上、彼女が作ったものなんだろう。

　何かめっちゃ興こう奮ふんしてきたぞ。変な意味ではなく。いや、変な意味かも。

　一番上に出てきた動画は、一番人気ということでいいんだろう。その、一番上にある動画をクリックしてみる。その動画のタイトルは、




「Rhapsody of Thunderforce」




　……「ラプソディー・オブ・サンダーフォース」




　待って。




　二四万再生!?　そして、何だこの強いタイトルは。

　最初から既にラスボス感あるよ。水無瀬は一体何をこじらせているんだ……。

　ここで動画の説明文を改めて見てみる。

　間違いなくそこには「水愛Ｐ」と書いてある。これこそが、水無瀬の作った曲なんだろう。イントロが始まった。かなり速い曲だ。いきなりギターの速はや弾びきから始まり、ツービートでバスドラがずっと鳴なり続けている。そしてそこに乗せられた哀あい愁しゆうを帯びたメロディー。そしてストリングス。歌っているのはボカロ。これは――メタルだ。

　厳げん密みつに言うとメロディックスピードメタル、略りやくしてメロスピと呼ばれるジャンルだ。

　メタルをやってるということはクラスメイトが話してたから知っていたけど、実際聴いてみるとすごい。正直マイナーなこの「メタル」というジャンルで勝負していること、そしてこのハイクオリティ。脱だつ帽ぼうだ。タイトルも含めてどれも色々と強すぎる。

　そして何より、あんなふわふわとした美少女が、こんな激しい音楽を作っているというギャップが本当にたまらない。可愛い感じの人が可愛い曲を作るのよりも、可愛い人が激しい曲を作るというそのギャップ、そのギャップこそにシビレる。

　最高だ。水愛Ｐ（読み方は不明）。気がつくと、僕はその曲を何度も聴いていた。

　今、僕は水無瀬の作った曲を聴いている。こういう風に、素人しろうとの作った曲が日本中、ひいては世界中の人達に聴いてもらえる環境が整ととのっているなんて、本当にすごい時代だ。

　せっかく「インターネット」や「ボカロ」が存在するこんな素す晴ばらしい時代に生まれたんだから、水無瀬のように、自分が作った曲を皆に聴いてもらえる喜びみたいなものを感じたいなとも思う。絶対楽しいだろう。

　そして何より、もし自分がボカロを使って作曲し、いわゆる「ボカロＰ」になったなら、今や人気者になって遠いところへ行ってしまった水無瀬に近づくことができるかもしれないとも思う。もしそうなったら、水無瀬と、あの水無瀬と、あんなことや、こんなことを……とにかく、本当にすごい時代だ。

　決めた。ボカロＰになろう。なり方は知らないけど、とりあえずなろう。なる。




　ボカロＰに、僕はなる。




　次の日の朝。いつものように凜が家に迎えに来た。高校生という新しい領りよう域いきに踏み込んだわけだけれど、凜が迎えに来るというこの朝の風景は昔からずっと変わらない。

　そして、僕はどうもこの学ランという制服にまだ慣れない。中学の時はブレザーだったから。しかし、一分一秒を争う朝の世界において、ネクタイなど無く一いつ瞬しゆんで着られる学ランは実際最強なのかもしれないとも思う。




「おはよう、凜」

「おはよ伊織！　せっかく朝だし、旬しゆんな話題でもしようよ！」

「旬な話題って何。『せっかく朝だし』っていうところもよくわかんないよ」

「愛ちゃんの曲はどうだったの？」凜は言う。

「それは確かに旬な話題だね。曲、すごかったよ」

「『すごかった』って、小学生並の感想だね！」

　凜は手で大きく丸を作った。凜特とく有ゆうの謎なぞアクションである。いや、もしかしたら謎ではなく意味のあるものなのかもしれない。マヤ文字よりかは意味が分かりそうだ。

　とりあえず水無瀬の曲は、すごかった。




　そんなこんなで学校に着いた。僕は１年Ａ組で、凜はＢ組だ。凜のクラスの前で僕達は別れた。僕はＡ組に入る。教室に入ると、まず、水無瀬が男子と喋しやべっている様子が目に入ってきた。何だか複ふく雑ざつな気持ちになる。

「水無瀬と知り合った時期が早ければ早いほど優先的に彼女と喋ることができるシステム」の構こう築ちくが急がれるところだ。それにしても、水無瀬が何を喋っているのか気になる。

　僕の特技であるカクテルパーティー効果（喧けん騒そうの中で多少距離があったとしてもピンポイントで狙ねらった場所の会話を聞くことができる能力）を発はつ動どうするしかないようだ。

　会話が聞こえてくる。

「流石さすが、鉄の男だね～」

「確かに俺は鉄てつ男おだけどさ。……俺は別に鉄でできてるわけじゃないぞ」

「知らなかった～」

「そこは知ってただろ」

「さっきの話の続きだけど、鉄男くんはさ、アグレッシブドラムスとか使ってるのー？」

「俺はハッテリー３使ってるぜ。スネアの抜けがいいんだ。水無瀬は？」

「私はメインでＣＦＤ２使ってるよっ」

「ＣＦＤ２って言ったら……自由度が高くて最初の音作りが大変そうなイメージがあるな」

「そうそう、そうなんだよ～。逆にアグレッシブドラムスのプリセットは強いって聞くから私はそっちに惹ひかれることもあるよ」

「アグレッシブドラムスは以前コスパ良くてすごい流行ったけど、そこで流行りすぎた故に今はその音聴いただけで『あ、これアグレッシブドラムスのプリセットだな』って言われちゃうみたいなとこあるんだよな」

「なるほどなるほどー」




　待って。

　鉄男くん？　何者？　何だこの急に出てきた強いキャラは。しかも全然鉄男って感じじゃない。金髪だし。「鉄男」って言ったら硬こう派はで角かく刈がりで柔道部みたいな何かそんな勝手なイメージなんだけど、ここにいる鉄男は国民的ＲＰＧに出てきてデカい剣でもしょってそうなタイプのイケメンだ。名前とのギャップが激しすぎる。

　鉄男よりはテツオって感じがする。……あんま変わんないか。













　早速学ランを第二ボタンまで開けてるし、もう何なんだ。校則違反極まりない。

　水無瀬は「鉄男くん」って呼んでるけど、こんなやつ呼び捨てでいいよ、呼び捨てで。

　っていうかいきなり「水無瀬」とか呼んじゃって馴なれ馴れしいことこの上ない。

　もうこのイケメン、何らかの奇跡が起こって今すぐ家に帰ってくれないかな。

　あと、「カクテルパーティー効果を発動するしかないようだ」とかドヤ顔で言っておいて、聞こえてきた内容が一いつ切さい分からなかった僕はどうしたらいいんだ。悲ひ惨さんすぎる。

　マジで一体何の話なんだ……？　……これはきっと武器の話だな。剣の話だろう。

　強そうな武器たちだ。装そう備びするための最低条件はレベル１５０くらいか。「ここでそうびしていくかい？」とか今にも誰か言い出しそうだ。会話は続く。




「帰ったら、鉄男くんのボカロ曲も聴いてみようと思うんだけどさ」

「いや俺のはあんまり……水無瀬にはあまり聴いてもらいたくないとこが……」

「何言ってんの何言ってんのー」

「いやあもう、恐おそれ多いです……」

「ちなみに鉄男くんは、どういうジャンルの曲を作ってるのー？」

「和わ風ふうの曲ばっか作ってる。ていうかそれしか作れないんだ」

「わふ～！　数ある音楽ジャンルの中からなぜ和風を？」

　わふ～って何だよ。何だよ。可愛すぎか。水無瀬のその、ゆるいふわふわとした髪が彼女の動きに合わせて揺れている。ウユニ塩えん湖こよりも美しい景け色しきかもしれない。

「実家が寺でさ。それもあって何かそういう和わ楽がつ器きみたいなところに強いんだ」

「寺だからって言っても、そういう楽器を常に演奏とかしてるわけじゃなくないー？」

　確かにその通りだ。いいぞもっとツッコめ水無瀬。もっといけ。

「うん。ちょっと説明不足だったな。寺だからって言うより、俺の親父おやじが個人的にそういうのすごい好きな感じかな。寺と無関係ってわけでもないんだけどさ」

「テラワロスー」

「え、何？」

「何でもない何でもないー」

　テラワロス……。どこか懐なつかしい響ひびきだね……。寺だけにかな……。

「で、親父はとにかく和風が好きみたいなところがあって、好きすぎるあまり、カタカナとか横文字みたいなのを使わないんだ」

　何だその親父は。

「鉄男くんのお父さん、どんだけ和風に徹てつ底ていしてんの。カタカナ使わないのは流石に不便すぎるでしょ」

「『インターネット』のこと、『国こく際さい相そう互ご通つう信しん網もう』って言ってる」

「それはもはやコミュニケーションが成り立つのか心配なレベルだね……」

「今のところは何とかやってこれた」

　何とかやってこれるのかよ！　テツオのポテンシャル高すぎだろ。

「でさ、鉄男くんは何て名前でボカロＰやってるのー？」

「ちょ、ちょっと忘れたな」

　明らかにテツオが慌あわて始めたように見える。何だか様子がおかしい。

「忘れるとか有り得ないでしょ？」

「お、俺、最近物忘れが酷ひどくて」

「鉄男くん、何で明あきらかにうろたえてんのー？」

　テツオくんは明らかにうろたえている。

「い、今俺たち、何の話、してたっけ」

「『デシリットルっていう単位、小学校卒業したら全く使わないよね？』って話だよ～」




　水無瀬はここでボケるの？　ここで？




「いや違うでしょ」テツオが間かん髪はつ入いれずにツッコんだ。

「わかってんじゃん。鉄男くん。そうだよ、違う話だよ。鉄男くんのＰ名の話」

「しまった」




　何だこの会話の流れを支し配はいした高度な誘ゆう導どう尋じん問もん。水無瀬はナニモンなんだ。

　それはさておき、テツオとかいう野郎もボカロＰだったのかよ。勝てないじゃん。

「で、何て名前で投稿してるの？」水無瀬は言う。

「俺の名前はね……言いづらいんだけど」

「え～、言いづらいんだけどＰ？」

　水無瀬はベタなボケをやめろ。

「ねえ、鉄男くん、ここまできて教えてくんないとかナシでしょー？」




　沈ちん黙もくが訪れた。テツオはここまで引っ張ったことによって余よ計けい言いづらくなったんじゃないのか。よくあるよね。全然大したことないのに無む駄だにもったいぶってしまったために最終的に言いづらくなることって。




「でさ、何て名前で投稿してるの？」

　沈黙の中、水無瀬の言葉が響く。そして、テツオが遂ついに重い口を開いた。




「鉄男おＰ」







「んん？」




　んん？？？？？？？？？？？？？？？




「鉄男おＰ。俺の本ほん名みようの『鉄男』に平ひら仮が名なの『お』と『Ｐ』」




　――「お」にツッコんでいいのか？　―――




「『お』は、ツッコむところでいいんだよね？」

　少しの沈黙の後、水無瀬はそう言った。彼女が僕の気持ちを代だい弁べんしてくれた。

「うん。『鉄男』って打った時にさ、『お』を二回押しちゃって。つまり一個余計に打っちゃったんだ」

「あぁ……なるほど……。でも、それじゃ仕方ないねー」




　仕方なくねえよ。




　何で二回押しちゃった時に気づかないんだ。どんな状じよう況きようだよ。おっちょこちょいか。

「あ、そうそう。鉄男くんって何部入る予定なの～？」水無瀬は言う。

「急に話題変わったな……。俺はバンドやってたし……軽けい音おん楽がく部ぶに入ろうかと思ってる」

　やっぱりバンド系の人だったのかテツオは。しかしカッコイイ髪かみ型がたしてんな。何食ったらそんなナウい髪型になるんだよ。

「この学校、軽音楽部とかあるの？」水無瀬が言う。

「いや、流石にあるでしょ。緑りよく鷗おう高校ナメすぎ！」

「バンドやってるって言ったけど、鉄男くんは何の楽器やってんの～？」

「ギターだね」

「いいね、ギター。そういえば私、ギター打ち込みなんだよねー。でも生で録音する方が何だかんだ強いじゃん？　だからそのうち弾けるようになりたいと思ってるんだ。ゆくゆくは速弾きもね。やっぱ速弾きこそが至し高こうだよ、ギターは」水無瀬は言う。

「おお、いいね。ってことは水無瀬はヘビメタ的なのが好きだったりするのか？」

「いい加減にして！」

「…………!?」

　水無瀬が声を荒げた。絶ぜつ句くするテツオ。沈黙する二人。これは一体。後半へ続く。

（続きません）

　水無瀬は続ける。

「『ヘビメタ』。実に愚おろかな言葉だよ？」

「え、そうなの……？」

「『ヘビメタ』は、メタルに対する偏へん見けんが多少含ふくまれてる言葉なんだよ。話すと長くなるから割かつ愛あいするけど。『メタラーに言ってはいけない言葉ベスト１８０』に毎年ランクインしてる」

　水無瀬の口調がマジになった。今は全くふわふわしていない。

「メタラーに言ってはいけない言葉ありすぎだろ……。もうメタラーに話しかけた時点でほぼ終わりじゃないのか。何だかメタルって、極めて激しく危ない集団がやってるイメージが俺にはあるんだけど」

「九〇年代のノルウェーの方のメタルにはそういうヤバさは確かにあった。でも純じゆん粋すいに音楽はね、素晴らしいんだよー。だからその危ない音楽みたいな先せん入にゆう観かんをね、何とか取り払いたい。メタルってそもそもあまり聴く機会も無いから、なかなか難しいんだけど」

「確かに。本屋でメタルが自然と耳に入ってくるとか無いな……。自分から『聴こう！』って思わないと聴けないところもあるよな。メタル」

「そうそう～。だから今、若者が聴いてくれるボカロっていう文化に乗せて、私がメタルを発信してるってわけ。ボカロでなら聴いてくれるかなって」

　水無瀬にはそんな野望があったのか。ボカロを通してメタルを布ふ教きようしたいと。何てカッコイイんだ。そういう理由でここまでやってきたのか。水無瀬は続ける。

「私の願いはねー、赤ちゃんからお年寄りまでの皆がね、メタルを聴きまくるっていう世界を作ることなの！」

「無理だろ」

　多分無理だろう。僕もそう思う。

「あ、あともうちょっとメタルについて語るとね～」

「まだあるのか??」

　メタルについて語っている時の水無瀬は本当に楽しそうだ。何もしてなくても可愛いのに、笑顔の水無瀬は特に最強だ。

「メタルっていうのはねそもそも一九七〇年代後半にブラック・サバスというハードロックバンドが確かく立りつさせたもので強調された低音や本来の音に雑音のようなひずみを加えたギター音そして激しいリズムなどを特徴に持つ革かく新しん的てきなサウンドの……」

　ここで、一時間目開始のチャイムが鳴った。ゴングに救われたとでも言うのだろうか。

　皆、席へ戻り始める。ところで、「鉄男おＰ」とかいう名前、面白すぎだろう。

　ただ、テツオがボカロＰだったことと、それによって水無瀬と楽しそうに喋っていたことは、僕に相当な悔くやしさを植えつけた。僕も水無瀬と話すきっかけがマジで欲しい。

　あの武器屋みたいな会話がボカロＰ絡がらみのものなのだとしたら、テツオというやつは結構なボカロ経験者なのだろうと思う。何か難しそうな話だったし。

　今、願い事が叶かなうなら、水無瀬と話すキッカケが欲しい。とにかく欲しい。




　昼休みになった。

「久しぶりだね、伊織くん。まだピアノ続けてるの？」

　と、水無瀬が僕に話しかけてきた。

　もう一度言おう。

　水無瀬が僕に話しかけてきた。

「えっ、何？」

　僕は思わず聞き返してしまった。水無瀬はセーラー服がやけに似合う。他の皆と同じものを着ているとは思えない。この学校のセーラー服の襟えりは黒色で、そこに白色で一本のラインが入っているのだが、もしかしたら水無瀬のものだけそのラインの角度とかが若じやつ干かん違うのかもしれない。いや、そんなわけない。多分僕には水無瀬補正が強くかかっているから、水無瀬が何を着ていても可愛く、そして似合って見えるんだと思う。

「伊織くんはまだピアノ続けてるのかな？　と思ってさ～」

　小学校の時は「伊織」と呼んできたのに、「伊織くん」にグレードアップ（グレードダウン？）したところに若干距離を感じる。ピアノか……。ピアノね。

「伊織くんさ、聞いてんのー？」

「あ、うん。問題なく聞いてる。ずっと聞いてるよ。ウサギかよってくらい聞いてる」

　我ながら雑すぎる喩たとえだ。そして何だか水無瀬の髪あたりからめっちゃイイ匂においがする。何なんだ、この髪の匂い……。ゆるふわ……。ふわふわ……。

　危ない。理性が飛ぶところだった。本当に危ない。

「あぁ、僕のピアノの話ね。あれはね、もうやめたんだ。ピアノ教室もやめちゃった。その時からピアノ弾いてないんだ。音楽を聴くこと自体は相変わらず好きなんだけどね」




　僕は小学校の頃、ピアノを習っていた。そしてその僕が行っていたピアノ教室には水無瀬も通っていた。でも彼女は、中学進学を機にそのピアノ教室をやめた。

　僕は中学に入って少し経たってからやめたから、水無瀬は僕がまだピアノを続けていると思っていたかもしれない。

　でも僕は水無瀬に、自分がピアノをやめたということはあまり言いたくなかった。

　ピアノという数少ない水無瀬との接点が無くなってしまうような気がしたから。

　それと、そこで聞かれるであろう「やめた理由」を言いたくなかったというのもある。




　そこへ、朝に引き続き、テツオが水無瀬のもとへやってきてこう言った。

「水無瀬、そういえば、さっきの話の続きなんだけど……」

　僕と水無瀬の会話が少しの間途切れるやいなや、テツオが水無瀬に話しかけ始めた。

　待って。せっかく水無瀬が僕に話しかけてくる神イベントが発生していたのにどういうことだ。今朝初めて見たばかりなのに早速テツオが嫌いになりそうだ。

　そしてさっきの、in武器屋みたいな会話がまた始まった。

　そうなっちゃったら僕はもうついていけないじゃないか。せっかくここまできたのに。

　次の瞬しゆん間かん、二人の会話を遮さえぎるように、僕は自分でも信じられない言葉を二人に向けて発はつしていた。

「僕もね、実はボカロＰやってるんだ」

と。やってしまった。

　ムキになって見み栄えを張ってしまうのは小学生の時から変わっていない。「○○、全クリしたぜ！」と自慢しておいて「じゃあ今日お前の家行くわ」とか言われると「そのゲームはいとこに貸した」とか「セーブ消えた」とか苦しい言い訳をするやつだ。

　水無瀬とテツオの会話は止まった。そこで水無瀬の顔が輝く。

「え、ほんとに？　どんな曲作ってるの？」

「まぁまぁ有名な曲だね」

　僕は即そく答とうしていた。もう誰も僕を止められないだろう。Catch me if you can.

「え、嬉しすぎる～！　一緒にピアノとかやってた伊織が、今度はまた一緒にボカロをやってるっていうのは、感動だよ～！」

　興奮のあまり、「伊織くん」ではなく昔の呼び名「伊織」になっちゃってるところが最高だ。ボカロやっててよかった。やってないけど。

「伊織はそれ、ネットとかに投稿してるんだよねー？　それってどのくらいの再生数いってるの？」

　嬉しそうに聞いてくる水無瀬の期待は裏切ることはできない。できないんだ。

「あぁ、僕のやつはね、数万再生くらいかな……。うん。あんま覚えてないけど」

「そうだったんだ～！　すごい！　何ていう曲なの!?」

　何ていう曲。ヤバい。ここは適当に言うべきか？　いや落ち着こう。適当に言ったってそれをネットで検索されたらすぐにバレる。ここは何とかその辺は言わずにアドリブで切り抜けるのがベストだ。

「まぁ、ね。それは教えられないんだよ。まぁ、やっぱり現実とネットって違うから、あまり現実世界に僕のネットの部分をさらけ出していくようなね、そういったことは今はできないんだ。まぁほら、ネットの世界に影響が出るかもしれんからさ」

　適当にそれっぽいことを言ってみた。

「なるほど……それはじゃあちょっと言えないよねー……そっか……」

　納得してくれるのかよ。素直か。水無瀬は残念そうだ。

　でも、僕は嬉しかった。ボカロ界でそれなりの実力を持つ水無瀬にもかかわらず、素直に驚いてくれたことが。そこで、それまで黙って聞いていたテツオが口を開いた。

　――何かツッコまれる――。僕は構えた。

「へえ、ぜひ今度聴かせてくれよな」

　ここで昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。ゴングに救われたとでも言うのだろうか。今日は朝からチャイムが重要なファクターとなっている。皆が席に着き始めた。

　テツオの言った「へえ、ぜひ今度聴かせてくれよな」が何回も頭の中でループした。

　僕は正直なところ「ボカロ」が何なのかさえよく分かっていない。漠ばく然ぜんと、「人間の声のように歌うことができる楽器」程度の知識しか持ち合わせていない。で、それを使う人を「ボカロＰ」と言うんだろう。多分。

　僕は何て噓うそをついてしまったんだろうか。今度こそ水無瀬にちゃんと告白しようと思っていたのに、自ら障しよう害がいを作り出してしまった。とりあえず告白どころじゃなくなってしまった。まずはこの噓をどうにかしなきゃダメだ。そのためにはとりあえず曲を作るしかないのか。告白はその後だよな……。何てこった。

　でも、ボカロに関してほとんど無む知ちな僕が、数万再生いく曲を作ることはできるのだろうか？　……流石にそこまで甘い世界ではないだろう。

　今ならまだ、「あれは噓でした。ちょっと水無瀬の気を引こうと思って。ハハハ」とか言えるかもしれない。……いや、それはもう、水無瀬の気を引くとかじゃなくて、水無瀬が引いちゃうレベルだ。

　水無瀬のあんな笑顔を見てしまったら、僕はもう後には引けない。

　やるしかない。水無瀬やテツオのような高校生でも、ボカロＰになって数十万再生かせぐことができるんだから、僕にもできるんじゃないか（テツオはどのくらいの実力かはよく知らないけど）。

　本当に数万再生いってしまえばいいだけのことだ。そうすれば噓が噓じゃなくなる。

　とりあえずすごいボカロ曲を作って、この噓を上手くごまかす。そしてその後で水無瀬にちゃんと告白するんだ。完かん璧ぺきなプランじゃないか。これはいけるよ。うん。今ならどんな曲でも作れそうな気がする。気がするだけだけど。




　ボカロＰに、僕はなる。（１日ぶり２回目）




　だが、そう言ってみたところで、なり方が全く分からない。でも、とりあえずボカロを買えばいいんだろう。そしてそれを使ってパソコンで何とかすればいいんだろう。

　完璧だ。

　ちなみに、『ボカロを買う』と言っても、『ボカロ』というのは総そう称しようだ。もっと言えば『ボカロ』は『ボーカロイド』の略りやくである。

　要は、『ボカロ』の中には、さらに様々な種類があるということだ。『犬』という動物の中にさらにチワワだったりゴールデン・レトリバーといったような種類がいるみたいな感じだ。

　ボカロの中では特に『丘おか音ねクレ』というものが一番有名である。色々な意味でちょっと危険な名前だが、気にしてはいけない。今度の日曜日に、早速それを買いに行こう。




　　　　　＊




　そして日曜日。そこには、意い気き揚よう々ようとＣＤ屋で『丘音クレ』を買って帰ってきた僕がいた。しかし、それをパソコンで起動させようとしてもどうも上手くいかない。

　パソコンでＣＤは読み込むものの、どうしても音楽ＣＤとして読み込まれてしまうのだ。説明書を読まない派の僕だったが、起動のさせ方にも手順があるのかもしれないと思い、流石に説明書を読むことにした。

　のだが、説明書が無い。あるのは歌か詞しカードだけだった。何で歌詞カードがあるのに説明書が無いんだ。おかしいだろ。

　まずは起動できなきゃ話にならない。歌詞カードなんてその次だ。




　……って、待ってくれ。何で歌詞カードがあるんだよ。




　これ、音楽ＣＤじゃね？




　間違いない。




　間違えてる。間違いなく間違えてる。




　これは音楽ＣＤだ。

　っていうか何で僕はＣＤ屋で『丘音クレ』を買ったんだ……ＣＤ屋にまず売ってないだろ。何てこった。『丘音クレ』の曲が入ったＣＤじゃないかこれ。何で僕はこんな地じ味みに面白くない間違いをするんだ。『丘音クレ』のソフト自体と『丘音クレ』の音楽ＣＤを間違えるって、ボケたにしても分かりにくすぎる。もうダメだ。

　道どう理りで安いと思ったよ。……でもせっかく買ったし、これも何かの縁えんということで、そのＣＤを一ひと通とおり聴いてみることにする。ピンチはチャンスと昔から言うではないか。




　　　　　♪




　何だこれ。イイ曲ばっかじゃないか。基本的に速い曲ばっかりで。僕の好みにぴったりである。動画投稿サイトに投稿されたボカロ曲の中で再生数が伸びたものの詰め合わせなのだろう。クオリティの高い曲たちだ。

　僕は昔からイイ曲を聴くとやたらと友達と共有したがるという習しゆう性せいがある。その習性によって、今回も友達にこのＣＤを聴かせようと思っていた。

　とは言っても致ち命めい的てきに友達の少ない僕は、凜以外にＣＤを貸したことはなかった。




　　　　　＊




　月曜日の朝になった。いつものように凜が来る。凜のセーラー服姿は、やはりまだ違い和わ感かんがある。

「本当にそれ、水無瀬と同じセーラー服着てんの？」

　僕は挨拶もそっちのけで、キモい質問をした。

「普通に考えて同じでしょ……まぁ、リボンの色は違うけど」凜は答えた。

　でもその校則違反黒リボンを、規定である赤リボンに戻したところで急にセーラー服が似合いだすとかもないだろう。多分今のままの黒の方がまだ凜には似合っているんだろうとは思う。凜は続ける。

「あ、でもこれ、厳げん密みつに言うとリボンっていうかスカーフだよ。通つう称しようリボンみたいなところはあるけど」

「そういう細かい情報はどうでもいいわ」

「何かそういう風にさ、意気揚々と女子の制服にツッコんでくる伊織、キモいね」

　確かに僕はキモい。朝からキモい話するのもアレなので、僕は『丘音クレ』のソフトを買おうとして『丘音クレ』の音楽ＣＤを買うという最高に面白いエピソードを凜に話した。




「馬ば鹿かでしょ！」

　それを聞いた凜は言った。仰おつしやる通りだ。紛まぎれの無い馬鹿だ。

「で、まぁせっかく買ったし聴いてみたらすごいイイ曲ばっかりだったから、いつものように凜に貸すよ。いつものように聴いてみて。そしていつものように感想聞かせて」

「分かった。間かん奏そうの感想だね！」凜は敬けい礼れいっぽいアクションをした。

　間奏の感想？　やけに乾かん燥そうしたギャグだな。

「ていうか、そもそも伊織は何で『丘音クレ』を買おうとしたの？」

　水無瀬についた噓のために……とは何だか恥ずかしくて言えなかった。凜は続ける。

「あ、愛ちゃんがやってるから、それででしょ？」

「ま、まぁ、そんな感じかな」

「伊織らしいな。どんだけ愛ちゃんのこと好きなんだよ！」

　そんな話をしながら、僕らは大きい道路に差しかかった。この道路を渡って五分くらい歩けば学校がある。凜と僕はそこで信号待ちをしていた。

　と、そこへ、左から水無瀬が来た。噂をすれば何とやらである。




「あ、おはよ」

　水無瀬が、ちょっと驚いたように挨拶した。

「おはよ」

「おはよ」

　僕と凜もそれに応えた。やっぱり水無瀬は可愛い。

　突然、久しぶりに三人揃そろってしまった。さりげなく揃ってしまったけど、三人がこうやって出会うのは三年ぶりだ。いや、それ以上か。懐なつかしい。

　……って、一切会話が無いよ。

　僕の右にいる凜も、左にいる水無瀬も、黙って信号の方を向いている。気まずい。

　信号が青になった。僕らは学校に向かって歩き出す。何だこれ。まぁ、たまたま話すことがないだけかもしれない。とりあえず、水無瀬に話しかけてみる。

「今日の一時間目、何だったっけ？」僕は水無瀬に話しかけた。

「あ～、学がつ活かつみたいなやつだよ、たしか」水無瀬は答えた。




　会話終了。




　不自然に静かになってしまった。僕は凜に聞いてみる。

「一体全体、どうなってるの」

「どうもしてないよ」凜は答えた。




　学校に着いた。特に会話も無いまま、いつものように各おの々おのの教室へと入る。僕と水無瀬は同じクラスだ。

　使い古したおもちゃをしまった箱は見つけたのに、その箱が開かないみたいな何だかそんなもどかしい気持ちになった。

　水無瀬にとって、僕ら三人が揃うのは気まずいことなのだろうか。確かに、三人でいるのが嫌で小六の時僕らから離れたという説も考えられる。それか、水無瀬と凜の仲が実は悪いのだろうか？　いや、待てよ。僕の噓がもうバレてしまったのかも……って、そんなはずはないか。まぁ、でもそんなの考えてたってしょうがない。そんなことより、今日は学校が午前で終わる。

　帰りに電気屋さんに行って今度こそはちゃんと『丘音クレ』を買うんだ。




　　　　　＊




　四時間目の体育は、男女共に体育館でバスケだった。その体育が終わり、本日の全ての授業は終わった。さっさと帰って『丘音クレ』を買いに行こう。そんなことを考えながら、バスケットボールを体育倉庫の中に戻しに行く。どうやら僕が一番最後のようだ。

　体育倉庫の中には、同じくボールを戻しにきたであろう水無瀬が一人でいた。彼女は体育の授業のために結んでいたポニーテールをまさに解ほどこうとするところだった。

　僕は女の子がポニーテールを解くところは大好きだ。よって、何となくそっちの方を見ていた。

　すると、水無瀬の「あっ」という声と共に、ポニーテールを結むすんでいたゴムが体育倉庫奥の闇やみの中へと飛んでいってしまった。今朝のこともあって、何だか話しかけにくいような気もしたが、

「あ、そっちの方に飛んでったよ」と僕は言った。

「おぉ伊織、ありがとー」と言いつつ、水無瀬はそっちの方へ行く。

　いつもの水無瀬っぽい。今朝のテンションはたまたまだったんだ。そういうことにしとこう。

　ゴムはなかなか見つからないようだ。何だか僕もそんな水無瀬を置いていくわけにもいかず、一緒に探すことにした。とにかく暗い。無言で五分くらい探しただろうか。

　もうそんなゴムくらいどうでもいいんじゃないかと思い始めた時、体育倉庫の入口に凜が現れた。

「お、ちょうどいいところに来た」と僕が言おうとしたその時、凜がガラガラという音を立てて体育倉庫を閉めた。

　まじかよ。

　凜は完全に、僕らの存在に気づかなかったようだ。それはそうだ。あっちからはこんな暗いところ見えない。しかも二人とも暗くら闇やみの中でしゃがんでいたし無む言ごん。まさか人がいるとは思わないだろう。体育係である凜は、しっかり鍵かぎまでかけていった。

「あちゃ～」水無瀬は言う。

　暗闇の中とは言っても結構目が慣れてきていたから、割と見えるようにはなっていた。閉じ込められた恐怖と、水無瀬と二人きりになったという喜びが拮きつ抗こうしている。……いや、残念ながら喜びが勝まさってる。何とも複雑な気持ちだ。

　もしかして、これはチャンスなんじゃないのか。あの時できなかった告白をここでしろと、見えない力が僕に働きかけているのかもしれない。

　いや、でも、急すぎる。心の準備ができてない。というか、そもそも僕はまず噓を噓じゃなくするためにまずは曲を作るところからなんだ。

「ごめんね伊織……」

　水無瀬は言う。彼女は僕のめっちゃ近くに座っている。二人きり。水無瀬の香りがする。あぁ、僕はもうダメかもしれない。

　これからボカロの話題にさえならなければ、最高のシチュエーションだ。閉じ込められた恐怖より、どちらかと言うと噓がバレる恐怖の方がヤバい。

　水無瀬は立ちあがって戸の方へ行く。そして戸をドンドン叩きながら「すいませーん誰かいますかー？」と叫んでいる。

　よく考えたら、割と僕らは危機に瀕ひんしていたんだった。のんきにボカロの話なんかする余裕なんて無い。僕も何もしないわけにはいかないから、一緒にそう叫んでみた。

　でも外に人の気配は無い。

「めっちゃトイレ行きたい……」水無瀬は言う。

　それはヤバいよ色々と。色々とヤバい。色々な想像が頭をよぎってしまう。

「気を紛らわせるために、何か楽しい話でもしよー」

　水無瀬は言った。声に元気は無かった。僕はボカロの話以外なら正直何でもいい。

「伊織は、何でボカロ始めようと思ったの？」

　いきなりそれかよ。ちょっと。ヤバいって。

「逆に、水無瀬は何でボカロ始めたの？」

　質問を質問で返すという、極ごく悪あくな技を使ってしまった。すまん。

「私はね、メタルが大好きで、皆にメタルを聴いてもらいたいって思ってた。でも私がどれだけメタルの良さを語っても結局、周りの友達は『メタルは怖い』『うるさいだけでしょ』みたいな感じで、全く聴こうともしてくれなかったんだ。でもね、メタルくらいマイナーなジャンルでも、皆が聴いてくれる文化があった。それがボカロ。自分もボカロさえ使えるようになれば、好きなものを友達と共有できるかもしれない。そう思った。そのためにボカロ曲の作り方を一生懸命勉強した。その結果、ボカロを通して皆がメタルを聴いてくれる環境が今できつつあって、私はとても嬉しいんだ」

　水無瀬は語った。……そこまで本気になれるものが僕にはあっただろうか。アツい。

　何てカッコイイんだ。そういうところも大好きだ。昔からそういう、芯しんのあるところは変わっていない。

「でもね、私は今、とてもトイレに行きたい」

　そうだった。僕らは閉じ込められている状況だった。とにかく、ここにある体育系の器具を駆く使しして、一いつ刻こくも早くここを脱出する方法を考えなければ。

　体育倉庫入口近くの、高さ二、三メーターくらいのところに窓がある。

　この体育倉庫を照らすほどではないが、その窓自体はぼんやりと光っていた。

「あそこから出られそうじゃない？」僕は言う。

「でもさ、あれ、開くのかな……？」

「非ひ常じよう事じ態たいだし、ここにある何かを使ってあれ割っちゃっていいんじゃないか」

「割る前に、あの窓開くか確かめてみようよー」

「どうやって？」

「伊織、肩車してよ。直接確かめてみる」

　こうして、僕は水無瀬を肩車することになった。水無瀬を肩車しても、あの窓に届くのかどうかは微び妙みようなラインだ。

　僕は水無瀬を肩車した。肩車、ヤバい。何がヤバいかはちょっと言えないけど、これは本格的にヤバい。肩車を考え出した人、天才。そんな邪じや念ねんに満ちた僕に水無瀬は言う。

「伊織、これ、ほん、とに、届か、ない……」

　最大限、窓に手を伸ばしながら話しかけてくる水無瀬の声は途切れ途切れだ。何だか興奮して……くるわけない。くるわけないです。

「あっ！　やば！」

　水無瀬が叫んだ。僕は完全にバランスを崩くずす。このままだとそのまま後ろに倒れる。

　僕は咄とつ嗟さに水無瀬を下ろそうとした。でも足元にあったマットに思いっきり躓つまずく。

　水無瀬はかろうじて着地したが、バランスを崩したままの僕と水無瀬は、僕が覆おおいかぶさるような形で、マットの上に倒れこんだ。躓いたのがマットで良かった。

　その時、鍵を開ける音がした。ガラガラと音を立てて体育倉庫が開いた。そこには凜が制服姿でバスケットボールを持って立っていた。

　僕と水無瀬はマットの上で、さも今まで抱き合っていたかのような姿勢で凜のことを見ることとなった。凜の顔は引きつっていた。

「いや、凜！　これはそういうアレじゃない」

　僕は何だかよく分からないことを言いながら水無瀬から離れた。

　凜はそのままそのバスケットボールを体育倉庫の中に雑ざつに投げ入れて、どこかに走っていってしまった。きっと外にそのボールが残っていて、体育倉庫に戻しに来たんだろう。水無瀬は無言。体育倉庫は開いたけど、何とも言えない空気がそこにはあった。

「助かったね……」僕は言う。

「そうだねー……。でも絶対誤ご解かいされたよね……」水無瀬は苦にが笑わらいした。

　凜が現れたタイミングが奇跡的すぎて、彼女に何を言っても信じてもらえなさそうな気さえした。




　その日の学校からの帰り道、やっぱり僕は水無瀬のことが好きだったんだなと改めて思っていた。可愛いところもさることながら、一いつ見けんふわふわしてそうだけど芯しんは通っているところが本当に好きだ。あの時できなかった告白を今度こそしたいと強く思う。でもそのためには、まずは自分でついた噓を何とかしなきゃいけなくて、数万再生のすごいボカロ曲を作らなければならない。自らそうしてしまったんだからしょうがない。まずはそこからだ。

　僕は電気屋さんに行き、ついに僕は『丘音クレ』を購こう入にゆうした。全てが予定通りだった。店員さんに「これは本物ですか？」と八回も聞いてしまった。どれだけ電気屋を信用してない人だと思われただろう。ともあれ、やっと手に入ったボカロである。僕はもう既に有名ボカロＰの気分だ。

　いや、買うことがゴールだったわけじゃないだろ。落ち着こう。




　家に帰り、『丘音クレ』のインストールも終わり、早速起動してみる。

　……起動してみたはいいものの、何がどうなってるのかが全く分からない。一体このソフトを使ってどうやって曲を作るんだよ。……こういう時は説明書だ。なぜか変なプライドによって僕は説明書を読まない派なのだが、今回に限っては本格的にどうしようもない。思いっきり説明書を読んでやろうと思う。




　　　　　＊




　読み終わった。

　……なるほど。この『丘音クレ』だけじゃ、曲が作れないということね。

　って、噓でしょ？？？？

『丘音クレ』だけで曲が作れるんだと勝手に想像してたよ……！　そうか……『丘音クレ』のソフトで出せる音は、あくまで声の部分だけなのか。伴ばん奏そうの部分には、別のソフトが要いると。そういうことか。これだけで伴奏も作れるもんだと思っていたよ。要は、伴奏を作るソフトを買わなきゃいけないんだな。

　……でもそういうのって安くはなさそう。伴奏を作るソフトは実際いくらくらいなんだろう。インターネット先生に聞いてみよう。




　……おい……、無料のがあるじゃん。

　フリーソフトがあるじゃないか。最高だ。何だこれ。この『Domiso』っていうのをダウンロードすれば無料で伴奏作れるじゃん。始まってるわ。ボカロ始まってる。こんなオイシイ話があっていいのか。これは僕の時代始まった。




『Domiso』のインストールも終わり、早速起動してみる。……起動してみたはいいものの、何がどうなってるのかが全く分からない。『丘音クレ』以上に分からない。それもそのはずである。

　なぜなら僕は、伴奏の作り方が全く分からなかったから。

　伴奏の作り方とか全く分からないし、作曲もしたことが全く無い。ダメじゃん。これ、ダメじゃん。

『丘音クレ』だけ買えばあとは何とかそのソフトが半分くらい作ってくれるだろうとかいう考えだったのが甘かった。ユグドラシルの根元にあるミーミルの泉のような甘さだ。

　でもここまで来たら『丘音クレ』を無駄にしないためにも、何とかして作曲を学ぶしかない。伴奏を作れるソフトが無料で使えるというところが唯ゆい一いつの救いだ。これだけで十じゆう分ぶん頑張れる。じゃあ、どうやって作曲を学べばいいのか。

　作曲のことを色々教えてくれそうな人なんて身近に……いたわ。ピアノも弾ひけて、作曲もできる、水無瀬が。よし、水無瀬に頼も……ってこれはダメなやつじゃないか。

　となると、後は、凜か。凜は作曲してるとか一切聞いたことないけど、ピアノは結構弾ける。ピアノが弾ければきっと作曲できるだろう。できるかな。いや、できる。

　ピアノが弾ければ作曲はできるよな。作曲する人って、ピアノ弾きながら作曲してるイメージあるし。よし、明日、とりあえず凜に作曲講座を依頼しよう。

　……先程の体育倉庫の件で、明日会った時何か変な感じになってたら嫌だな。

　まぁ、凜に限ってそれはないか。




　次の日、いつものように凜が家に来た。早速僕は作曲の件を伝えようと思い、彼女に話しかけようとした。でも、先に口を開いたのは凜だった。

「ところでさ、昨日」

　凜は真面目な顔をする。

「いや、やっぱ何でもない」

　凜は真面目な顔をキャンセルした。何の話題かは予想がついたから、個人的にあまり追つい及きゆうしたくはなかった。とりあえず、僕は凜に作曲の件を話すことにした。

「ところで、作曲を教えてくれ」

「ところでじゃないよ。何。急すぎでしょ伊織！」

「あ、ごめん。おはようございます」

「最初に挨拶しなかったとこに関して『急すぎ』って言ってるわけじゃないよ！」

　凜は顔をしかめた。流石にいきなり『作曲教えてくれ』は急すぎだっただろうか。

　いやこれくらい、天下の清きよ浦うら凜様なら何とかいけるだろう。

「凜、作曲を教えてくれ」

「いや、私、作曲したことないよ？」

「うん、知ってるけどさ」

「どんだけ切せつ羽ぱ詰つまった状況下だよ！」

「めっちゃ端はし折よって話すと『僕、有名Ｐなんです』って水無瀬に言っちゃって後に引けなくなった感じなんだよね」

「愛ちゃんにか……だから『丘音クレ』も買ったのね」

　沈黙が訪れた。

「……もしかして凜は昨日のこと気にしてるの？　僕もあれは事情を説明したいところでさ、体育の」

「何で私がそれを気にするわけ？　気にする理由が無いでしょ！」

　凜は僕の言葉に被かぶせるように喋り出した。

「僕はあのことに関して、誤解を解いておかなければならないことが」

「気にしてないって言ってるじゃん！　もういいよ！」

「……分かった」

　何が「もういいよ」なのかよく分からなかったけど、明らかに凜の機き嫌げんが良くない方向へと進んでいたから、とりあえず「分かった」とだけ答えた。凜は言う。

「で、その『有名Ｐ』ってのはさ、そのボカロＰってのの中でも特に有名なＰって意味でしょ？」

「……うん」

　話が戻った。

「そりゃまたすごい噓ついたね、伊織！」

　僕だってつきたくってついた噓じゃない。しょうがな……かったわけでもないな。

　別に何も言わなければよかった話だ。

「だから僕は直ただちに曲を作り、直ちに投稿し、直ちに有名Ｐにならなくてはいけない」

「よく知らないけどさ、有名Ｐって、もうそれでお金取れるくらいのレベルなんじゃないの？　そんなレベルにいきなりなろうって、無理でしょ」

「僕は、やると決めたからにはやりたい。だから作曲教えてくれ。頼む。助けてよ」

　凜に無理を言っているのは百も承知だったが、頼れる人が凜しかいない。藁わらにもすがる思いとはこのことか。凜にもすがる思いである。




「何回も言うけど私作曲とかしたことないよ？　知ってるでしょ！」

「そこを何とか」

「無い袖そでは振れないって言うでしょ！」

　凜はセーラー服の袖を振っている。

　まぁ何だかんだ凜は作曲できるだろ。できるできる。今日は凜の家で作曲講座だ。

「うん。じゃあ今日凜の家行くね。そこでやろう作曲」

「不可能！」

　凜は手で大きくバツを作った。彼女が言うこの「不可能！」は「別にいいよ」みたいな意味だ。と、僕は異常なほど都合良く解かい釈しやくした。

「うん。じゃあ学校終わったらノートＰＣ持ってくから。よろしく」

「無理！」
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　学校が終わり、『丘おか音ねクレ』とフリーソフト『Domiso』がインストールされたノートＰＣを持って凜りんの家に行く。凜の家に行くのは数年ぶりだ。凜に、いつ行っていいのかというメールをしたところ、もう既に学校から帰っているからいつでも来ても良いとのことだった。凜の家に行くというある種の緊きん張ちよう感かんは拭ぬぐい去れない。

　でもそれ以上に、今はやらなければならないことがある。

　僕の家から凜の家までは一分くらいの距離しかない。早速、凜の家の前に着いた。

　チャイムを押す。何だか懐なつかしい気持ちになった。押してから相手が出るまでの絶ぜつ妙みような間は何とも言えない緊張感である。誰かが出た。

「はい」

「あ、伊い勢せ伊い織おりです」

「はい」

　凜が出たようだった。実に簡かん潔けつなやり取りの後すぐに、凜によってドアが開けられる。

　そしてそのまま中に通された。靴くつを脱いでいると聞き覚えのある声が。

「久しぶりだね！」

　凜の母だ。わざわざ玄関のところまで来てくれた。笑顔ではあるが、結構驚いているようにも見える。数年ぶりにこんな形で突然お邪じや魔ましたんだから当然かもしれない。

「お久しぶりです、お邪魔します」

　僕も精一杯の笑顔で返した。

　凜の部屋は二階にある。僕は無言で凜の後をついていく。二階へ上がる階段へと二人は向かう。その道中、グランドピアノのある部屋の前を通った。僕はそこで半なかば無意識に立ち止まり、そのピアノを眺ながめていた。何とも言えない気分に包まれる。

「何してんの？」

　凜の声で我に返った。凜はもう階段を半分くらい上っていて、その階段を上る形のまま立ち止まって振り返り、僕を待っていた。凜は制服のままで、短いスカート。

　僕のいるこの位置から、彼女のそのすらりと伸びた足を目で辿たどっていくと、その先には白銀の世界が見えた。

「ちょ、ちょっと！」

　僕の視線の先に気づいたのか、慌あわててスカートを押さえる凜。

　この幻げん想そう的てきな光景は、僕の記憶の一ページに深く刻み込まれることとなった。













　凜の部屋に着いた。何しに来たのか一瞬忘れかけたが、僕はここに作曲をしに来たのだ。作曲をしたことがない凜になぜか作曲を習おうとしているのだ。

　この部屋にはアップライトピアノもある。凜はきっとそれで作曲できるだろう。

　いけるいける。凜ならできる。ここで凜が口を開いた。

「で、一緒に曲を作ろうみたいな感じは分かったけど、私は何から始めればいいの？」

「僕だって分からない」

「あのさ……私だって分からんわ……。何が分からないか分からないと前へは進めないでしょ！」

　いける。凜はいけるよ。ピアノ上手いしきっとインプットもいっぱいある。僕は凜を信じているよ。

「凜、もう一ひと声こえ！」

「値切り交こう渉しようじゃねんじゃ！」

　凜の声が響ひびいた。やはり気持ちだけじゃ曲は作れないのか。いや、そんなことはない。

　気持ちでできないことはない。

「じゃあもし凜がね、どうしても作曲しなきゃいけない状況に陥おちいったらどうする？」

「あー……そしたら……パクるかな？」

「え」

「パクる！」

「著ちよ作さく権けん侵しん害がいじゃんそれ。立派な犯罪では」

「そりゃメロディーから何から全部パクったらバレるよ！　でも曲ってさ、様々な要素から成り立ってるわけじゃん？　伊織だってピアノやってたんだからわかると思うけど、例えばリズムがあったり和わ音おんがあったりメロディーがあったりするじゃん。まぁメロディーはバレそうな気はするけど。何ていうか、その要素だけを色んな曲からパクってくれば曲ができそうな気がしない？」

　……な、なるほど！

　と言いたいところだが、実際よくわからん。何言ってんだこいつ。

「凜の言ってること、何かよく分かんないからもっと具体的に言って」

「ある曲のリズムに合わせて和音だけを変えるとかそういうの。そしてその和音に合わせたそれっぽいメロディーを乗せればさ、曲にはなるんじゃないかな？」

　凜は真ま面じ目めな顔になっていた。その真面目な表情のまま右手の人さし指を天井に向けていた。何なんだこのポーズ。

「確かに……うん、まあ凜の言ってることは何となくイメージはできる」

「私はピアノしか弾けないからピアノ曲に限って言うけど、例えば合唱曲の伴奏って結構皆同じような感じじゃんか！　左手がベース音を基本一つ弾いて、右手は基本和音を弾ひくみたいな。和音を崩してる場合もあるけど。あのスタイルをパクる…まぁパクると言うとアレだから『参考にする』って感じ。『参考にする』わけ」

　なるほど。さっきよりは分かってきた。何か、凜がすごい人のように思えてくる。

　いや、実際すごい人なのかもしれない。凜は続ける。

「しかも、最近の合唱曲って全く同じ和音で進行するものも結構あるのよ。極きよく論ろん、『同じ伴奏に違うメロディーを乗せる』みたいなことをしても違う曲として認定されるってわけ！」

「それはやりすぎじゃないか……？　でも、それがまかり通るんだとしたら、ヤバいな。ていうか、そこに気づいてしまったら凜は闇の組織とかに消されるんじゃないか？」

「私は組織に子供の姿に変えられてしまうかもしれない」

　どっかの探たん偵ていの話かよ。凜は続けて言う。

「話戻るけど、レファラを同時に鳴らしたその時点で『バッハのパクリ』とか言われたら音楽世界は滅めつ亡ぼうするだろうし、その和音の進行が仮に何かの曲と同じでも、独どく創そう性せいのあるメロディーさえあれば何とかなるとは思うよ！」

「なるほど。つまり、既にできている合唱曲の伴奏を上手い具合にパク…いや『参考』にして、その中で和音の進行なりメロディーなりに自分のオリジナリティを出していければオリジナル曲ができると、つまり作曲ができるということか」

「うん。本当に何もないところから曲を生み出していくのは今の伊織にとっては無理だろうから、まずはそういうアプローチでいいんじゃないかな？」

　凜は両手の親指を立てるＧＯＯＤのポーズをした。凜、できるじゃん。

「何でそんなに分かるの。すごすぎ。ほんとにありがとう」

「何て言うか、伊織のためなら……いや、何でもないです」

　凜が照れ隠しモードに入ると少し敬語調になる。敢あえてそこにツッコもうと思ったがやめておいた。

「凜ほんとは作曲したことあるだろ」

「無いよ！　これ以上のことは分からない。ピアノのことしか分かんないよ」

　凜の言い方からすると本当にそうなんだろう。でも十分だ。本当に助かる。




　この日は結局、話だけで終わってしまった。でも、ものすごい収しゆう穫かくがあったように思える。栃とち木ぎにある僕のお婆ばあちゃん家ちのイチゴかってくらいの収穫があった。

　曲というのは、様々な音楽理論の上に成り立ってできている。その様々な音楽理論の上に出来上がった一つの曲を『参考にする』ことで、難しい音楽理論をすっ飛ばして、かなりオイシイところを持っていけるんだろうと思った。

　何となく展望は見えてきた。が、具体的にはまだよく分からないことが多かった。

　これ以上のことは、凜に聞いても厳きびしいだろうとは思う。

　ここは、恥はじをしのんで、ボカロＰであるテツオにも色々教えてもらうというのが一番の近道なんじゃないかと思う。ボカロ曲を作るのだから、ボカロＰに聞くのが一番いい。

　色々思うところはあるけど、ここはしょうがない。ただ、あまり思い出したくないが、僕が水み無な瀬せに「僕は数万再生いってるんだ」的なことを言い出したあの時、そこにしっかりテツオもいたんだよな……。

　だからテツオに色々教えてもらうということは、「数万再生もいくやつがこんなことも知らないのか？」と僕が思われるということを意味する。結果的にテツオにも、僕の噓うそがバレてしまうということにもなる。

　でも、そんなこと言ってたらいつまで経っても作曲なんてできない。作曲は分からないことだらけだ。僕はテツオの元へ行く決心をした。




　次の日の昼休み。僕は早速、テツオに話しかけた。

「やあ」

「やあ。どうした、伊織」

　僕の「やあ」というシュールな挨あい拶さつが炸さく裂れつした。いきなり「伊織」と呼び捨てにされたのは少々馴れ馴れしいとも思ったが、親しみやすい僕の人ひと柄がらが招いた素晴らしい結果だということにしておこう。ていうか僕の名前知ってるんだな……。

「で、テツオ。突然で悪いんだけど、ボカロ曲の作り方に関して君に色々と聞きたいことがあるんだ」

「俺で良ければ何でもいいぜ」

　いきなり快かい諾だくしてくれた。

「その質問が少しだけだったら今僕はここで聞いてしまうんだけど、実は結構聞きたいことがあるんだ」

「いくつくらい？」

　いくつって聞かれてもそんなもん分からない。

「四九六八はある」

「そうか。五〇〇〇無かったのが救いだな」

　やけに落ち着いているな、テツオ。

「重ね重がさね申し訳ないけど、できればボカロ曲が作れるような環境で色々と聞きたいんだ……僕が作業できる状況で直接色々教えてもらいたいということなんだけれども」

　流石に重ね重ねすぎか。少し申し訳ない気分になる。

「そうか、じゃあ俺の家来いよ。で、日時としてはいつが希望とかある？」

「今日は大丈夫？」

「今日!?!?!?」

「何でそんな驚いてんの」

「実際今日でも大丈夫なんだが、即答でＯＫするといつも暇ひまなやつだと思われそうだからな。とりあえず驚いてみた」

　何だかよくわからないやつだ。

　でも話してみると、思ってたより悪いやつではなさそうだった。

「テツオ、ありがとう」僕はお礼を言った。

「じゃあ、伊織は俺の家を知らんだろうから、今日は俺と一緒に帰ろう」

「よろしく」




　　　　　＊




　学校が終わり、二人はテツオの家に向かい始めた。

　……会話が無い。

　ある程度の沈ちん黙もくまでは、「っておい、誰かしゃべれよ!!」みたいなツッコミが入れられるのだが、沈黙もある程度までいってしまうとそれができない。

　天気の話でもいいからするべきか。「いい天気だな！」は鉄てつ板ぱんだ。返事が無くても最悪独り言だったことにできる。

　いや、でも沈黙を打だ破はしようと思ってるのが実は僕だけで、向こうは別に何とも思っていないとかよくあるパターンだ。ここは無理に自分から動かない方がいいような気がする。別に何とも思っていないフリをしよう。

「……何か、しゃべれよ」

　テツオは言った。言われてしまった。

「あぁ……うん……」

　何だか分からないけど僕が負けた気になった。

「伊織、何かしゃべれよ」

「『何か』」

「面白いね」

「まあね」

「…………」

「…………」

　こうして謎の沈黙のままテツオの家に着いた。僕は仲良くしようとフレンドリーに接したつもりなのに何なんだ。論ろん理り的てきに僕が間違っていたとでもいうのか。いや、間違っていたのはテツオだ。そうに違いない。

　テツオの家に着いた。

「ここは……神社？」

「寺だよ寺」

「テツオの家は……そういえば寺だったね」

「『そういえば寺だったね』って何だ。知ってたのか？」

「い、いや、知らなかったね」

　前に水無瀬と話してたのを盗み聞きしていたから実は僕は知っていた。

「俺からしたら考えられないんだけど、何か神社と寺を混同する人って多いんだよな」

「でも正直僕も、寺と神社なんて似たようなもんだと思ってるところはある」

「伊織もそうなのかよ。やれやれ。神社は神道ジャンルで、寺は仏教ジャンルという明らかな違いがあるんだけど……」

　これは話が長くなりそうなやつだ。

「やっぱいいや」

　僕らは寺の中に入っていった。寺にズカズカ入っていくのは何だかソワソワする。

　そしてテツオの部屋に着いた。僕は噓がバレるのを覚悟で昨日凜に学んだことを話した。

　その上で、僕は今何をすべきかを教えて欲しかったからだ。




「なるほどな。大体分かった」テツオは少し何かを考えた後、そう言った。

「僕は、『合唱曲の伴ばん奏そうを参考にするといい』みたいな、そんな感じのことを師匠（凜）に言われたのだけど、でも流石さすがに、ある合唱曲と本当に全く同じ伴奏でメロディーだけを変えるだけってのは割とキツイものだよね」僕は言った。

「そりゃそうだな。全く同じ伴奏はちょっと厳しいものがある。和音の進行くらいは変えた方がいい。いわゆるコード進行ってやつ」

「申し訳ないけど、コード進行って何なのかな」

「コードってのは、Ｊ－ＰＯＰのピアノ譜ふとかギター譜に『Ｃ』とか『Ｄ』とか『Em』とか書いてあるじゃん？　それのことだ」

　無知丸出しな僕に対してテツオは嫌な顔ひとつしない。顔だけでなく、内面もイケメンだったのか。そのあたり少し分けてほしい。

「あー……、書いてあったような書いてなかったような……。書いてあったかな……」

「まぁ暗号みたいなもので、『Ｃ』はドミソ、『Ｇ』はソシレ、みたいな風に決まってるんだよ。ＣからＧに進むように楽がく譜ふに書いてあったら、ドミソ→ソシレって弾けば良くて、その和音の進行が『コード進行』ってわけ」

「なるほどね。その、Ｃ→Ｆ→Ｇみたいなそういうコード進行ってやつを作るかパクるかすれば伴奏は完成するようなもんってことだよね？」

「そういうことだな。それに加えてどのコードがどの和音をさすかっていうのを覚えていればすごい楽になるな。あ、でも別にコード知らなくてもピアノの楽譜がそのまま読めれば和音は抽ちゆう出しゆつできるぜ」

　だんだん混乱してきた。でもきっとこれは作曲への近道のはずだ。

「……要は、他の曲を参考にしながらでもいいから和音の進行を決めてしまって、あとはそこに合うメロディーを乗せていけばできるってことか」

「そういうことだ。コード進行ってのはもうある程度理論上限られてるから、まさに色々な曲を『参考にする』のが手っ取り早いんだよな。本当にランダムにコードを並べたような、あまりにも適当な進行はできないから」

　分かるようで分からなくなってきたような、いや、分からないようで分かるようになってきたのか。何かそれすらもよく分からなくなってきた。

　でもこれも、僕がボカロＰになるために避さけて通れない道なんだ。もっと言えば水無瀬のためなのかもしれない。そういえば体育倉庫で水無瀬と接近した時、めっちゃイイ匂いしたな……。あれ一体何のシャンプー使ってるんだろう。

　もし僕がそのシャンプーを使えば、常に水無瀬と一緒にいる感覚に浸ひたることができるのではないか？　僕は天才か。

　変な妄もう想そうを繰り広げる僕に対して、テツオは真面目に話を続ける。

「何度も言うけど、ある程度コード進行のパターンが限られている以上、コード進行が似たような曲ってのもたくさんあるわけなんだ。だからそれらを参考にしてコード進行が偶然一緒になったとしても、何か言われることは（多分）無いぜ」

「……つまりテツオ先生、メロディーとかリズムとかでオリジナリティが出てれば大丈夫ってことですね」

「それ今言おうとしてた。その通りだ。問題はだな、そのコード進行を具体的にどうするかっていうところなんだけど、うちにあるギター譜に載のってるやつをパク……いや、参考にしながら作れば大丈夫だ」

「それ最高だわ」

「ギター譜ってのはコードが書いてあるから、伊織はそれをパク……参考にしてまず伴奏を作っちゃった方がいいな」

　ということで、僕はテツオからギター譜を借り、そこに書かれた和音の進行つまりコード進行をパク……いや、参考にしまくりながら、それを自宅で打ち込むことにした。

「じゃあ、今日は遅くまでお邪魔しました」

「うん、そこまで送ってくよ」

「ありがとう」

　正直、テツオはもう僕が有名なボカロＰじゃないことは気づいているだろうな。

　二人は、暗くなり始めた境けい内だいを歩いていく。敷き詰められた砂じや利りが音を立てる。

　夜の暗闇に浮かび上がるような砂利の白さが、「夜の底が白くなった」なんてフレーズを連想させる。全然状況は違うけど。テツオが口を開いた。

「それにしても水無瀬がいなくなっちゃうってのは急だよな」

「!?!?」

「いいライバルが身近にいる環境だったのにな」

　ちょっと待って。

「テツオは今何の話をしてるの？」

「池田屋事件の話だぜ」

　クソ。こんな時にボケを入れてくるのかよ。ノらなきゃいけないじゃないか。

「あぁ、新しん撰せん組ぐみのね」

「うん。その時近こん藤どう勇いさみが何人連れてきていたのかというのは諸説あってだな……」

　いや、もうこの話は十分だ。

「そんな諸説どうでもいい!!!」

「伊織はもう知ってると思ってたけど。水無瀬のこと」

　いや、全く知らないんだけど。何だ一体。何がどうなっているんだ。

　水無瀬が？　いなくなる？　テツオは続ける。

「五月の終わり頃から、水無瀬がどっかヨーロッパの方だかに行っちゃうって話聞いてないのか？　イタリアだったかな。何かその辺に行っちゃうんだぜ」

「何それ……」

「イタリアとイギリスって何かたまにごっちゃになるよな？」

「全然ならないよ。テツオがイタリアとイギリスを間違えてしまうとかいう超個人的な話は今マジでどうでもいいから」

「俺が水無瀬と話しててさ、サルデーニャ王国の国王ヴィットーリオ・エマヌエーレ二世の話になって、そこから水無瀬がイタリアに行くって話になったんだ」

「どんな王国なんだよそこは。その何とか二世っていうのは誰なの。っていうか、まずその王国の話題にどういう流れでいくんだよ」

「ヴィットーリオ・エマヌエーレ二世はイタリアの初代国王なんだぜ」

「サルデーニャ王国の国王って今言ったじゃん」

「両方なんだよ。ちょっと話すと長くなるからこの話題はまた今度な？」

「っていうかテツオはそんだけイタリアの歴史とかに詳しいのに、どうしてイタリアとイギリスがごっちゃになるんだよ」

　もうその何とか王国はどうでもいい。……何で水無瀬はそんな急にイタリアなんかに引っ越してしまうんだ。おかしいだろ。急展開すぎる。どんな理由からなんだろう……。

「水無瀬のお父さん、新聞記者だし、それ関係なのかな……」僕は言う。

「伊織が知らないってことは、内緒だったのか？」テツオが言う。

「そうか……そうかもしれない」

「面倒なことになったら困るから、俺が言ったってことは黙っててくれよな」

　何で水無瀬は、テツオには教えていて僕にはそんな重要なことを教えてくれていないんだ……。

「ちょっと伊織、ヘコみすぎじゃないか」

　テツオはたかが数ヶ月しか会ってないじゃないか……僕はさ……。っていうか、何でそんな急に行くことになったんだ。

「でもさ、入学したてのこの時期に行っちゃうってのはおかしくない？　だったら年度が変わる四月の段階で行ってるんじゃないのかな」

「いやそんなの俺に聞かれても知らん。伊織が今『水無瀬の父親は新聞記者』って言ったけど、新聞記者なら何かその新聞社にヨーロッパ支社とかあってそのあたりに用事とかあるんじゃないの？」

「あぁ確かに……。世界を飛び回る系の仕事にはそういうこともあるのかもしれないな……」




　テツオの家からの帰り道、僕はどのように帰ったのかあまり覚えていない。放心状態というやつだったのかもしれない。気がついたら帰宅していた。テツオは噓をつくようなやつじゃないと思うから、本当に水無瀬がそう言ったんだろう。

　水無瀬が五月の終わりにヨーロッパに行ってしまう。まだ水無瀬にちゃんと伝えられていないことがあるのに。

　小学六年生の時の十月の初め、水無瀬は秘ひ密みつ基き地ちで僕らに「もうここには来ないから」と言い残してそこから去った。「運命の日」とか言っていた、十一月十一日に僕が水無瀬に告白する計画も結局それで流れてしまった。

　水無瀬が僕らから離れていった理由は分からない。でも当時の水無瀬には、何か思うところがあったに違いない。高校生になった今、改めて僕はその理由を知りたいと思う。

　その上で、あの時できなかった告白を今度こそしたい。

　でも告白するためには、まずは自分でついた噓を何とかしなきゃいけない。数万再生のすごいボカロ曲を作らなければならない。まずはそこからなんだ。




　家に着いた僕は、早速テツオから借りたギター譜に書かれた和音の進行つまりコード進行をパク……いや、参考にしまくりながら、それを打ち込む作業に入った。

　打ち込むというのは、あの『Domiso』（最近出てきてなかったから名前忘れかけてた）に、音おん符ぷを打ち込むということだ。音符を打ち込めば、その音符通りに音を出してくれる。ギター譜に書かれた「Ｃ」とか「Ｇ」とかのコードをドレミファソラシドに変換し、それを音符として打ち込んでいく。

『Domiso』はフリーソフトだが色々な音が出せる。それをピアノの音に設定し、夜遅くまでピアノ曲を打ち込み続けた。

　ピアノというか鍵けん盤ばんはずっと触ってないし、あまり触りたくもないから、マウスでポチポチと音符を打ち込めるのは僕にとってかなり都合がよかった。




　翌朝になった。完全に寝不足だったが、入学早々遅ち刻こくもできないので気合いで登校。

　気合いで授業を受け、気合いで昼休みを迎えた。とても眠い。

　今日の昼休みは睡すい眠みんの時間にしよう。

　と、ここで誰かの携帯電話が鳴った。着信音がボカロ曲だ。何だかんだボカロって浸しん透とうしてるんだなと思う。でも今はそれどころじゃない。マジで眠い。

　春の日差しもあるし（何か今日は曇ってるけど気にしない）、教室の机で寝るより中庭にある意味不明な草の上でゴロゴロしようと思う。実にゴロゴロしたい。

　中庭に行こうと思い廊下に出ると、Ｂ組の前で水無瀬と凜が何かを話していた。何の話をしてるんだろう。二人とも、廊下を歩いていく僕には気づかなかったので特にこちらからはアクションを起こさなかった。

　この前の朝に三人で一緒になった時は、水無瀬と凜は実は仲悪いのかと思ったけど、そうでもないようだ。まぁ、僕の思い過ごしかもしれない。とりあえず中庭に行こう。

　中庭の意味不明な草の上（僕はここを『草原』と呼ぶことにした）に着いた。

　そこで僕がゴロゴロし始めた時、それは起こった。

「それは起こった」というと大げさかもしれないが、何と、人が僕に話しかけてきたのである。

「『丘音クレ』を買おうとして音楽ＣＤを買った伊勢くん？」

　そう話しかけてきた女の子は長めのツインテールで、手には懐かい中ちゆう時ど計けいを持っていた。

　同時に萌もえ袖そでも視界に入ってくる。萌え袖具合、良好だ。短いスカート。そしてニーハイ。身長は一五〇くらいだろう。

　その女の子は短いスカートで僕の頭の近くに立っていた。













　幻げん想そう的てきとも言える桜色の世界を目まの当たりにして、完全に目が覚めた。このまま寝っ転がってるのは自分のためにも良くないと判断した僕は、上半身をとりあえず起こした。

　改めてその女の子を見てみる。その見た目から勝手に想像するにこの人は痛い文学少女っぽい。初対面から「痛い」とか言っては極めて失礼だが、セーラー服の襟えりのあたりについている謎のチェーンと、その手に持っている懐中時計がそれを物語っている。

　多分「私には三つの人格がある」とか「漆しつ黒こくの炎を操る」とか言い出す系の女の子なんだろう。というか、『丘音クレ』事件を知っているとは一体どういうことだろう。

「やあ」

　僕は至し極ごく適てき当とうに返事を返してみた。「やあ」は、やっぱり結構シュールな挨拶だ。

「伊勢くんのことに関しては、清きよ浦うらさんから色々聞いております」

　清浦さん……？　凜のことを名字で呼ぶ人なんて久しぶりに見た。

　……何か思い出してきたぞ。最近凜が、図書委員会で仲良くなった「川かわ端ばた」という人がいて、その人が懐中時計を常に持ってるとか言ってたな。もしそれがこの人だとすると、『丘音クレ』のことを知ってるのも納得だ。っていうか、流石にキャラが強すぎだろう。

　文学少女は続けた。

「申し遅れましたが、私の名前は川端結ゆう城きです。一年Ａ組。伊勢くんと同じクラスです」

　やっぱり川端という人物か。しかも同じクラスだったのか。あまり皆と交流を深めようとしなかったから分からなかった。とりあえず僕も名乗ろう。

「僕の名前は伊勢伊織です」

「存じております」

　存じてるのかよ。って、そっちから呼んできたんだから知ってるか。

　ここで、川端が僕の近くに座ってきた。少し緊きん張ちようした。

「伊勢くん、今日は良い天候ですね」

　それにしても何だこれ。家でもこんな口調なのかこの人は。とりあえず合わせとこう。

「そうですね。僕もそう思います。明らかに曇ってるけど」

　全然良い天候じゃないんだけど、この人大丈夫かな。

「ケツァルコアトルの涙が降り注ぐかもしれません」

「何て？」

「ケツァルコアトルの涙が」

　何が降り注ぐんだよ。

「あぁ、雨降るかもね的な？」

「敷ふ衍えんして言えばそうなりますね」

「そうなりますねじゃなくて、そうなっちゃったら全然良い天気じゃないじゃん。最初に『良い天気ですね』とか言ったの何なんだよ」

　何だこの人。面白すぎかよ。

「突然ですが私は小説を書いています」

　急だな。

「突然話題変えすぎだろ。もしかしてちょっと不都合になったら話題を変え」

「小説を書いているんです」

　グイグイ来るなこの人。まぁ、僕はこういうの嫌いじゃない。

「伊勢くんみたいなどこか残念な人もそうそういないので、そのエピソード含め、私の小説のモデルにしてもいいでしょうか？」

　やはり急だな。何考えてるか全く分からない。というか、襟のとこについてるチェーンは何なんだよ。手に持っている懐中時計も何なんだ。そしてその懐中時計のことをやけに気にしすぎ。そんなに時間を気にする場面でもないだろう。

　一体この人は何と戦っているんだ。

「混こん沌とんの理ことわりの深しん奥おうへと投げ打つ言葉。……そこは静せい寂じやく」川端は懐中時計に向けて呟つぶやいた。

「ちょっとそういうの今いいから。一つ聞きたいことあるんだけど」

「どうぞ」

　懐中時計を見ていた川端が、真剣な顔つきで僕の目を見てくる。

「さっき言ってた、小説のモデルって何？　っていうか、どこか残念そうな人もそうそういないっていうのはどういうこと？」

「今、一つと言いつつ、二つ聞きましたね？」

　急にシビアになったなこいつ。

「伊勢くんをモデルにするのは駄目ということですか？」

　更に畳たたみかけてくる。

「いや全然いいんだけど、話が急だったから何かなみたいな」

「急に来る話が駄目ということは、……徐じよ々じよに来る話だったらいいんですか？」

「別にダメとか言ってないけど…………じゃあいいよ。じゃあそれで。徐々に来る話でよろしく」

　川端の口元は笑っていた。目は笑ってないけど。っていうか、そもそも全然笑うところじゃないだろ。

「私、先程も申しました通り、小説を書いてるんです」

「そこまでは分かるよ。もしかしてプロとか？」

「いや。あくまで趣味です。インターネット上に私の個人サイトがあるんですが、そこで公開しています」

「なるほど」

　川端は懐中時計を相変わらず気にしている。僕はそれにはツッコまない。

「その小説に、多少関わって頂く形になります」

「関わって頂くって何か大げさだね……まぁでも、全然問題ないよ」

「ありがとうございます。この前の『丘音クレ』を間違えて買ったとかいう、クソ面白い話を使いたいです」

「今、クソ面白いって言った？」

「その件はとても面白くて、一ヶ月くらい笑わせて頂きました」

『丘音クレ』事件が起こってから一ヶ月も経ってないぞ……。この人は一体どんな時間軸からこの世界に迷い込んだんだ。

「流石に面白すぎたので、その伊勢くんを使いたいわけです。小説に」

　川端の笑いのツボが全く分からない。というか、多分僕なんかより絶対川端自身の方が面白いとは思う。川端は続ける。

「それを使うにあたって、本人の出演も必要なわけです。名前は変えると思いますが。そういう愚おろかな人間が必要なんです」

「もう、どうとでも言ってください。いくらでも出演させて良いよ」

「ありがとうございます。では」




　川端は軽い会え釈しやくをし、そのまま去っていった。センスしか感じられない人だった。

　でも、いきなり「小説に出してもいいでしょうか」はヤバいし、その理由もヤバいし、これはすごい逸いつ材ざいと出会えたような気がする。

　昼休みが終わるチャイムが鳴った。僕は教室へと戻る。




　学校が終わった。今日もやるべきことをやろう。水無瀬が日本を離れてしまう前に。

　時間は限られている。とりあえず今作っている曲は、ほぼ伴奏を打ち込み終わっているから、今日はメロディーを完成させようと思う。メロディーか……。

　とりあえず凜に相談しよう。僕は凜の家に向かった。何だか色んな人に頼ってばっかの人生だなと改めて思う。




　彼女の部屋に着くやいなや、僕は川端の話題を出した。

「今日、ツインテール懐中時計ニーハイマンに話しかけられたんだけどさ。何かその人が僕にあの忌いまわしき『丘音クレ』事件を思い起こさせてくれた」

「あ、それ川端ちゃんだね！　あの事件は面白かったから、川端ちゃんにはうっかり全ぜん身しん全ぜん霊れいで伝えた！」

「うっかり全身全霊で伝えるなよ」

「ていうか、どうやってあれと仲良くなったんだよ。尊敬の念を抱いだくレベル」

「川端ちゃんとは図書委員会が一緒で、そこでアイスマーマンの話で盛り上がった！」

「……何そのキモいの」

　一体何なんだ。それ。

「で、川端ちゃんは何の用事だったの？」凜は言う。

「彼女が書いてる小説のモデルに僕が抜ばつ擢てきされた。残念だからという理由で」

「よく分かんないねそれ」

「でしょ!?　やっぱそうだよね!?　凜も分かんないよね？　何であの人常に懐中時計持ってるの？　常に時間に追われてるの？」

「あー、あれは、そういう演出でしょ！　中二病的なやつ！」

　凜は中二病のポーズをした。

「ハッキリ言っちゃっていいのそれ」

「そういうとこ含めて可愛いんじゃん。中学の時は病弱アピールだかで意味もなく眼がん帯たいとかしてたらしいよ！」

　強い。確かにそういう見方をすると、だんだん可愛く思えてきてしまう。

「まぁ、よく分かんない人だよ、川端ちゃん！」

「何かもう少し川端をフォローしてくるのかと思ったけど、むしろ逆にすがすがしくてイイな」

「で、今日はメロディー作るんでしょ？」

　凜は、月に代わって何とか！　みたいなポーズをしている。

「そうそうそうそう、忘れかけてた」

「メロディーに関してはもう、そのキーに合わせてハミングとかして捻ひねり出すしかないんじゃない？」

「まぁそんな感じだよね。そのキーに合わせて何か適当に」

　その時ドアをノックする音が聞こえた。と、同時にドアが開いた。そこには凜の母がいた。そしてこう言った。




「メロディーに関してお困りのようだね??」

　何でこんな絶ぜつ妙みようなタイミングで登場してくるんだこの人は……。ずっと僕らの会話を聞いていたとはあまり思いたくない。その辺について考えるのはやめよう。

「あ、お母さん、いいメロディーの作り方教えてよ！」

　凜が全然驚いていないところを見ると、この家では突然登場してきて会話に参加するのが日にち常じよう茶さ飯はん事じのようだ。ノックが一瞬でもあったことが唯ゆい一いつの救いか。

　そして「いいメロディー」とはこれまた漠ばく然ぜんとしている。

「いいメロディーっていうのは人それぞれだけど、印象に残るメロディーっていうのはある。それはね、同じフレーズを繰り返すこと。または同じ形式のフレーズのまま音おん程ていを変えていってもいい！」

「よく分かった、ありがとうお母さん！」

「うん、じゃあね！　頑張ってね！」




　凜のお母さんは去っていった。……何だこの茶ちや番ばんは。絶対これは母親が来ることがあらかじめ分かっていただろう。セリフまで考えてあったに違いない。一切の無駄が無いセリフだった。しかし、一体なぜそのようなことを。……いや、考えるのはやめよう。

　世の中には謎が多すぎる。

「っていうことらしいから伊織、後は頑張ってね！」

　凜は両手の親指を立てるＧＯＯＤのポーズをした。




　こうして、数日にわたる凜の作曲講座は終わった。メロディーの部分は駆け足だったが、それに関しては感性が物を言うような領りよう域いきだから深くは突っ込めなかったんだろう。

　人は、「印象に残るメロディー」を「いいメロディー」と認にん識しきするというのは確かにあると思う。もちろん好みもあるから、例外はあるだろうが。最初は好きじゃなくても毎日流れているのを聴いているうちに好きになる曲だってある。気がつくといつの間にかそれを口ずさんでいたりする。つまり、口ずさみやすく、印象に残るメロディーを作ることが「いいメロディー」を作ることなのかもしれない。

　なんて思いながら家に帰る途中、自転車に乗った水無瀬と会った。

　凜の家と僕の家は超近いわけで、その道中でバッタリ知り合いと会うなんてどれだけ低確率なんだと思う。しかもよりによって水無瀬である。やっぱり運命的なアレなのか。

「伊織じゃんっ」

　水無瀬は言う。今は夜の九時くらい。何で制服で自転車に乗ってるんだこの人は。

「こんな時間に水無瀬は何してたの？」

「お店にＣＤを借りに行ってたよ～」

「もしかして学校帰りにＣＤを借りにいってそのままずっと店にいたの？」

「その通りだよっ」

　借りるＣＤ、悩みすぎだろ。

「へえ。どんなＣＤ借りたの？」

「ボカロのＣＤだよ～」

　聞かなきゃよかった。水無瀬は続ける。

「そういえば伊織は、どんなボカロ曲が好きなの？」

　ボカロの話になった。これ一番良くない流れじゃん。ヤバすぎる。でも待てよ。

　どんなボカロ曲が好きですか？　ってそれって、ボカロ曲は結構何でもあるから、何か適当に答えといてもここはとりあえず大丈夫なんじゃないか？

「速い曲が好きだよ」僕は適当に答えた。適当すぎだ。

「分かる。何だかんだテンポ速くてちょっと早口めいてたりするといいよねっ」

「そうそうそうそうそう！　それね、それ」

「もしかして伊織はそういう曲作ってたりするの～？」

　ヤバい。曲作りの話になってる！

「まぁね。そういうのもあるかなぁ……」

「おお～」

　話題を変えよう！

「水無瀬はさ、ほら、えーとその、その自転車何？」

「？？？」

　ヤバい。「その自転車何？」とかいう質問は我ながら意味不明すぎる。

「えーっと、その水無瀬の自転車、速そうだね！」

　自転車の話しかできないのか僕は。

「そうなんだよ～結構スピード出るんだよねこれ」

「そっかそっか。速いの好きそうだもんね」

「自転車も曲も速いのが好きだね～」

　雲くも行ゆきがまた怪あやしくなってきた。水無瀬は続ける。

「だから作る曲も速いのばっかになっちゃうね～」

　これはもうアカンやつだ。

「あ、僕、ちょっと今急いでるから。ごめん、また今度ね。暗いから気をつけてね！」

　一方的に話を切って僕は高速で帰宅した。水無瀬が後ろで何か言っていたような気がしたが、僕は振り返らなかった。ちょっと無理矢理の切り上げ方だったかもしれないけど、僕が有名ボカロＰじゃないことがバレるよりはマシだ。早そう急きゆうにすごい曲を作らなきゃダメだと改めて思う。




　思えば、今日は何だか懐なつかしい日だった。凜、凜の母、水無瀬。

　小学校の頃の話だが、僕はかつて、凜の母が先生であるピアノ教室に通っていた。

　そこには水無瀬と凜もいた。当時は三人とも仲が良くて、秘密基地なんかでよく遊んでいた。ちなみにその中で一番ピアノが上手いのは凜で、ズバ抜けていた。先生の娘だからというのもあるだろう。

　そのピアノ教室は毎年夏休みに発表会があるのだが、小学六年生の夏、僕は水無瀬と連れん弾だんで発表会に出ることになっていた。その曲のタイトルは、『二人のアクアリウム』。

　モーツァルトとかシューベルトみたいな有名どころではなく、最近の日本人が作ったポップな曲だった。連弾っぽい、どこか恥はずかしいタイトルでもある。アクアリウムって何なんだ。しかも「二人の」って。「二人の」って。

　僕は水無瀬のことが好きだったから、連弾の練習に関してはモチベも高く、とても楽しみではあった。何だか水無瀬とは息も合ったし、練習は順じゆん調ちようだった。でも、その発表会の一週間前、水無瀬が高熱で倒たおれてしまう。それを知った凜の母は、

「まぁ、愛ちゃんは本番までには良くなるだろうけど、その復活までの間の練習相手として凜と練習しててくれるかな！」と僕に言った。

　凜は一日で水無瀬のパートを仕上げてきた。今考えても凄すごすぎる。もし水無瀬が本番無理ということになっていたら、恐らく凜と僕との連弾になっていただろう。

「じゃあ、弾ひいてみて！」と、凜の母に言われて僕と凜が初めて合わせた時、何だかとても不思議な感覚に襲われたのを覚えている。水無瀬との連弾に慣れていたせいもあるんだろうが、何だか変だった。なぜか凜はその水無瀬パートを完かん璧ぺきに弾けたから、下へ手ただからとかそういうのではなかった。でも何かが違った。

「形にはなってるじゃない」と、凜の母は言った。確かに形にはなっていたとは思う。

　客きやつ観かん的てきに聴く音はなかなか形になっていたのかもしれない。その時、

「私ら、めっちゃ息合うね！」と凜は言った。

「そっかなあ……」と僕は正直に答えていた。

　普段ならそこで凜が「いやいやいや、合うっしょ！」と間かん髪はつを入いれずに言ってくるようなところだった。でも、そこで凜は何も言わなかった。

　その時見せた彼女の少し悲しそうな顔は、今でも鮮せん明めいに思い出せる。




　本番前日、水無瀬が復活した。水無瀬はずっと寝ていたこともあり、ブランクもあったが、二人で合わせてみると全くそれを感じさせなかった。不思議だった。

　凜と連弾が合わなかったというより、水無瀬と合いすぎているのかもしれなかった。

　こんなにも一緒に合わせていて楽しくて、しっくりくる人は他にはいないんだろうなとも思った。僕は水無瀬を必要としているんだなと思った瞬間だった。それは同時に、僕は水無瀬のことが好きなんだなとハッキリ自覚した瞬間でもあった。

　それまでも水無瀬のことが何となく好きな感じではあったけど、ハッキリと好きだと思ったのはこれが初めてのことだった。僕は水無瀬のことが好きだった。




　そして発表会本番、『二人のアクアリウム』は無事に終わった。僕と水無瀬の連弾は上手くいった。




　しかし、十月になり、水無瀬は僕らに「もうここには来ないから」と告げ、秘密基地に来なくなる。そして僕は、そのモヤモヤした気持ちのまま小学校卒業を迎えることとなる。彼女は別の中学に行き、ピアノ教室もやめてしまった。

　なので、最高にモヤモヤした状態のまま、彼女とは疎そ遠えんになってしまっていたわけだ。

　でも高校でまた水無瀬と会えて、そこで意外と普通に話すことができた。何だか不思議な気持ちになった。僕が考えすぎなだけだったのかなとも一瞬思った。

　でも、水無瀬が秘密基地から去った理由は絶対あるはずだ。僕はその理由を知りたい。

　水無瀬が日本を離れる前にそれを知っておきたい。その上で僕は告白したい。

　そしてそのためには、まずは自分でついた噓を何とかしなきゃいけない。

　つまり、数万再生のすごいボカロ曲を作らなければならないということだ。

　早さつ速そく、今日の凜の作曲講座を踏まえてメロディー打ち込み作業を開始しようと思う。




　　　　　＊




　気がつけば休日も返へん上じようしていた。メロディー作成を続け、伴奏部分も手直しを続け、やっとちゃんと形になってきた。メロディーと伴奏はほぼできたと言える。

　マウスで音おん符ぷをポチポチ打ち込むことにも、だいぶ慣れてきていた。

　そして週が明けた。




　月曜日。最高に眠い。創そう作さく活動というものは何かと夜に捗はかどってしまうのはなぜなのか。

　要するに、今とても眠い。




　昼休みになる。何で僕はいまだに一人で昼ごはんを食べているんだろう。ちょっとそろそろヤバいんじゃないかな。僕の孤こ独どくを集めてそれを追い風にすれば空も飛べそうな気さえする。

　校内放送で聴いたことのある曲が流れている。どこのラプソディー・オブ・サンダーフォースだよこの曲。

　……これラプソディー・オブ・サンダーフォースじゃん。水愛Ｐとかいう人の。

　こういうところでボカロ流すのはもう普通になってるんだな。もしかしたら近い将来ボカロ曲が音楽の教科書に載のったりするかもしれない。

　僕もこんな風に自分で作った曲を流してもらえたら、めっちゃ嬉しいだろうなと思う。

　恥ずかしさもヤバいだろうけど。やっぱ、自分で作ったものが多くの人に聴かれるのってすごいことだ。

　数万再生いくようなすごいボカロ曲を生み出すには、伸びる時間も必要だと思っている。曲をアップロードしてからの、ある程度の時間も要るだろう。よって、完成は早ければ早いほどいい。となると正直、時間が無い。水無瀬が日本にいるあとわずかな時間の中で、全力を尽くしたい。




　次は作さく詞しだ。

　流石の凜でも作詞まではできそうもない。作詞はやっぱり感かん受じゆ性せいが豊かじゃないと難しそうだ。凜は感受性が豊かではない。勝手なイメージだけど。

　……感受性が豊かそうなやつなんてそんな簡単にいるか。川端みたいなやつかな。

　川端、案外いけるかもしれない。小説が書けるなら作詞もできるだろう。できるできる。僕をモデルにさせてあげるという貸しもあるし。早速川端のもとへ行ってみよう。

　行くと言っても同じクラスだから、さほど長旅ではないけれど。




　そこではツインテールの女の子が一人で昼ごはんを食べていた。短いスカートとニーハイが目立つ。一人で昼ごはんを食べているのは僕だけじゃなかった。妙みような親近感。

　でも、萌え袖でごはんを食べているのを見ると、袖くらいまくれよと思う。

　とりあえず挨あい拶さつから入ろう。

「こんにちは」

「何の用でしょうか。私は幽ゆう玄げんの箱はこ庭にわで一人、翼つばさを休めているところです」

「あー、要するに一人でごはん食べてるってことでいいよね」

「敷衍して言えばそうなりますね」

　僕は優しいから、たまにはツッコんであげようと思う。

「ちょっと敢あえてツッコんでみるけど、幽玄の箱庭って何。具体的にどこ？」

「『私の机』です。敷衍して言えば」

「……うん、そうね。はい。いいと思うよそういうの。ところで、この前、僕をモデルにしたいとか言ってたよね」

「はい」

「その代わりと言ってはアレなんだけど、僕今作詞をしなければならない状況にあるのね。なのでその詞を作る手伝いをお願いしたい次し第だいなんだけど」

「全然構わないです」

　川端は、基本的に無表情だ。笑え顔がお至し上じよう主しゆ義ぎの僕としては色々と物もの申もうしたいところだが。

「ありがとう！　で、早速だけど今日でいいかな」僕は言う。

「問題無いです」

「よかった！　じゃあ……」

　……どこでやればいいんだろう。「じゃあ川端の家行くね」もおかしいし、「じゃあ僕の家で」と言うのも何か違うだろう。どうしようか。

「じゃあ放課後、図書室で」

　川端が言った。僕はうなずいた。




　そして放課後の図書室。帰りの学がつ活かつが終了してから真っすぐ図書室に向かったハズなのに、川端は既すでに図書室にいた。同じクラスなのにおかしい。

　まぁ、いいや。まずは挨拶をしよう。挨拶は基本だ。

「こんにちは」

「こんにちは、伊勢くん」

「今日もいい天気ですね、川端様」

「そうですね」

「ねえ、家でもその口く調ちようなの？」

「勿もち論ろんです」

「何かやりづらいんだけど」

「そうですかね」

　この川端の襟のあたりについている謎のチェーンは本当に気になる。そして机の上にはいつもの懐中時計が置いてあった。

「僕が急に作詞の協力を依頼したにもかかわらず、快こころよく承しよう諾だくしてくれてありがとう」

「大丈夫ですよ」

「川端は、もっとラフな感じでしゃべってくれていいよ」

「オッケー！」

　ちょっと待って。

「ねえ、あのさ」

「はい」

　何かちょっとツッコミたいところあったけどいいや。とかくこの世はツッコミづらい。

　もっと普通にしてくれていたらモテそうな可愛い顔立ちなのに、何でこんなキャラになってしまったんだろうこの人。どうしてこうなった。

「ところで、作詞するってなったらさ、まず僕は何をしたらいいのかな」

「まずは深呼吸です」

「ねえ、ボケなのかマジなのか分かりづらいから」

「前ぜん世せの罪つみを償つぐなうところからです」

　あー、はい。そういう系ですね。

「じゃあ、具体的に、何すればいいですかね」

「……話しかけないでください。今、悠ゆう久きゆうの鐘かねの音に耳を澄すませているところです」

　何なんだ一体。悠久だか有ゆう給きゆうだか知らないがそういうのは事前に済ませておいてくれ。

「すいませんでしたね。僕が悪かったです」

　ツインテールの女の子が悠久の鐘の音に耳を澄ませている光こう景けいは、世界広しと言えども、ここでしか見ることのできない貴重なものだろう。

「まずはテーマを決めることです。失恋なら失恋でいいし、真夏の海で楽しく泳ごうみたいなテーマでもいいですね」

「あー、じゃあね。切せつない別れみたいなテーマでいきたい。悲しみとか切なさって一番人の感情を動かしそうじゃない？　楽しさとかよりもさ」

「何ですか？」

　ちょっと。

「何ですかじゃねえよ。今真面目なこと言ったでしょ。実際聞こえてたでしょ。聞いててよ。頼むから聞いててよ」

「切ない別れでいいと思います。まずそれで思い浮かんだ言葉やフレーズをノートに書きまくります。そしてそのノートからそのメロディーの文字数に合うやつを持ってきたりそれをまたちょっと変えたりしながら歌か詞しを紡つむいでいけばいいんじゃないでしょうか。曲先ですよね？」

「そうだね。先に曲ができてる。そこに入れていく感じ。わかった。じゃあまずはノートに書きまくるね」




　　　　　＊




「伊勢くん、できたならそれ見せてみてください」

「いや、マジで恥ずかしいんだけど。これはマジでヤバい」

「作詞は恥ずかしいものですから」

　半なかば無理矢理そのノートを取られた。いや、僕が教えを請こう側なのに「取られた」はおかしいか。いや、何が正しくて何がおかしいのだろう。もう僕には分からない。




「伊勢くん、面白いです。これ」

「切ない別れで面白いってどういう了りよう見けんなの」

「乖かい離りしている……切なさから。……漆しつ黒こくのフェイズへと」

「ねえ、あのさ、コメントに困った時に何かそういう方向性になるんでしょ」

「んなわけない」

　何だって。

「……何か今微び妙みようにキャラ間違えなかった？　大丈夫？　テイク２いる？」

「すみません、お願いします」




「ねえ、あのさ。コメントに困った時に何かそういう感じになるんでしょ」

「そういうわけでもないです」

「で、見た感じどうですか、その歌詞は」

「何か雪が降ってる場面なんですね。場面が想像しやすいっていうのはイイですね」

「切なさと言ったらまず雪が降ってるかなみたいなそういうベタな攻せめ方したよ」

「なるほど、冬に別れてしまった二人がいて、『私』は『キミ』のことが忘れられないんですね」

　ハッキリそう口に出して言われると恥ずかしいところがある。

「いや、でも伊勢くん。場面とかテーマとか、とても作詞が初めてとは思えないこの妄もう想そう力りよく。特に何も指示していないのに、こんなに具体的な情じよう景けいが浮かんでくるワードを並べまくれるのはすごいですよ」

「それはありがとう」

「このメモの段階だけ見ても、伊勢くんの詞の孤独感・寂せき寥りよう感かんの表現、そして妄想力は本当に素晴らしいです。評価に値あたいします。常に鍛きたえられている感じがしますねこの辺は」

　孤独感・寂寥感の表現・妄想力が常に鍛えられてるってどういうことだよ。常に孤独で寂しくて妄想癖があって悪かったな。

「あとはですね、『キミと二人で駆け抜ける』ってとこがクサくていいと思います」

「声に出さないで。『声に出して読みたくない日本語』って本があったら二〇ページあたりに出てくるレベル」

「どこを駆け抜けるんですか？」

「どうしてそういうエグいこと聞くの」

「どこを駆け抜けるかが重要なんです。こういう二人で駆け抜ける系は」

「何なんだその二人で駆け抜ける系っていうジャンルは。まぁ、駆け抜けるのはね……『冬』という季節かな。思い出が詰まった『冬』という季節を二人で駆け抜けるんだ」

「思ったよりイイ答えが返ってきて実に残念です」

「悪かったね」

　川端は少し笑った。

「ここの『二人だけの儚はかない陽炎かげろう』って何ですか」

「そういうのやめてよ」

「なぜ『二人だけの』なんですか」

「後から色々決めるから！」

「こちらの『でも私は、ここだよ……』ってところに笑ったんですけどこれは何ですか」

「何ですかじゃねえよ。そもそも笑うとこじゃないし。それのどの要素に笑ったんだよ」

「『ここだよ……』の『……』の部分です」

「具体的に答えないで」

「ここだよ……」

「指し摘てきする際に早速使わないで」

「でも、全体を通していいと思いますよ。これは本当です。何か妄想というかすごく気持ち悪い感じでイイと思います」

　ありがたいお言葉です。実に。

「伊勢くんが思いつくフレーズは、何か妙みように寂さみしさが伝わってくるものばかりなんですけど何なんでしょうかね。あ、もしかして妄想ではなくて実話をもとに構成された別れのシチュエーションなんですか？」

「え……。いや、全部妄想だけど……」

「ですよね。こんなロマンチックな状況、伊勢くんにあったハズがないです」

　決めつけるな。僕だってあったかもしれないだろロマンチックなのが。

「これが伊勢くんの暴動演舞インスタント・ライオット……？」

　何言ってんだこいつ。僕は川端の方を見た。この短いスカートとニーハイが織おり成なすいわゆる『絶ぜつ対たい領りよう域いき』というやつは、案外ヤバい。それでいて川端は足を組んでいる。

　勝手に見といて、僕は目のやり場に困っていた。川端は言う。

「色んな言葉がこれだけ短時間で出てきてるのは本当に素す晴ばらしいです。あとはそこで出てきたものをメロディーに合わせるだけなんですが、ここで作詞のテクニックを軽く」

「お願いします」

　川端は組んでいる足を組み替えた。そのあたりやっぱり気になってしまうのは悲しい性さがである。

「まず、同じようなフレーズを繰り返すことで聴き手に安心感を与えることができます。同じようなフレーズってのには『韻いんを踏ふむ』というのも含ふくまれます」

「なるほど。知ってるよ。韻を踏むってのは、『マンションで立ちション、上がるテンション！』みたいなやつね」

「それはちょっとキモいです。引きますね。地じ引びき網あみ漁りようかってくらい引きます」

「引きすぎでしょ」

「まぁそれはそれでいいですけど、最後の母ぼ音いんを合わせていく感じでも頭に残りやすいフレーズになります。そのメモに『消えてゆくよ』『二人だけの』とありますが、その二つを続けて母音『ｏ』で合わせる感じでも」

　何だかんだ川端は頼りになりそうだ。ただのニーハイ懐中時計オタクじゃなかった。

「伊勢くんの〝無意識〟の残ざん像ぞうが――――影に溶けて消えていく感じもします」

「うん。分かる。残像ね。はいはい。分かった。ありがとう」

「上手くいくことを祈っています。そう、『死の翼』に触れる前に……」

　またこれ系か。ここは感謝の意を込めて盛せい大だいにノッてあげよう。

「し、死の翼……だと……!?」

「そうです。『死の翼』とは、混こん沌とんの理ことわりに導かれし虚きよ無むの幻げん影えい」

　もうだめだ。これは長くなるやつだ。

「はい！　川端先生！　今日はありがとうございました！」

「どういたしまして」

　分からないようで分かるような作詞講座だった。でも自分でも驚くほど孤独感・寂寥感ジャンルの言葉が出てきた。僕はそんなに孤独で寂しい人生を送ってきていたんだな。

　でもその寂しい人生が創作活動の上ではメリットになるということか。この僕の社しや交こう性せいの無さも捨てたもんじゃない。今日は帰ったらさっきノートに書いたやつをもう少し膨ふくらませて、韻とかを意識しながらメロディーにぶっこんでいこう。

　ようやく見えてきた。完成が。




　そして三日後、作詞は完成した。あとはその歌詞にしたがって『丘音クレ』を入れれば完成だ。遂に、丘音クレの出番が来た。

『丘音クレ』……ここまで来るのに道のりは長かった。三千里くらいあった。

　ＣＤと買い間違えたあたりの印象が強すぎて、本物の『丘音クレ』を買うことがゴールみたいになっていた。いや、しかしゴールはスタートなんだ。そう、終わりは始まり。

　終しゆう焉えんの刹せつ那なが新たな慟どう哭こくを生み、そこに狂おしく美しい薔ば薇らが咲き乱れる。

〝丘音〟という名の蜃しん気き楼ろうの中で……。




　そんなこと言ってる場合じゃない。時間が無いんだ。

　たしか『丘音クレ』は『Domiso』と同時にインストールしたからこのノートＰＣの中に入っているハズなんだけど、……あったあった。

　でも、どうすんだこれ。どうやって使うんだろう。とりあえず起動させてみる。

『丘音クレ』は声だけのソフトだから、伴奏と合わせる必要があるだろう。

　……そうだよな。伴奏と合わせる必要があるよ。どうやって伴奏と『丘音クレ』を合わせるの？　もしかして伴奏のソフトと『丘音クレ』を同時にクリックしてスタートさせて合わせるのだろうか？　無理だろ。インポッシブルです。いや、冷れい静せいになろう。

　……説明書を読めばいいじゃん。読もう。説明書。




　数分後、そこには、伴奏と『丘音クレ』を完全に同期させることができた僕がいた。

　ボタン一つで『Domiso』と『丘音クレ』を合わせることができるとは。実に便利な時代になったものだ。便利じゃなかった時代知らないけど。

　で、同期させたのはいいんだけど、肝かん心じんの歌をまだ入れていない。『Domiso』に打ち込んだメロディーの譜ふ面めんを見ながら、『丘音クレ』にも同じように打ち込んでいく。




　順じゆん調ちようすぎる。順調すぎるぞ僕。意外と何とかなるものだ。メロディーは打ち込み終わった。あとは『丘音クレ』に歌詞を流し込むだけだ。これはそこまで難しくない。




　　　　　＊




　全ての歌詞を入れ終わった。感動的な場面だ。ここで再生ボタンを押せば、ついに自分の伴奏と『丘音クレ』が一緒に奏かなでる音楽を聴くことができる。やっとここまで来れたんだ。ピアノとボーカルだけの曲だけど、曲は曲だ。

　再生ボタンを押す。そして最後まで一ひと通とおり聴いてみた。

　……うん。変だ。これ、変。

　まず、「伝えたいことは」とかの「は」が発音として「ＨＡ」になっている。分かりづらいけど要するに、「キミは」が「ＫＩＭＩＨＡ」という発音をしている。

　……つまり『丘音クレ』は、「キミは」とかの「は」を発音できないってことなのか？

　歌詞を全面的に変えるべきなのだろうか。何てことだ。

　いや、待てよ。「それわ」とか「キミわ」みたいな感じで入力すれば解決するか。そうだな。危あやうく全部の歌詞を変えなきゃいけないとこだった。危ない。

　ていうか「それわ」って何だよ。ギャルか。いや、逆に、ギャルがボカロＰなのかもしれない。きっとそういう言葉使いの人は皆ボカロＰなんだ。ボカロは確かに若者の間で流は行やっているカルチャーではあるし。そういうことだったのか。少し気づくのが遅かった。ギャルはボカロＰだったんだ。これからはギャルという存在に尊そん敬けいの念を抱いだいて生きていこうと思う。




　そして曲は一応完成を迎えた。寝ずに朝を迎えてしまった。僕は今までの人生でこんなに何か一つのことに熱中できたことなんてなかったように思える。

　あと、曲のアップロードに必要なものは何か。何だろう。背景に使うイラストとかだな。流石さすがにイラストは自分では描けないから、どうするか今日のうちに考えておかなければ。この曲で数万再生いかなければならないから。さて、学校へ行く準備しよう。




　朝、いつものように凜が迎えに来る。

「伊織、……最近明らかに寝不足だよね？」

「うん、今日はね、寝てない」

　前を歩いている生徒のカバンに『丘音クレ』のキーホルダーがついているのが見える。

　何だか少し目が覚めた。

「小学校の時とか、やたら寝てない自慢する人いたよね！　『俺、四時間しか寝てねえ』『いやいや、俺なんて二時間しか寝てないぜ？』みたいな。あれ何なんだろね？」

「僕もそうだったよ……気づいたら自じ慢まんしていたんだ……たまに噓もついたよ……」

「面めん倒どうな子！」

　凜は手でバツを作った。

「そういう病気なのかもしれない。少年が多くかかる、短たん時じ間かん睡すい眠みん自じ慢まん症しよう候こう群ぐん」

「それって、睡眠時間の少なさをアピールして誰かに心配してほしいの？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど……。心配とかじゃないんだよねそれ。何かさ、寝てないやつが勝ちみたいな風ふう潮ちようがあるんだよね」

「でも実際は寝てる人の方が健康的で強いでしょ！」

　凜は、左手を腰に当て右手の人さし指で天をさした。

「そうなんだけどさ。何なんだろ」

「伊織。そういえば最近、愛ちゃんとどうなの？」

「ちょっと話題急きゆう変へんしすぎじゃない？　流れおかしいでしょ」

「全く流れに逆さからってないよ。むしろ自然！」

「産さん卵らん期きの鮭さけかってくらい流れに逆らってた」

「そういうの何か上手いこと言ったなとか思ってんの？　産卵期の鮭とか何なの？　イクラ何でもそれは無いでしょ！」

「そんなこと口がサケても言いませんよ」

　沈黙が訪れた。何か僕がスベったみたいになってて嫌なんだが。

「あ、そうだ。凜。この前の曲、できたよ」

「できたよって、全部できたの？　歌詞も？」

「うん。歌詞もできたし、『丘音クレ』も入れて完成したよ」

「すごいぞ！」

　凜は例のＧＯＯＤのポーズをした。

「あとは動画にしてアップロードするだけだ」

「動画にするって簡単に言うけどそんなすぐに作れるもんなの？　ていうかどういう動画作るの。例えばアニメだとかさ」

「アニメは無理だから、一枚絵でいこうかと思ってる。イラストが一枚あって、それで曲が流れているような状態みたいな」

　僕らは大きい道路に差しかかった。この道路を渡って五分くらい歩けば学校がある。

　凜と僕はそこで信号待ちをしていた。と、そこへ、左から水無瀬が来た。

　どこかで見たシチュエーションが、再び。

「あ、おはよ……」水無瀬は僕らに挨拶した。

「おはよ、水無瀬」

「……おはよ！」

　僕と凜は挨拶を返す。ここで、信号が青へと変わった。

「あ、ごめん。私用事あるから先行くね～」

　そう言うと水無瀬は走っていってしまった。ゆるふわ黒髪と短いスカートを揺らしながら。……行ってしまった。

　水無瀬はやっぱり僕ら二人を避けているのではないのか。気のせいだと思いたいけど。

　僕は凜に聞いてみた。

「一体全体、どうなってるの」

「どうもしてないよ」凜は答えた。またこの返答だ。

　僕は何か引っかかるものがあった。「どうもしてないよ」？

　改めて考えてみると、もし本当にどうもしてないのなら、「何でだろ……分からない！」みたいなこと言って手でバツを作りそうなものだ。「どうもしてないよ」という言葉から、凜は何かを知っているような気がした。

　でも、この前、凜が水無瀬と喋しやべっていたのを見た時は別に普通だったしな。

　そして、僕と水無瀬はそこまで険けん悪あくでもないはずだ。ということは、三人になるとダメなのかな。三人揃そろうと、水無瀬にとって何か不都合なことでもあるのだろうか。

〝不都合なこと〟があるとしたら、それはやっぱり小学六年の十月に水無瀬が僕らから離れていったことと関係があるんだと思う。何があったのか。




「その一枚絵って、どうやって見つけんの？」

　凜は指さし確認するかのように僕の顔を指さしてきて、そう言った。

「急にさっきの話の続きかよ！　……ちなみに見つけ方は知らん」




　そうこうしているうちに学校に着いた。有名なボカロＰは、専せん属ぞく絵え師しがいたり専せん属ぞく動どう画が師しがいたりするのだろう。専属絵師や専属動画師がいない人って、どうやって動画作ってるんだ？　謎だ。こういう時は、家に帰ってネットで検索しよう。インターネット最高。これが青春ドラマとかだったら、ライバルだった意外な人物が自分のために絵を描いてくれるとか、皆で力を合わせて一つの絵を完成させるとかドラマチックな展開が訪れるのかもしれないが、そんなのは訪れる気配が全く無い。

　ふと教室を見わたすと、黒髪ゆるふわ美少女水無瀬と、バンドマン風イケメンテツオが楽しく会話している様子が目に入ってくる。目に入ってくるというか、すぐ近くで話をしている。とても楽しそうだ。悔くやしい。僕も頑がん張ばらなければ。
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　そうして学校が終わった。

　家に帰り、パソコンを開く。色々と調べてみると、答えはすぐに出てきた。「ボカロ曲はあるけどイラストが無くてアップロードできない状況」には、『PIAPARA』というサイトを使うといいらしい。そのサイトは、ボカロ動画を作る際に使えるイラストが豊ほう富ふにアップロードされているサイトであった。

　僕は早さつ速そくその中で目に止まったイラストを選んでダウンロード。パソコンに最初から入ってたムービー作成ソフトを初めて起動し、そこで曲と先さき程ほどダウンロードしたイラストを合わせてみた。そのまま出力。




　動画が完成した。

　動画が完成してしまった。

　何かもっと苦労するものかと思ったら、案外簡単にできてしまった。『PIAPARA』の存在は、僕みたいな周りに絵師さんがいない状況に適てきしすぎている。作り手に優しい文化だ。あとはアップロードするだけ。

　ついに、ついに、僕はここまで来た。

　何だか感かん慨がい深ぶかい。ここまで来るのは長い道のりだった。

　もちろん投とう稿こう先は、ボカロ発はつ祥しようの地、『ニコニコ動画』である。水みず愛あいＰや鉄てつ男おおＰもここで育ったんだ。そこに僕も小さな一歩を踏み出す。

　僕の作ったこの曲が『ニコニコ動画』にアップロードされれば、そこから全世界に発信されるということになる。いわば、僕インザワールド。僕インザワールドです。

　二回言ってしまったね。

　さて、投稿画面のところまで来たわけだが、肝かん心じんのタイトルを決めていないことに気づく。何となく決めた仮タイトルはあるけど。どうしよう。皆が聞いてくれるタイトルにした方がいいのかな。うっかりクリックしてくれそうなタイトルにするか。

　うっかりクリックしてくれるってどんなんだろ。下しもネタかな。いや、やめよう。

『平成のたかし君』とかどうだろう。シュールすぎかな。誰なんだよ。たかし君は。

　……仮タイトルのままでいいか。

　決まりました。

　仮タイトルをそのまま使いまして、『さよなら、粉こな雪ゆき。』にします。

　クサい感じが最高だろう。我ながら「、」「。」がクサさに拍はく車しやをかけていてイイ。

　ここまできたんだと思うと、何だか本格的に緊きん張ちようしてきた。全世界に発信か……。

　あ、そうだ。Ｐ名を考えなきゃいけないんだった。リスナー側がＰ名をつけてくれるというのも聞いたことがあるけど、僕なんかに誰もＰ名なんてつけてくれなさそうだから、自分で名乗ってしまいたい。水み無な瀬せ愛あい→水愛Ｐみたいな感じで、伊い勢せ伊い織おり→伊い伊いＰにしよう。伊伊Ｐです。こんにちは。これでいいよね。はやくアップしよう。

　ここをクリックすれば『さよなら、粉雪。』は『ニコニコ動画』にアップロードされる。

　つまり僕のボカロ曲は世界へと羽ばたいていく。

　僕はアップロードボタンを押した。その先にある僕インザワールドを夢見て。

　アップロード完了！




　とりあえず『ニコニコ動画』に無事アップロードできたようだ。

　ここは、一旦、寝よう。僕はもう眠さが限界だった。
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　僕が気がついた時には既すでに深夜になっていた。目が覚めてＰＣ画面を見てみる。

　そこでは、『さよなら、粉雪。』という曲が二八〇〇再生くらいになっていた。

　さっきアップしたにしては、この数値はおかしくないか。すごいことになった。




「夢」で思い出したけど、僕は、「夢」から目覚めることができる能力がある。

　僕は幼稚園時代、「いのちをだいじに！　いのちをだいじに！」と叫びながら全裸でネギを炒いためるという悪夢を幾いく度どとなく繰り返し見てきた。なぜかネギを炒めるのをやめることはできない。そのネギの悪夢は、毎晩僕に襲いかかってきた。僕は、なすすべもなく、全裸で毎晩ネギを炒め続けるしかなかった。

　一ヶ月ほど全裸でネギを炒め続けたある日、夢の中で、「またこの夢か」と思える瞬しゆん間かんが来た。あまりに「全裸でネギを炒め続ける夢」を意識した現実の日々によって、ついに「ネギを炒め続ける世界」の中で「ネギを炒め続ける世界」を客きやつ観かん視しすることが可能になったのだ。

　そこで僕は持っていたフライパンで思いっきり自分の頭を殴なぐった。すると、目が覚めた。その夢の世界から、自ら抜け出すことができるようになったのである。

　僕が自分の夢に打ち勝つことができた瞬間だった。

　それ以降、僕は「夢」から抜け出せるようになった。夢の中で「これは夢なんじゃないか」と思うたびに、右手にフライパンが現れる。そして、僕は自分の頭をそれで殴る。

　すると夢から覚めている。悪い夢も良い夢も、これで一発で覚めてしまう。問題なのは、良い夢を見ている真っ最中でも「夢じゃないのかこれは」と思った直後には右手にフライパンが現れ、僕はそれで自じ爆ばくし、現実の世界で目が覚めてしまうことだ。

　さっきから、僕の右手にはフライパンが現れている。つまり、この二八〇〇再生というのは……




　目が覚めた。既に深夜になっていた。

　――――夢オチ!?

　どこから夢だったんだ。ＰＣを見てみると、『さよなら、粉雪。』があった。よかった。

　アップロードしたところまでは現実だったらしい。今、右手にはフライパンは無い。

　どうやらここは現実のようだ。

『さよなら、粉雪。』の再生数は、「２」だった。

「２」。

「２」!?

　もうアップロードしてから数時間は経たっている。最初はこんなもんなのかな？　

　ほんとに数万再生いくのかこれは!?!?

　……だめだ。とりあえず今日はもう風呂に入って寝よう。明日に、明日に期待しよう。
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　翌朝、目が覚めるやいなや、僕はＰＣをつけ、再生数を確認した。もしかしたら、もしかしたら何らかの奇き跡せきが起こっているかもしれないと、そう思ったからだった。

「さよなら、粉雪。」、再生数は、

「３」。

　昨日から一人増えただけだ。一人か。でも、こんなもんなのかな。でも今日土曜日だし、明日は日曜だから増えるかな……。

　……っていうか、この１増えてるのって、自分が今再生した分じゃねえか！　昨日から何も変わってないじゃん!!

　心残りな要素を残したまま水無瀬と別れる未来が見えてきたよ。




　そしていつものように凜りんが迎えに来た。僕はまだ全然準備をしていない。

「学校へ行く準備（ショートカットｖｅｒ．）」を使って急いで外へ出た。このショートカットｖｅｒ．は、起きてから外に出るまでの行為を「制服に着替える」のみに制限する究きゆう極きよくの技である。というか、何で土曜日も普通に学校あるんだよ。そこが間違ってる。

「伊織、今日髪かみ型がたヤバいでしょ！　実験失敗した博士みたいになってるけど！　寝ぐせくらい直したらどうなの」

　いきなり凜に怒ど鳴なられた。いや、本人的には普通に喋しやべってるつもりかもしれないが。

「何でアニメとかに出てくる博士って絶対フラスコ持ってんだろうね。絶対持ってない？　フラスコ」

「知らんわ」

　僕は凜に、例のボカロ曲をアップロードしたことを伝えた。

「おお！　おつかれ！　やっと終わったね！」凜は言う。

　お馴な染じみのＧＯＯＤのポーズも炸さく裂れつした。凜の笑顔。何だか久しぶりな気もする。

　そうでもないか。でも笑顔はいいものだ。特に女の子は、最終的には顔の造ぞう形けいよりも愛あい想そがいいかどうかみたいなところはある。笑顔は重要。

「確かにやっと終わったけど、僕は色んな意味で終わったよ」

「まだ始まったばっかじゃんか。諦あきらめるの早すぎ！」

「全然再生数が伸びないんだよ」

「そんなの当たり前じゃん。ボカロ曲なんて星の数ほどアップロードされてるんだよ。そんな中で多くの人達にたくさん聴いてもらうには、クオリティとか何か突とつ出しゆつしたものがないと厳きびしいでしょ！」

「頑がん張ばったのになあ……」

「それはしょうがない。むしろこの短期間で曲が完成したことが結構すごいことなんじゃないの？」

　もう僕はダメかもしれない。何を言われても心に響ひびかない。僕の心に響くのは水無瀬のあの笑顔だけなのかもしれない。あの、ゆるふわ黒髪……。

　……水無瀬が日本を離れるまでにはまだ少し時間がある。笑って水無瀬を見送りたい。

　そのために、ベストを尽くそう。次の曲を作る。




　そうこうしてるうちに学校に着いた。学校にいる間も僕は、何だかんだ『さよなら、粉雪。』のことが気になっていた。
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　授業が終わり学校から飛び出し、家に着くとすぐに、僕はＰＣをつけた。ネットの世界は何が起こるか分からないから、もしかしたら奇跡的なサムシングもあるんじゃないかと期待している僕がいた。

『さよなら、粉雪。』の再生数は、

「８３１」であった。

　何があった。

　一体何があったんだ。コメントもやけに伸びている。もしかして、うちの学校みたいに昼休み校内放送とかでボカロ曲を流す学校があってそれを聴いた人達が感動しその人達の五時間目がたまたまＰＣを使う授業でそこで皆が僕の曲を聴いたのか？

　そんなわけないか。ネットという世界の中でこの曲が如い何かにして再生数を上げたのか、皆かい目もく見けん当とうもつかない。でも、嬉うれしい。これで僕もボカロＰの仲間入りか。

　とりあえず『さよなら、粉雪。』を再生してみる。ここでコメントを見てみましょう。




「尻しり滅めつ裂れつカタルシスのパクリ」

「尻滅裂カタルシス乙」

「尻滅裂じゃんｗｗｗ」

「ぎゃぷいちＰのこと、汚さないでください」

「似すぎワロタ」

「もうＰ名、『パクリＰ』でいいんじゃね？」

「そこまで似てねえよ」

「これがいい曲なんだからそれでいいじゃん」

「何かに似てたって別にイイだろ」

「粗あら探さがししすぎ。これが良曲であることには変わりない」
















　………………。




　――――!?!?!?!?!?




　……尻滅裂カタルシスって何だよ！　何だこの珍ちん妙みような言葉は。

　コメント欄らんで闘いが起こってるんだけど。

　とりあえず、『さよなら、粉雪。』は『尻滅裂カタルシス』に似てるらしい。それをパクリだと叩たたく人と、擁よう護ごする人が出てきて論ろん争そうっぽくなっているみたいだ。

　……うん。っていうか、ぎゃぷいちＰってのは誰なんだ。どんな名前なんだよ。

　何にせよまずは、『尻滅裂カタルシス』を聴いてみたい。色んな意味で気になる。尻が滅裂してカタルシスが訪れるのだろうか？　どうかしてるとしか思えない。

「ぎゃぷいちＰ」って書いてあるから、恐おそらくボカロ曲なんだろう。検索してみる。

　それはすぐに出てきた。早速聴いてみることにする。

　……ああ。

　アカン。最初からメロディーラインが完全に一いつ致ちしてる。……勘かん弁べんしてくれ……。

　こんなことってあるもんなのか。何で一致してるんだこれ。僕の違う人格の部分が無意識下で、ぎゃぷいちＰとして活動してたのか!?

　めっちゃ「尻滅裂カタルシスなんて聴いたことない!!」って主張したい。コメント欄での闘いに参加したい。でも、ネットの世界ではそういうことを言ったら新たな火ひ種だねになることくらいは分かっている。

　僕は長年オンラインゲームをしてきて、その中で某ぼう掲示板に僕のプライベートなプリクラを晒さらされたことがあった。その時、「本人がそこに書き込まない方がイイ」ということを嫌というほど学んだ。本人が反応するから荒れるのである。

　ネットでは「スルースキル」が本当に大事になってくる。オンラインは基本匿とく名めいゆえに人を叩きやすい環境にある。だから現実世界以上に、叩いたり叩かれたりがあるものだと思っている。だからここは我が慢まんする時。あの時の経験を活いかす時なんだ。

　あの時……仲間だと思っていた「夜よ露ろ死し子こ運うん子こ」さんに僕のプリクラをあげなければよかった。ネットで知り合った人にプライベートを晒すことがそもそもいけなかった。

　っていうか「夜露死子運子」って何だよ。クソ！　どんな名前してんだよ！

　……ここは、もう、開き直って、どんな形であれ再生数が伸びたから良しとしよう。

　炎上商法のようだが、もうこれで良し。プラス思考でいこう。伸びて良かったと。

『尻滅裂カタルシス』は数年前の曲だし、再生数的にも、今となってはマニア以外は知らない領りよう域いきの曲なんだと思う。無名の僕の曲を投稿直後から聴いてくれる人なんてのはボカロマニアの類たぐいだろうから、その聴いてくれた人達の中でこういうマニアックな曲が挙げられていても納得がいく。

　そういえばコメントの中には、純粋にイイ曲だと言ってくれている人もいた。似てたってしょうがないと言ってくれている人もいた。こういう人達もいるんだと少し救われた気持ちにもなる。

　でも、思っていたより伸びて良しとは言えるが、この動画をこのままほっといて、最初の目的である「数万再生のすごい曲」が達成できるのかと言われたら、恐らく無理だろう。

　時間は多くは残されていない。そして僕はまだ諦めていない。はやく次の曲を作ろう。

　今回曲を作ってみて、何とか完成までの道みち筋すじが見えた。次はピアノだけじゃなくてバンドサウンドっぽい曲を作ろう。僕の好きな『散さん々ざんオールしたーズ』みたいな曲を作ってみたい。ああいう、人の心を打つサウンドを作りたい。何だかんだピアノだけよりも、バンドサウンドの方が伸びそうな気もするし。

　水無瀬が日本から離れるまでにはまだ少し時間があるんだ。リベンジしよう。
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　と、気合いを入れてから数時間が経った。全まつたくと言っていいほどやり方が分からない。

　バンドってドラム、ベース、ギターでいけるよね？　でもギターが何をどうやって弾ひいてるのか全く分からない。というかドラムのフレーズも分からない。

　仮に分かったとしても、打ち込み方がよく分からない。

　結局何もできず、その日は僕は寝たのだった。日曜日になっても何となく「やろう！」とは思うが、結局やり方が分からなかったから、ダラダラと過ごしてしまった。
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　気が付くと週が明けていた。月曜日の昼休み。いつものようにぼっち飯めしを、いや、幽ゆう玄げんの箱はこ庭にわで羽を休めていると、

「伊織」

　と、何だか聞き慣れた声がした。振り返りたいような、振り返りたくないような、そんな気持ちだった。でも僕はどこか本能的に振り返っていた。

　そこにはゆるふわ黒髪の女の子がいた。話しかけられてしまった。水無瀬に。

僕は返事をする。

「やあ水無瀬、僕は今、見ての通り、幽玄の箱庭で羽を休めているところなんだ」

「何言ってんの？」

　川かわ端ばたの真ま似ねしてスベった僕は誰を責せめたらいいだろう。

「伊織は今何してんの？」

「ぼっちで飯を食っているところに『何してんの』は、精神的にくるものがあるよ」

「そうだね……」

「そんなに哀あわれまないでほしい。頼むから」

　少し哀かなしそうな顔になる水無瀬も最高だ。まぁどんな表情でも最高だけど。

「ああ～。マカロン食べたい」

「いまだにマカロン食べてたのか。水無瀬は」

「伊織が何でマカロンのこと嫌いなのかが分からないよー。何でなの？」

「何でって言われてもな……」

「マカロン嫌いな人はね～、人生の六〇％損そんしてるんだよ」

　水無瀬がお菓子の話をする時は相変わらず楽しそうにしゃべる。

「人生の六〇％がマカロンとか、逆にそれどんな人生送ってるんだよ……。水無瀬はいつも何か楽しそうだよね。お菓子の話になると。そう言えば小学校の時もマカロン持ってきて食べてたけど。小学校の時とか違い反はんだからねそういうの」

「えへへ～」

「何か、昔と変わらないね」

「伊織もねー」

「まぁでも、水無瀬が昔と変わったところってのは実際結構あるんじゃないかな。例えば、……ボカ」

　いや、だめだろ。ナチュラルにボカロとか言うところだった。ここは、なるべくボカロの話を避けないと。ここまで来たのに何考えてるんだ僕。危ない。

「え、伊織、今何か言った～？」

「……防火システムの話だよ。防火」

「何で急に防火？」

「ほら、小学校の時救きゆう助じよ袋ぶくろみたいなのあったじゃん？　あれを思い出してさ。この教室には無いじゃん？」

「確かに無いねー。私が聞こえたのは防火じゃなくてボカ……」

「あーまぁ、そういえばアレ、水無瀬はホラ、小学校の時何かホラ、アレだったよね」

「アレって何なの？」

　水無瀬が髪を揺ゆらす。辺りに水無瀬の髪のイイ匂いが漂ただよった。僕はさりげなく深呼吸した。少しでも多くの水無瀬成分を体内に取り入れようとしている自分が嫌になる。

「でも僕はね、久しぶりに会えてこうして話ができてめっちゃ嬉うれしいと思うよ！」

「うん！　私もそう思う。だからさ、お互い積もる話もあるじゃん～？　今日の放課後お茶しに行こうよ」

「ええ……!?」

「ボカロの話とかもしたいし～」




　一瞬、時が止まったかのような気がした。静止画の世界が垣かい間ま見えた。

　これはマズイぞ。ボカロの話メインでお茶するだと。お茶するって何か言い方古いけど要はカフェに行こうとかそういうアレでしょ。シチュエーションとしてはデートみたいで最高すぎるけど、内容としては最悪すぎる。ヤバい。

　お茶したい気持ちは山々だけど、ここは断るしかないような気がする。

「ぼ、僕ね、今日はね、委員会があるかもしれんですよ。委員会が。だから後日にしよ？」

「伊織～、委員会入ってないでしょ」

「あ、そうだそうだ。僕、勘かん違ちがいしてたハハハ。入ってなかったね」

「ねえ～、ダメなの？」

　……ああ、ダメだ。何だその上うわ目めづかいは。もう僕はダメかもしれない。

「いいよ！　行こう！」

「やった～！　じゃあ今日の帰り一緒に帰ろ！」

　最高だ。水無瀬と一緒に帰れる。そしてカフェだって。人じん生せい最さい高こう潮ちようか。そして同時にもうダメだ。色々終わった。でも僕は水無瀬とのお茶を選んだ。そりゃもう行くでしょ。

　しょうがない。あぁ、でもマズイな……。ここまで頑張ってきたのに……。

　一体僕はどうなってしまうんだろうか。
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　学校が終わり、二人は他た愛あいのない話をしながらカフェへ。この間、ボカロの話題は出なかった。何だかんだ、このまま終わるような気さえした。このまま終わってくれればどんだけ素す晴ばらしいことか。

　そしてカフェに着いた。水無瀬は僕の正面に座る。直視できない。

　僕は女性とカフェるなんて初めてだ。いや、女性とっていうか、カフェに来たことが一度もなかった。水無瀬は早速、何だかよく分からない商品名を長々と店員に伝えている。僕はカフェにおける商品の頼み方が一いつ切さい分からない。













　何なんだあの複ふく雑ざつなメニューは。初心者に優しくなさすぎる。僕は適当に目についた商品を頼んだ。サイズを聞かれたがよく分からなかったので水無瀬と同じやつにした。

　そして席に着く。とりあえず最初が肝心だ。無難な会話から話を逸そらし、その逸らした話で安定させるんだ。まずは天気だ。困った時は自然現象の話で何とかなるって、昔お母さんが言ってた。

「今日もいい天気だな」

「曇くもってるけど……」

「僕の心は晴れてるからさ」

「あ、そうなんだ……」

「………………」

「………………」

　何だこれ。僕の発言完全にクレイジーじゃないか。酷ひどすぎる。

　気まずさを燃ねん料りように走る車があったなら、僕は地の果てまで行っていただろう。

「そうそう、水無瀬は中学時代何してたの？」

「特に部活やったりしてなかったんだ～。あ、でも家で音楽作ったりとかしてたよっ」

　音楽を作る？　これはヤベエ。

「そうか！　そうね！　僕はパソコン部に入ってたりしたよ。パソコン部ね。パソコンの話しようパソコンの話」

「いいよ～パソコンの話。最近ベース音おん源げん立ち上げるとＤＡＷがめっちゃ落ちるのね。元々重いやつなんだけどさ。だからパソコン買い換えたいな～て思ってるんだよね」

「…………音源？」

「そうそう、ボカロ入れる前段階のねー、既にオケを作ってる時点で割とパソコンがギリギリな感じになるわけ」

　水無瀬は楽しそうだ。しかしそれは危険なやつだ。ボカロの話はだめなんだ。

　それだけは全力で回かい避ひしなければならない。迅じん速そくな話わ題だい転てん換かんが求められる。

「そうか！　そうね！　ところで水無瀬は何頼んだの？　その飲み物」

「ヘーゼルナッツバニラアーモンドキャラメルホイップキャラメルソースチョコレートクリームフラペチーノ」

「え？」

「ヘーゼルナッツバニラアーモンドキャラメルホイップキャラメルソースチョコレートクリームフラペチーノだってば～」

「適当に言ってるんじゃなくて？　キャラメルとか二回言ってるじゃん」

「キャラメルホイップとキャラメルソースは違うんだよー」

「あ、そうなの。すいませんでした」

「メタルを思い出すよね～。カタカナを見るとさ」

　それは末まつ期きだ。

「私、最近はね、ヤメロットとかガマン・セイとかナイトティッシュとかにハマってる」

「その怪あやしい単語は一体何なの」

「メタルのバンドの話ー」

「へ、へえ……」

「メタルを作る時の話だけど、私は打ち込みなのねギター」

「うんうん」

　ついに曲を作る時の話になってしまった。どこまで耐たえられるのだろうか僕は。

「伊織はギターはどうしてるの～？　打ち込み？　それとも弾いてるのー？」

「……打ち込みかな！」

「おおお、打ち込み派かっ！　じゃあ私と一緒だね！」

「一緒一緒」

「私が使ってるギター音源はね～、ベロシティが80以下だとブリッジミュートになるんだよね」

　何なんだ……。ブリッジ何とかってのは……。

「う、うん」

「刻きざみはブリッジミュートじゃないとって感じじゃん～？　やっぱメタルはさ」

「そうね、うん」

「打ち込みギターは、ベロシティとかピッチベンドとかそういうのを駆く使しして如い何かに本当に弾いているように聴かせるかっていうとこあるよねっ」

　マジで何言ってんだ。でもここでは、知ったかぶりを極きわめなければならない。

「わかるわかる」

「わかるでしょ～？」

「うんうん」

　これはヤバい。何もかも分からない。同意だけで最後まで駆け抜けることができるのだろうか。でも今の僕にはそれしかできない。

「でも何だかんだ、打ち込みで細こまかく設定するより直接弾いて録音できたらすごい楽なのになあと思うよねー」水無瀬は言う。

「うん」

「で、伊織はＤＡＷソフトは何使ってるのー？」

「……お？」

「ボカロやってるってことはＤＴＭでしょ～？　もしかしてＭＴＲ？　どっち？」

「最初の方……前者だよ」

「まぁＤＴＭだよねっ」

「と、当然ですよね……」

「ＤＡＷソフトは～？」

「そうね……それは……」

「え、ソネー？」

「そうそうそれそれソネー！　ソネー！」

「伊織もソネー使ってるんだねっ！　私も使ってるんだよソネー！」

「な、なかなかいいよな、ソネー」

「ソネーは、最初から入ってるアンプシミュレーターが周りではめっちゃイイって言われてるんだけどさ～、ＨＴ２」

　何なんだ「ソネー」って……。もう僕は限界が見えてきたよ。でもここはもう粘ねばるしかないんだ。もう振り返ることはできない。

「いいよねそれ、僕もよくそれ使ってるよ」

「あれ～、伊織、さっきギターは打ち込みって言ってなかった？」

　ヤバい。

「!?!?　……あぁうん。そうそうそれそれ」

「え、じゃあ伊織はＨＴ２を何に使ってるのっ？」

「………………」




　もう終わった。何かしくじったみたいだ。ここで僕の人生は……

「……あ、でも、伊織が打ち込み派でもそっか。普通にプラグインエフェクトとして使えるか。なるほど」

　助かった。何でか知らないけど。プラグイン何とか、ありがとう。

　はやく、はやく話題を変えなくては。

「じゃあそろそろ僕は天気の話がしたいけど」

「いやいや、まだ音楽の話をしようよっ。せっかく久しぶりに会って、しかも共通の趣しゆ味みがあるんだよ～？　めっちゃ嬉しいもん」

　この笑顔を僕は裏切っているんだ。誰も傷つかない結末は果たしてあるのだろうか。

「伊織はさ～、ベース音源は何使ってるのー？」

「………………」

「ねえねえ～、ベース音源はー」

「ソネーかな……？」

「いや～、今ベース音源の話をしてるんだけどー」

「………………」

「聞いてるの～？」

「うん、聞いてるけど……」

「あのさ～、もしかして伊織は」

「水無瀬、ごめん」

「………………」

「ごめん、僕は数万再生いったボカロＰじゃないんだ」

「………………」

「そんな有名な感じのボカロＰじゃない。あれは、僕がつい言ってしまった噓うそなんだ」

「……やっぱり噓だったの……」

「で、でも一応ボカロ曲もね、アップロードして……」

「何か途中からおかしいと思ってたんだよね」

「ごめん……」

「何かさ～、せっかく久しぶりに会えてさ、同じボカロっていう趣味を持ってるって知って、めっちゃテンション上がってたのに」

「うん、ごめんとしか言えない……」

「ボカロとかＤＴＭだとかその辺の話題で楽しく盛り上がろうと思ってたのにな。そういうのやってる人って、そこまで多くないからさ」

「………………」

「だから伊織が数万再生いってるとかさ、その辺のこと聞いてすごく嬉しかったんだ」

「………………」

「ほんとにがっかりした」

「ごめん」

「今日はそろそろ何か暗くなってきたし、帰ろっか」

「うん」

　僕達二人はカフェを出た。水無瀬が先に口を開いた。

「じゃあね」

　水無瀬は先に帰っていった。このカフェから家に帰る道は、二人とも途中まで同じだ。

　水無瀬もそれは知っている。だからこそ一人で帰ったんだろう。そう考えるとつらくなってきた。途中まで一緒に帰れる流れだったのにな。

　ほんとに、何であんなこと言ったんだろう僕は。よく分からない見み栄え張って。

　水無瀬の「すごく嬉しかった」を一気に奪うばってしまったんだ。本当に悲しい。

　そしてこのまま水無瀬はヨーロッパに行くんだろうな。本当に、後あと味あじ悪い感じになっちゃった。最悪のケースじゃないか。こんな険けん悪あくな状態のまま、「好きでした」とか言えないし、ボカロの噓もバレた。今までありがとう水無瀬。僕にできることはもうない。

　皆で秘密基地で遊んでた時は楽しかったな。もう二度と、あの時は戻ってこないんだ。




　……僕にできることは本当に何もないだろうか。

「我々に、できないことなんて、ない！」

　……って言ってたよな皆で。そうだよな。できないことなんてないんだよな。

　でも今さら数万再生の曲を作ろうが、噓は噓だ。万が一、ほぼ素人しろうとの僕が作った曲が数万再生いくとしても、それは多分際きわどいネタに走ったり、有名曲をパクったり、良くない形で炎上した時なんだろうと思う。今回のパクリ騒そう動どうで僕はそう思った。

　今からそういう曲を作って数万再生いったとしても、水無瀬は何とも思わないだろう。

　僕にできるのは、水無瀬が日本を離れる前に、彼女の心に響ひびく曲を作ることだと思う。

　今までみたいに再生数がどうとかいうのを目標にして曲を作るんじゃなく、僕の本気をぶつけるような、水無瀬の心に響く曲を作るんだ。僕の本当の気持ちを伝えるような曲を作る。そしてそれを聴かせたい。水無瀬がヨーロッパに行ってしまう前に。

　全力で曲を作ることが、せめてもの償つぐないになると信じる。全力で曲を作って、その上で、水無瀬に想おもいを伝えたい。もう最後なんだ。思い残すことは無いようにしたい。

　もう水無瀬には会えないかもしれない。悔くいの無いように生きる。時間は無い。

　僕は家に向かって走り出した。




　かつて、僕はピアノを習っていた。それは小学校に入学したのと同じくらいに始めたものだった。そこから中学一年の時までやっていたから、それなりに弾けるようにはなっていたと思う。

　やめた理由は、その中学一年の時の発表会にある。当時ピアノを弾くのは嫌いじゃなかったし、というかむしろ好きだったくらいで、練習もちゃんと毎日やっていた。

　ちなみに水無瀬は小学校卒業と同時にこのピアノ教室をやめてしまっていた。

　僕はそのまま中学に入っても続けていた。

　小学校の頃は「ゲームをやるためにはピアノを練習しなければならない」という家のルールがあって、渋しぶ々しぶピアノの練習をしていたものだった。高学年になる頃にはそのルールのおかげもあって実際結構弾けるようになっていて、僕の中でピアノは楽しいものへと変わっていた。特に楽しいと思えたのは、六年生の時の水無瀬との連れん弾だんだったなと今になって思う。

　中学に入ってもそのピアノの楽しさは続いていて、もちろん練習もしていた。

　その中一の時の発表会に向けての準備はそれなりにできていたと言える。演えん奏そうするのはリストの『ラ・カンパネラ』という、高こう難なん度どと言われている曲だった。

　練習を重かさね、何とか聴かせられるレベルには仕上げていたつもりだった。でも、その中一の時の発表会が僕を変えてしまった。正直そのあたりのことは今でもあまり思い出したくない。

　そしてその時から今日に至るまで、僕はピアノを全く弾いていない。ピアノもそうだし、何かの楽がつ器きを積極的に弾いたりすることも避けてきた。だから、マウスでポチポチと音おん符ぷを打ち込むのは本当に都合が良かった。鍵けん盤ばんとかを「弾いてる」というよりは完全に「打ち込んでる」という感じで。

　ピアノや鍵盤を弾いて録音するとかだったら、曲が作れていた自信はなかった。

　なので、音楽を本気で奏かなでることにまだ少し抵抗があるのは否定できない。でも今はそんなこと言ってられない。水無瀬がヨーロッパに行ってしまう。

　かと言って、気合いとか気持ちだけで曲が作れるようになるわけではない。僕には知らないことがあまりにも多すぎる。『さよなら、粉雪。』に続くボカロ二曲目は、バンドサウンド系の曲を作るというビジョンがある。僕の好きな『散さん々ざんオールしたーズ』のような、心に響くポップでロックなサウンドを作りたい。よって、僕はテツオにまた色々教えてもらいたいと思っていた。バンドサウンド系の曲なら、彼の得意分野だろう。僕は家に着くやいなや、彼に電話をかけた。僕がそのことを頼むと快かい諾だくしてくれた。

　早さつ速そく、僕はテツオの家へと向かう。
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　僕はテツオの部屋に到とう着ちやくした。テツオは言う。

「ところで、伊い織おりが教えて欲しい部分ってのは、具体的にどういうところなんだ？」

「バンドサウンドの曲の作り方です」

「随ずい分ぶん大おお雑ざつ把ぱなところだね。俺だって完かん璧ぺきに知り尽くしてるわけじゃないから力になれるかどうか……。で、それのどのあたり？」

「全ぜん般ぱん」

「具体的にはどのあたりなんだ？」

「全般ですね」

「一からってことか？」

「うん」

「………………」

「バンドサウンドっていうのは、どういう楽器を使うんですかね？」僕は質問した。

　僕が有名ボカロＰだと噓をついたあの場にテツオはいたけれど、流石さすがにもう僕が初しよ心しん者しやだってことはバレてるだろう。何しろ質問が初しよ歩ほ的てきすぎる。僕は続けた。

「僕はね、ドラムとギターがあることは分かってるよ」

「うん。まぁ歌番組とか見てると、バンドってのは大体、ギター持ってる人とドラムの人がいるからな。あとボーカルだな」

「あとはベースがいるよね多分」

「いるな。『ギター持ってる人』の中の一人がベースだったりする。基本、バンドサウンドって言ったらドラム、ベース、ギターがいれば何とかなると思うぜ」

「なるほど」

「伊織はボカロ曲に関して色々聞きたいとか言ってたよな。ということは、歌モノを作りたいってことでいいのか？」

「歌モノって？」

「え？　そこからかよ。歌が入ってる曲ってことだな」

「うん。それそれ。それね。それでいこう」

　誰が見ても僕は初心者丸出しだろう。

「歌モノでいくっていうのなら、ドラム、ベース、ギター、ボーカルの四つがあれば何とかなるな」

「わかった。じゃあその四つで」

「楽器は決まったけど、『バンドサウンド』と言ってもそれは色々あるわけだろ。やたらポップなのだってあれば激しめのパンクロックがあったりもする。伊織はどういうのを作りたいんだ？」

「僕的には、ポップなロックがいいな」

「なるほど。『ポップなロック』」

「『散々オールしたーズ』みたいな感じのものを作りたい」

「ああ……。俺はそういうの聴かないから、ちょっとイメージできないな……」

「おいおい。テツオは『散々』、聴かないのかよ。どんな哀かなしい世界に生きてるんだ」

「まぁ、とりあえずリズムの感じが分かればいいぜ。どんなリズムのを作りたいのか、具体的に言ってみて」

「ドッタッドドタシャーンタッドドタッドッタッドドタシャーンタッドドタッドッタッドドタシャーンタッドドタッドッタッドドタシャーンタッドドタッみたいな感じがいい」

「……………………」テツオは黙った。

「ドッタッ」

「あのさ、伊織」

「はい」

「……伊織、素晴らしい!!」

「素晴らしいのかよ!!」

「具体的すぎてイイ。っていうか、もうそれドラムだいぶ分かってるよ」

「これで分かってんの？　感覚で適当に言ってみただけだけど」

「いい感覚すぎる」

　何だか知らないが褒ほめられてしまった。ちなみに、僕は褒められて伸びるタイプだ。

「で、僕はこれをドラムとして打ち込めばいいの？」

「そうそう。伊織が今言った『ドッタッドドタシャーン』をそのまま打ち込めばいい」

「え、そんな漠ばく然ぜんとしたのをどうやって？」

「いや、それは実は漠然としていないんだ。伊織君が『ドッ』と言っていた部分がバスドラムなのね。ドラムセットで言うと、ドラマーが足で踏んでるところ。『タ』って言ってた部分がスネア。小こ太だい鼓こみたいなやつ。『シャーン』はクラッシュシンバル」

「なるほどなるほど」

「このパソコンで今のを打ち込んでみるから見てて。まずテンポを合わせて、打ち込んでいく」




　　　　　＊




　ドッタッドドタシャーンタッドドタッドッタッドドタシャーンタッドドタッドッタッドドタシャーンタッドドタッドッタッドドタシャーンタッドドタッ

　テツオの部屋にドラムの音が鳴なり響いた。この騒そう音おんが何らかの神しん仏ぶつ的てきな存在の怒りを買い、罰ばちとか当たったりしたらどうしようと心配になる。

「伊織はドラムとかやってたのか？」テツオは言う。

「いや。やってないよ」

「リズム感いいよな。ピアノはやってたんだよな？」

「そうだね」

「なるほど。俺は勝手に、ピアノやってたやつは何でもできそうなイメージを持ってる。楽譜も読めるし、音とかリズムも分かってるだろうしさ。俺はギターからのアプローチしかできないから、具体的にドミソとかで言われると逆に分かんないな」

「『逆に分かんない』のか。ドミソとかレファラが分からなくても曲が作れるってことなの？」

「まあな。ギターはドレミファソラシドであんま考えない気がするよな」

「マジかよ。ドレミファソラシド無しで曲を紡つむいでいく様子が全く想像できないな……。どういう感じなの」

「どういう感じと言われても口で説明するのは難しいから続きはＷＥＢでだな」

「ＷＥＢがあるの？」

「何となく言ってみただけだから追つい及きゆうするな」

　テツオがその長い前髪をかきあげる。何かがキマった瞬間だったのだろうか。

　もしかして、「続きはＷＥＢで」というのは本人的には割と面白いギャグとして言っていたのか。だとすると少し可か哀わい相そうな人だ。

「要するに、僕は今みたいにイメージを作ってそれを打ち込んでいければ何とかなるってことでいいんだよね」

「何とかはなると思うぜ。あとはベースとかギターが曲の中でどういう働きをするかってところだな」

「なるほど」

「今日はもう遅いから、ベースとギターはまた今度だな」

「ところでさ、今思ったんだけど、テツオは何でボカロとかやってんの？　寺でボカロってどういうこと？」

「寺でボカロ曲作ってても別にいいだろ。うち、親父おやじが厳きびしくてさ、パソコンとかインターネットとか禁じられてたんだよ。何か知らんけど、やってはいけないみたいになってた。禁止されてるとなるとめっちゃやりたくなるもので、夜中に隠れてこっそりネットとかやってた。この家に一台だけパソコンがあってさ。そこでとにかく『ニコニコ動画』を観てたんだよな。とにかく観てた。俺が高校生になってやっとパソコンが解禁されて、自分の部屋にもパソコンが来て、今は好きなだけできるんだけど。その『ニコニコ動画』ばっか観てた時代にさ、ボカロ知ったんだ」

「なるほど。そこで何で作ろうと思ったの？　ボカロ曲」

「何ていうか、モテたかったんだよな」

　意外な答えで笑った。テツオは続ける。

「堅かた苦くるしいこの寺という空間で育ったことへの反はん抗こう心しんもあるかもしれないけど、やっぱり、ギターとかボカロとかやってるのって『モテたい』からなんだよ」

「素直でいいと思うよ」

　表向きはクールなイケメンなのに裏では『モテたい』一いつ心しんで音楽をやっているなんて、意外と煩ぼん悩のうに苛さいなまれていて好感が持てた。

「じゃあ、テツオ先生、明日またここに来ますね」

　僕は自然に明日の約束も取り付けようとする。

「あのさ、伊織……明日とかっていくら何でも急すぎるだろ。それ本気で言ってるのか？」

「ああ、僕はいつだって本気だ」

「来てもいいぜ」

「決断はや！」




　次の日になる。今日は火曜日だ。僕は昨日テツオの家から帰ってすぐにドラムのフレーズ打ち込み作業に没ぼつ頭とうし、同時に曲の全体構成を練ねり、一応曲の最後までドラムだけは打ち込み終わっていた。あとはギターとかベースとか歌だとかを入れる過程で微び調ちよう整せいすれば何とかなりそうだ。




　今日も学校が終わり、一旦家に帰って私服に着替え、ノートＰＣを持ってテツオの家に行く。僕は呼び鈴りんを押し、寺っぽいゾーンを通過し、テツオの部屋に着いた。

　テツオも私服だった。やはり僕なんかより私服のセンスもイイ。

　僕は引きこもりみたいな服しか持ってないけど、テツオは雑誌から抜け出てきたようなイケメンなコーデでキメてきていた。僕みたいなのに会うのでもこんな気合い入ってるんだったら、デートの時なんかは一体どんなヤバい格好で来るんだろうと思った。

　テツオの部屋、二日目。

「伊織、これマジで伊織が打ち込んだの？」

「そうだけど……」

「すごいね、これは」

「そうなのかな」

「初めて打ち込んだとは思えないドラムだよ」

「それはどうも」

「ドラムは大体これでいいとして、次はベースを入れていくのがいいと思うぜ」

「やベーッスね」

　今のは言わなくて良かったやつだ。僕は場の空気でそれを理解する。

「伊織、ベースってのはどういう楽器かわかるか？」

「低い音を出す楽器かな」

「そんな感じ。ベースの音を入れるにはまずコード決めないとだ」

「あ、そうか。じゃあ決めよう。ルーズリーフに書くね」

　ルーズリーフを五ご線せん譜ふに見立てながら、僕は適当に（頭の中で既き存ぞんの曲を「参考」にはしながら）コード進行を決めた。




　　　　　＊




「できました、テツオ先生」

「強いね、伊織は本当に」

「何が？」

「やっぱピアノをやってただけあるな。恐おそらく真しん剣けんにやっていたよな？」

「まあね……。ピアノを一時間弾ひかなければゲームを三〇分やらせてもらえなかったからそれは必死になるよ」

「なるほど……」

　当時の僕はピアノ練習一時間をこなすことでゲーム三〇分プレイが可能になっていた。

　今思えば還かん元げん率りつが極めて悪い。ゲームの時間無制限な友達が本当に羨うらやましかった。

　テツオは続ける。

「次は、その伊織が決めたコードに沿そってベースを打ち込んでいくぞ。ピアノで言うところの左手がそのままベースになるイメージで。細かく言ったらピアノとは違うだろうけど。大まかにはそんな感じで」




　　　　　＊




「そうそう、そういう風に打ち込みまくっていく感じだぜ」

「ここで音おん符ぷの長さとかも変えられるんだね」

「そうだな。ベースは同じ間かん隔かくで鳴らすだけじゃつまらないからその辺もしっかり」

「じゃあ……こういう感じで、時に短く切ったりしながらノリを出していけばいいのね」

「飲み込みが実に早いな。流石伊織だよ」

　気がつけばもう夜の九時になっていた。頑張ったな僕。テツオは続ける。

「多分ベースはもう俺が教えなくても、あとは伊織のセンスで試し行こう錯さく誤ごしていけばいけると思う」

「あとは内うち輪わの者だけで何とかします」

「センスとウチワをかけた高度なギャグか!?」

「どうもありがとうございましたテツオ先生」

「……やっぱり伊織は下した地じがあるから違うな。あ、そのギャグの話じゃなくて、音楽の話ね。何でピアノやめたんだ。勿もつ体たいないな」

「まぁ色々とね、あるんだ。その辺はどうでもいいんだよ。で、ドラムとベースが終わったら次はギター？」

「そうだね。ギター……。伊織の得意分野から言って、ピアノを入れる方がいいかも。でも両方入れるのもアリ」

「ピアノを入れよう。ピアノだったら、さっき決めたコードに沿って僕が適てき当とうにピアノフレーズをポチポチ打ち込んでいけば何とかなりそうな気がする」

「もう後は伊織に任せて大丈夫そうだな。お疲れ様」

「うん、わざわざありがとう」




　やっぱりテツオはイイやつだ。ここまで教えてもらえれば、あとは自分で何とかできそうだ。残りの楽器を入れてメロディーを入れて歌詞を入れれば……完成だ。




　水み無な瀬せのヨーロッパ引っ越しが五月終わりにあるのだとして、このまま僕の作った曲が完成しなければ、気まずいまま別れることになる。でももう水無瀬と会うこともないだろうから、別にこのまま逃げ切ることも可能だと思う。

　でも本当にそれでいいのだろうか。逆に、もう最後だからこそ、僕はベストを尽くすべきだ。絶対に僕が作った本気の曲を五月終わりまでに仕上げる。

　そして僕の想いを伝えるんだ。時間が無い。やるぞ。




　早速、夜ではあったが作業の続きを再開した。

　ピアノをどんどん入れていこうと思う。が、本気でピアノを打ち込もうとすればするほど、どんどん打ち込めなくなっていく僕がそこにはいた。

　僕自身その原因は分かっていたのだけれど、そのことについては考えたくはなかった。




　　　　　＊




　そして、金曜日になった。どうやら明日は休みらしい。学校に来なければならない土曜日と来なくてもいい土曜日の違いがいまだにわからない。偶ぐう数すう奇き数すうなのか？

　身体からだで覚えていくしかないのだろうか。しかし友達がいなさすぎて誰にも聞けない。先生に聞くなんてもっと無理だ。

　そして、「もう打ち込み終わったと思っていたドラムやベースを聴き直すと、そのたびにまた色々変えたくなってしまう病」にかかったみたいで、細かいところは洗せん練れんされていくような気がするけどなかなか前に進めなかった。

　ちょっと気き分ぶん転てん換かんしたい。普通の高校生だったら、気分転換と言えば何をするんだろう。ゲーセンでプリクラとか撮るのだろうか。最近のプリクラは誰なのか分からなくなるくらいまで加工されてしまうから、被ひ写しや体たいは最も早はや誰でもいいんじゃないかとさえ思えてくる。どこまで進化するのだろうか。二〇年後のプリクラとか見てみたい。




　そんなことを考えながら校内を歩いていると、僕は図書室の前に立っていた。やはり行きつく先は本なのか。よく考えたら、学校内で一番面白い場所って図書室なんじゃないのかな。特に読みたい本もないけど、何か発見があるかもしれない。

　僕は図書室に入る。この、図書室独どく特とくの香かおりがたまらない。小学生の時は読書の鬼だったから、面談とかでは「もっと外で遊びましょう」って常つねに先生に言われていた。

　休み時間なんだから何したっていいじゃないかと思う。

「外で遊びましょう」と先生に無理矢理外に出された僕は、今度は外でずっと本を読んでいたらしい。何ともひねくれている。この話は中学に入ってすぐだったかに、お母さんから聞いた話だ。その時のお母さんの呆あきれた顔が忘れられない。




　図書室の中には、僕ともう一人の生徒と図書室の先生（何て呼ぶのかが分からない）の三人しかいないようだ。図書室だとか図書館は、人が少なければ少ないほど快かい適てきだ。

　時間帯もあるのかもしれないが、それなりの進学校なんだし、もっと人が来てもいいとは思う。いや、やっぱ来なくていいな。

　と、ここで気づいてしまった。……その「もう一人の生徒」は何だか知っている人のようだ。長めのツインテール、ニーハイ。よく知っている人だ。川かわ端ばただ。

　そういえば川端は図書委員だったな。だから何かその関係で図書室によくいるのかもしれない。ついでに凜りんも図書委員だったような気がするけど、ちゃんとやってるのだろうか。凜は昔からずっとサッカーをやっていたから、高校でも女子サッカー部とかに入るかと思っていた。でもまだそういうところに入る予定も無さそうだ。

　体育係やってるのは置いといて、凜がちゃんと所属しているところと言ったら図書委員会くらいか。何でそんなところに属しているのか不思議だ。不思議と言ったら失礼か。

　凜と図書室。何だか不思議な組み合わせだ。




　とりあえず、僕は川端に話しかけた。川端との会話は、最初の摑つかみが大切だ。

「遊びは……もう終わりにしようぜ、川端」

「貴様、いつから其そ処こに」

　後ろから話しかけた僕に対して川端は振り返りもしない。何かの本を読み続けている。

　どんな時であっても急な振りに焦あせらず対応できる。川端の真しん骨こつ頂ちようだ。僕は続ける。

「邪じや悪あくな血を纏まといし復讐者アヴエンジヤー……、とうとう見つけた」

「その声は……、〝狐きつねの末まつ裔えい〟」

　もういいや。

「いや、伊い勢せ伊織だけど」

「何の用だい、〝伊勢伊織〟」

「特に用事はないんだ」

「分かりました」

　川端は相変わらずだ。意味があるのか分からない懐かい中ちゆう時ど計けいも健けん在ざいだ。

「伊勢くんはまだ、曲を作ってるんですか？」

　急にまともな質問が来た。

「うん、まさに作ってるところなんだ」

「どうですか、詞の方は？」

「まだ作詞の段階にも入ってないんだけどね」

「曲から先に作るタイプでしたもんね。伊勢くんは」

「そうなんだよね。どっちがやりやすいかは分からないんだけど」

「私は詞に重点を置きたいタイプですね」

「僕なんかは曲を聴く時、歌詞なんて割とどうでもいいタイプだな」

「そのあたりは人それぞれですね」

　川端は読んでいた本を机に置いた。

「イイ歌詞ってのはどんなのなんだろうな」

「良い歌詞と言うのは……、聴き手に感情移入させるようなものでしょうかね」

「そうなの？　……まぁそれはそうか」

「フラれた時に今の自分と似たような心しん境きようの歌詞に心を打たれてそれがイイ曲に聴こえるみたいな、そんな感じです」

　なるほど。確かに『この曲まさに今の僕のことを歌っている』みたいな感動の仕方はある。川端は続ける。

「だから多くの人が共感してくれるような歌詞が売れるわけです」

「別に売れなくてもいいんだけど」

「まぁ、そうですね」

「でも多くの人が共感してくれるっていうのも悪くないな」

「その共感してくれる人達の中に、自分の想っている人なんかいたら最高じゃないですか？」

「……想っている人？」

「深い意味はありませんよ」

　川端は少し笑った。

「何かを……知っているのか」

「一切知りませんよ」

「多くの人が共感してくれる歌詞か……。難しいな」

「伊勢くんは多くの人と感情を共に分かち合えない部分がありますからね」

「それって遠まわしに何か馬鹿にしてるよね？」

「あまり状況を限定しすぎないことが、多くの人に共感させる上では重要なところはありますね」

　なるほど。聴き手が上手いことその状況に自分を重ね合わせてくれるためには、あまり状況を限定してはいけないんだな。

「逆に限定された状況ってどういう歌詞なの？」僕は言う。

「例えば今、外は雨が降っていますけど、『雨降る四月の図書室で』なんて限定して言ってしまったら自分を重ね合わせにくくなってしまうじゃないですか」

「自分を重ね合わせるっていう観点から言えば、確かにそうだね」

「……って、雨が降ってるんですか？」

　川端は再度窓の外を見た。一〇〇人に聞いたら一二〇人が「雨う天てんですね」と答える程度には雨が降っていた。

「……私……傘かさ持ってきてないんですが……」

「今日は夜にかけてどんどん強くなっていくタイプの雨らしいからね。あと風も強くなってくらしい。悪天候の極きわみだな。どんまい。なるべく早いうちに帰った方がいいよ」

「帰りましょう」

「え？　あ、そう」

「だから今日は図書室にあまり人がいないんですね……迂う闊かつでした」

　川端は机の上に置いた本をカバンに仕舞った。それは何だか難しそうな英語の本で、本当にそれを読みたくて読んでいたのかは不明だ。そういう難しい本を読んでいる自分が好きなのかもしれない。

「傘はどうすんの？」

「伊勢くんの傘に入れてもらいます」

「ちょっと。それってその俗に言う相あい合あい傘がさというアレの、そのそういうアレに」

「お願いします」

「は、はい」




　と、いうことで僕は川端との相合傘イベントを遂すい行こうすることとなった。男女二人で同じ傘に入るなんて経験はしたことがない。相手は川端なのにこんなに緊きん張ちようしてしまう自分が情けない。

　そうして僕らは一つの傘に入りながら歩き始めた。友達に見られたくはないな、と思ったが、友達がいなかったのでその点は問題がなかった。

「私が傘持ちます」川端は言った。

「え、あ、そう。どうぞ」

「伊勢くんが持ってると私が濡ぬれてしまうので」

「まるで僕が濡れてもいいみたいなそういう」

「私が傘を忘れてしまった以上、それは仕方ないことです」

　まぁ……そうなのかな……。仕方ないことなんだな。

　って、別に仕方なくないだろ。どんな超理論なんだ。

「で、僕はどこまで送っていけばいいのかなこれは」

「駅まで送っていってくれませんか？」

「別にいいけど」

「ありがとうございます」

　お礼はきちんと言えるんだな。まともな人ではあるみたいだ。

　そこで川端は何かを確認するかのように懐中時計を見つめた。

　時間を確認しているようには見えない。何なんだ。

　そして、身長の低い川端が傘を持っているせいで前が見づらすぎる。相合傘というのは非常にハイレベルなものなんだな。覚えておこう。僕は川端に話しかける。

「電車から降りたらその駅から家まではどうするの？」

「自宅は駅からすぐのところにあるので走って何とかします」

「なるほどね」

　ところでさっきから風がとても強いわけだが、それが何だかとても気まずい。僕は紳しん士しだから、なるべく川端の方を見ないという配はい慮りよを徹てつ底ていする……つもりだった。

　でもそこで、

「あっ」

　という川端の声がした。僕はつい、そっちを見てしまった。

　彼女は右手で僕の傘を、左手でカバンを持っていたから、風で捲まくれ上がったそれを押さえることができなかった。そこには、今まで無表情を貫つらぬいてきた川端が見せたとても恥ずかしそうな表情と、崩くずれた絶ぜつ対たい領りよう域いきと、ピンク色の刹せつ那ながあった。

　顔が赤くなってしまった川端に気づかないフリをすることが、今僕にできる精せい一いつ杯ぱいの優しさだった。普段クールな川端が恥ずかしがっているそのギャップ、本当にイイ。

「見ました？」

「決して何も見えてないです。決して」

「い、伊勢くんは今現在も曲を作ってるって言いましたよね？」

　この急な話題の振り方と、まだ動どう揺ようしてる感じ。……それはまるで別人のようだ。

　普段無表情な川端が、隠しきれない恥ずかしさを表に出してきている。たまらない。

「うん、作ってるよ。まさに今現在。そして若じやつ干かん急いでる」

「急ぎの用事ですか」

「そうなんだよね。と言うのも、水無瀬がもうすぐいなくなっちゃうから、その前にどうしても曲を完成させなければいけないんだ」

「水無瀬さんがですか」

「うん」

「水無瀬さんのために曲を作るということですか」

「まぁ…、そんな感じになる」

「伊勢くんも男らしいところあるんですね。水無瀬さんのことが好きなんですか？」

　風が、絶対領域のバランスをリアルタイムで崩していく。

「い、いや、好きとか、そういうアレじゃないんじゃないかな、うん」

「大体察さつしました」

「今日は特に風が強いな」

「ごまかさないでください」

　川端の襟えりについているカッコいいチェーンも、風で飛ばされんばかりに揺ゆれていた。

「伊勢くんが先程言っていた、作詞は大丈夫なんですか？」

「川端は僕を心配してくれてるの？」

「そ、そういうわけじゃないですけど」

「大丈夫っていうわけでもない。でも、作詞を手伝ってもらっちゃうとさ、それって川端の言葉になってしまうよね。その気持ちは嬉うれしいのだけど」

「そういう考え方もありますね」

「今回の曲の歌詞は、自分の言葉で紡つむいでいきたいところがあるんだ」

「顔に似合わず、クサいこと言いますね……かっこいいですよ」

「何か微び妙みように褒ほめてないよね」

　駅が近づいてきた。強風で川端のツインテールが、ムチのように激しく揺れた。

　強風＋ツインテール。場合によっては凶きよう器きにも成り得るのではないか。ツインテールの不ふ法ほう所しよ持じで捕まる未来が来てもおかしくない。

「じゃあそろそろ……伊勢くん、今日はありがとうございました」

「気をつけてね、風に」

「………………」

「じゃあ、また明日」

「では、伊勢くんもお気をつけて。曲、頑張ってください。応援しています」

「うん、ありがとう」

　離れていく川端の後ろ姿を見ながら、僕は今日の風の強さに思いを馳はせていた。強風もたまには悪くない。

　作詞は、「自分でやる」と言ってしまった以上、頑張らなければ。まだ作詞の段階にすらいってないけど。でも残された時間は多くはない。早速帰ってやろう。




　　　　　＊




　気がついたら週が明けていた。土日と作業に費ついやしていた。高校に入学してから一層引きこもりに拍はく車しやがかかった気がする。有ゆう意い義ぎな引きこもり行為だと自分に言い聞かせて生きていこう。また今日から学校だ。

　いつものように凜が迎えに来る。

「おはよう、伊織！」

「……うはよう」

「何か疲れてるね！　いつも疲れたような顔だけど。今日は特にヤバいでしょ！」

「今日はね……」

「『寝てない自じ慢まん』、くるか!?」

「自慢しにくくしてくれたね」

　凜は右手の親指を立ててＧＯＯＤのポーズをした。両手バージョンと片手バージョンがあるのは何なんだろう。両手の方が、よりＧＯＯＤなのかな。

「また曲作ってるの？」

「そうなんだよね。今度は本気で作ってる」

「前回は本気じゃなかったってこと？」

　凜は唇を尖とがらせる。

「いや、前回も本気だったよ。強しいて言えば本気度が違う」

「また、愛あいちゃんのために？」

「うん。前回はさ、自分でついた噓をごまかすために数万再生の曲を作るっていう感じだったんだけど、結局その噓もバレてさ。今回はそういう下くだらない数値にこだわるとかじゃなくて、彼女の心に響ひびくような、とにかく本気の曲を作るんだ」

「なるほど。でも伊織が、形はどうであれ、また音楽を本気でやり始めるなんてね……」

「そうだね」

「伊織が中一でピアノやめて、もうそこで音楽は終わりかと思ってたからさ。せっかく才能あるんだから何もしないのはやっぱもったいないよ！　だから今回こういう形でまた音楽をやり始めたってのは個人的には嬉しいとこ」

「うん」

「うちのお母さんも言ってたよ。伊織がピアノやめちゃって残念だったって！」

「…………」

　凜は真ま面じ目めなトーンで話を続ける。

「でもこの前、伊織が急に私の家に来たわけじゃん。お母さんめっちゃ驚いてたよ！」

「そりゃそうだろうね、何年ぶりだろ。あの家行くの」

「もう少しで三年とかそんな感じじゃないのかな」

「凜のお母さん、怒ったりしてなかった？」

　僕は恐おそる恐る聞いた。

「それはないよ。むしろ伊織が来てくれて喜んでる感じだったよ！」

「そっか……」

「別に気にしてないでしょ！　というか、あれはしょうがなかったと思う」

「この前会った時、僕は凜のお母さんに一言くらい謝あやまった方がよかったんじゃないかな」

「それはしなくていいでしょ！　誰が悪いとかじゃないしさ」

「…………」




　僕がピアノ教室をやめた理由は、中学一年の時のピアノの発表会にある。

　その発表会は、本来なら僕のお母さんも見に来てくれるはずだった。でもお母さんは心臓の病気で入院していて、その発表会に来ることはできなかった。

　毎年僕のピアノの発表会を楽しみにしてくれていたお母さんが今年は見に来れないということで、かなり寂さびしい気持ちで発表会に出ていた。発表会が終わったらその足で病院に行って、今日の報ほう告こくをするつもりだった。

　ちょうど自分の出番のあたりでお母さんが亡くなったと知ったのは、発表会が終わってからだった。発表会中であるということを気き遣づかい、母が亡くなったという連絡は僕にではなく、ピアノの先生である凜の母に届けられていた。

　発表会後に凜の母からそれを聞いた時、僕はその場に泣なき崩れるしかなかった。僕が発表会でピアノなんか弾いてないで病院に最初から行っていれば、お母さんの最さい期ごを看み取とることができたじゃないかとその時強く思ったのを記憶している。

　僕はその時からピアノを見るのも嫌になってしまった。ピアノ教室もそれに伴ともない行かなくなった。凜の母も僕の状況を察してくれて、特に連絡もなく急にピアノ教室に来なくなった僕を責めたりはしなかった。

　どう考えても、何も言わずにやめるのではなくて、凜の母に何らかの連絡を入れておけばよかったと思う。余裕が無かったとはいえ、本当に自分勝手だった。今、僕が凜に「謝った方がよかったんじゃないかな」と言ったのは、このことだ。

　僕はそれ以来ピアノを弾いたりすることもなくなった。

　そのことから、『さよなら、粉こな雪ゆき。』を作った時は、何だかんだ凜や川端に頼ってどこか他ひ人と事ごとのように作っていたところもあった。また、「ピアノを弾く」ことに抵てい抗こうがあった僕は、鍵けん盤ばんを使って作曲したり録音するようなこともせず、パソコンに向かってただマウスでポチポチと音おん符ぷを打ち込んでいただけだった。ピアノ曲である『さよなら、粉雪。』は本来なら、鍵盤を直接弾いて作曲したり録音する方法が僕にとってやりやすいはずだったんだけど。

　ピアノのせいで母親の最期を看取ることができなかったことが、結果的に僕を音楽から遠ざけた。何も考えずに聴いたりできたのは『散さん々ざんオールしたーズ』くらいだった。

　でも僕は、今作っている曲には思いっきりピアノを入れてベストを尽くしたいと思っている。

　ただ、本気でピアノを入れようとすればするほど、何だかだんだんその手が止まっていくんだ。




「やっぱり伊織はさ、センスあると思うんだよね！　『さよなら、粉雪。』を聴いて思ったけど、伊織の作曲のセンスはずば抜けてると思うんだ。やっぱりずっと弾いてたっていう経験が活いきてきてるんじゃないかな！」凜は言う。

「そうなのかな」

「そうだよ！　伊織は作曲始めて日が浅いわけだから、経験によって得られるような部分に関しては流石さすがにまだ足りないものが多いかもしれないけどさ。でもピアノに関してはきっと負けてないんじゃないかなって思うところはあるよ」

「あの時のピアノは無駄じゃなかったんだな」

「伊織は他の人に無いものをだいぶ持ってると思うよ！」

　凜は巨大な岩を持っているかのようなジェスチャーをした。僕はそんなもんをだいぶ持ってたりはしない。

「だからこそ、伊織はもっとちゃんとピアノ弾けるよねって思うわけ。この前の『さよなら、粉雪。』なんか聴くとさ」

「そうか……」

「発はつ想そうはすごくいいと思うんだけど、何か人間味が無いの。無表情な音符だけが打ち込まれてるような気がする」

　僕にもその自覚はある。確かにあれは無表情な音符しか打ち込んでない。パソコンでポチポチ何となく打ち込んだだけだ。凜は続ける。

「だからもっとちゃんとピアノを弾く感じでやればさ、伊織の本当の魅み力りよくが伝わるんじゃないかなって！」

「うん、でもね、鍵盤に向かうと色々なことを考えちゃうとこあるんだよ。そうそう簡単にできることでもないんだよね」

　センスはあるけど無表情な音楽だねということか。褒められてるんだか何だかわからない。でもそれは言い得て妙みようだというか、まさにその通りだ。センスがあるというところに関しては、自分ではまだ分からないが。

「昔本気で取り組んでいたピアノっていうのは相当なアドバンテージになるわけだから、伊織はそのあたりをめっちゃ出していかないともったいないよ！」

　それは確かに言えてる。本気の曲を作るためには、やっぱりそういうのは必要だ。

「伊織には色々な事情があるから、ただ『頑張れ』とは言えない部分もあるけど、また本気で音楽に取り組めるようになったらいいなって思うよ！」

　凜は両手の親指を立てるＧＯＯＤのポーズをした。

「僕もそう思うんだけどそう簡単にはいきそうもないね……」

「きっと来るよそのうち！」

「そうだといいけど。っていうか、凜、何かいつもありがとう」

「そ、そういう風にですね、急にお礼言われると困ります」

　凜が照てれ隠かくしモードに入ると、少し敬けい語ご調ちようになる。

「僕のこといつも心配してくれるし、あとは作曲とかボカロに関しても詳くわしかったよね？　……っていうか両方とも元々知ってたわけじゃないのにそんな詳しいのは何で？」

「いや、別にそれは……何でもいいじゃん！」

　凜は首を大きく左右に振った。ヘドバンとはまた違う方向性の動きを見せる。

「もしかして凜はやっぱりボカロ作曲経けい験けん者しやだったの？」

「それはないよ。まぁ……何ていうか、伊織が心配だったから……？」

「あ、そうなの」

「心配っていうか何ていうか、伊織をさ、助けてあげたいじゃないですか」

「ありがとう」

「助けてあげたいっていうかさ……何だか言葉にできないですが」

　凜の照れ隠し敬語モードは続く。敢あえてそこにツッコもうと思ったがやめておいた。

　僕が思っている以上に凜は僕のことを心配してくれていたんだ。何だか照れくさい。

「何でそんなに僕に良くしてくれるの」僕は言う。

　凜が一いつ瞬しゆん真面目な顔になったような気がした。そして何だか変な間まがあった。

「伊織が幸せだったらそれでいいかなと思うようになった」

「え？」

「何でもないです！」

　凜は天を仰あおいだ。凜はそのまま続けた。

「でもほら、そういうのじゃないです。そういうのじゃないです。私はどっちかというと女の子の方が好きなんですよ！」

　確かに小学校の頃から凜は女の子の方が好きとかずっと言ってたな。だからこそ僕と凜は、ある意味で淡たん泊ぱくな付き合いを続けていられるのかもしれない。




　そんなこんなで僕達は学校に着いた。




　学校にいる間も、次の曲のことを考えていた。凜の言う通り、ピアノを入れた方がいいとは思う。僕が得意な部分はやっぱりピアノだと思うから。

　今できているドラムとベースにピアノを入れて、そして後にボーカルを入れる感じでいこう。……ピアノ……か。ピアノは自分でも得意な方だと思うし、無表情なピアノはやめて、ちゃんと弾かなきゃ伝わらないものもあるだろうとは思う。それは十分に分かってるハズなんだけど。見えない何かがそこにあってそれが僕を邪じや魔ましているような、何だかそんな気がする。

　今は休み時間。この高校の教室には、廊ろう下か側がわにも窓がある。その窓の向こうで、凜と水無瀬が話している。僕は見ていないフリをしながらも何となくそっちを意識していた。二人は楽しそうに話している様子ではあったけど、どこか凜は遠えん慮りよがちにしているように見えた。

　ちなみに凜は、水無瀬に対して僕の話をほとんどしない。なぜかは分からないが昔からそうだ。だから僕が凜に色々と水無瀬の件を打ち明けても、凜がそれを水無瀬に話したりということはない。

　凜と水無瀬が話している様子を見て毎回思ってしまうことがある。僕ら三人で集まると変な感じになってしまうのはなぜだろうということだ。いまだによく分からない。

　水無瀬が小六の時僕らに対して「もうここには来ないから」と言い放ったことと関係があるんじゃないかとは思うけど。結局何も分からない。




　　　　　＊




　学校が終わり、帰宅した。

　何年ぶりかに、うちにあるピアノの前に座る。何となく鍵盤を押してみた。

　――――音が聞こえない。

　僕の耳は、ピアノの音さえも拒きよ絶ぜつするようになってしまったのだろうか。

　ピアノから離れたいと強く思うあまりに。

　……いや、電源が入ってない。これは電子ピアノだから電源入れないと鳴らないんだった。焦あせった。危ない。電源を入れる。そこで適てき当とうな曲を弾いてみる。

　弾けない。やっぱりだめだ。長年のブランクってのも確かにある。でも何だか心が入っていかない。何か弾けそうなビジョンはものすごく見えるんだけど。それ以上は無理だった。久しぶりに鍵盤に触ることはできた。触っただけって感じだけど。

　どうしたらいいんだ。弾きたいという気持ちだけはあるのに。何かが心の中でまだ解決していないんだろうか。

　でもこのままピアノの前に座っていたって何も解決はしない。水無瀬が遠くへ行ってしまう前に、本気の曲を作らないといけないんだ。

　僕は凜の家に行くことにする。凜が何か教えてくれるかもしれないと漠ばく然ぜんと思ったからだ。最近僕は色々と凜に頼りすぎだ。もう彼女は家に帰っているだろうか。

　凜の家に着いた。家が近いから一瞬で着いてしまう。どうやら凜は家にいるようだった。チャイムを押すと凜が出た。玄げん関かんの鍵かぎは開いてるから二階まで来てとのこと。僕は言われた通りにした。

　二階に上がると、部屋の中で凜が着替えているであろう空気が明らかに漂っていた。

　ここでうっかり部屋のドアを開けてしまってめっちゃ怒られるみたいなベタな展開もアリなのかもしれない。

　ここで大事なのは「うっかり」ドアを開けてしまうというところだ。更にベタな展開を予想するなら、物が飛んでくるかもしれない。

　何が飛んでくるか分からないから、そこは注意する必要が……

「何そんなとこで突っ立ってんの？」

　凜の声がした。

「あ、ごめん」

「もしかして覗のぞいてた？」

「全然」

「じゃあ何でドアの前で立ってんの？」

「凜が中で着替えてたから」

「何で着替えてること知ってんの！」

「いや、だってそれは……」

「最低！」

　凜は僕の顔を指さした。

「冤えん罪ざいだよ。これは」

「でもさ、伊織になら……見られてもいいかなって」

「え!?」

「思うわけないだろ！」

「すいません」

　いきなり覗き扱いを受けてとても損そんした気分だ。これだったら本当に覗いてた方が得したんじゃないか？　いや、そこは一人の人間としてダメだ。

　凜は、Ｔシャツにショートパンツという何だか夏みたいな格好をしていた。

「伊織。うちは予約制なんだからね。来るなら前日とかに予約してよ」

　凜は昔から予約という行為が大好きだ。何かを買う時も積極的に予約する。意外と根が繊せん細さいだから、「確定している未来」の安心感がたまらないんだろう。

　逆に、予約されるのも好きみたいだ。同じくそこに「確定している未来」があるからだろう。彼女は「確定している未来フェチ」と言える。

「で、今日はまた何か思うところがあってうちに来たんでしょ？」凜は言う。

「流石に付き合いが長いとそのへん分かってるね」

「で、どうしたの？」

「ピアノのことなんだけど、凜の言うとおり僕はピアノを弾くべきだとは思うんだよね。弾くべきだし、弾きたいと思ってるんだ。でも」

「弾けないからどうしたらいいかってこと？」

「そういうこと」

「弾きたくないって言うんだったら分かるけど、弾きたいけど弾けないっていうのはどうしたらいいんだろう。私にもよく分からないよ」

「でもまあ所しよ詮せん、ピアノだよな。そういう気持ちで取り組めば」

「伊織、所詮ピアノって何？」

「弾けないとか思っちゃうのって、何か僕がピアノをすごい大げさなものとして捉とらえちゃってる感じじゃん。言ってしまえば、たかが楽器、たかがピアノでしょ？　そう思えれば気が楽になって弾けるようになるんじゃないかな」

　凜の顔が引きつった。

「何でそういうこと言うの？　ずっと一いつ生しよう懸けん命めいやってきたじゃん！　小学校の頃、私とか愛ちゃんとかと皆でさ、一緒に頑張ってきたものじゃん！」

　凜は目に涙を浮かべていた。僕は言う。

「確かにそうなんだけど……、でもピアノとの距離感みたいなのも多少必要なんじゃないかな。『所詮、ピアノなんだし』って思ってさ、もっと適当に弾い……」

　次の瞬間、凜の平ひら手て打うちが僕の頰ほおに炸さく裂れつした。

　一瞬、何が起こったのか分からなかった。凜は泣いていた。

「どうして、伊織はそういうこと言うの？　『所詮ピアノ』だとか、『たかがピアノ』だとか。本気の曲を作りたいから、昔一生懸命やったピアノで、本気で想いを伝えたいとかそういう話なんでしょ？　適当に弾いたピアノで作った曲なんて、前の曲と何も変わらないじゃん！」













　僕は何も言えなかった。凜は続ける。

「本気の曲を作りたいとか言うなら、今の伊織にはピアノを適当に弾くとかいう選せん択たく肢しは有り得ないし、二度とそういう、『たかがピアノ』みたいなの言わないでほしい」

　確かにちょっと言い過ぎた。でも僕だって、ピアノを弾きたくないわけじゃない。

　僕は凜の部屋にあるアップライトピアノの前に座った。そこで適当な曲を弾いてみようとする。……僕の手は動かない。僕の手は動かなかった。

　そのまま五分くらい経っただろうか、凜の部屋のドアが開いた。

　そこには先生が、つまり凜のお母さんが立っていた。

「話は大体聞かせてもらったよ」

　先生は言った。年頃の娘の部屋の前で話を大体聞いてるっていうのも問題かもしれないが、この人になら聞かれていてもいいかなという気もする。いや、よくないか。

「今からちょっと伊織君のお母さんの話をしてもいいかな？」先生は言う。

「は、はい」

「ちょっと辛つらくなるかもしれないけど」

「もうその辺は大丈夫です」

「こんなこと言うのもアレだけど、伊織君は、ピアノのせいでお母さんの最期が看取れなかったみたいに思ってる節ふしがあってさ、心のどこかでピアノに恨うらみというか強い憎にくしみみたいなものを持っているよね？」

「…………」

　まさにその通りだった。でもここで、ピアノに恨みがあるなんて言えない。ピアノを教えてくれていた人に対して『ピアノに恨みがある』とは流石さすがに言えないだろう。

　先生は続ける。

「ピアノに対しての憎しみが募つのってさ、言い方は悪いけど、ピアノがお母さんを殺したくらいに思ってるところはあるんじゃないの？」

　そんなにハッキリと言われたことが無かったから、僕は驚おどろいた。確かにピアノがお母さんを直接殺したというわけではない。でも僕の中では、ピアノに対する気持ちはそれくらいだった。

「ちょっと言いすぎたかな。ごめんね」先生は言う。

「いや、いいんです」

「私は、伊織君のお母さんとね、すごく仲が良かったのよ」

「知ってました」

「伊織君のお母さんはね、伊織君のピアノの発表会を心から楽しみにしてた。多分伊織君が思ってる以上にね。伊織君のお母さんは、伊織君のピアノに元気をもらってたから」

「はい」

「『伊織のピアノは他の人を元気にすることができる。だから伊織にピアノをどんどん弾いて欲しいな』とも言ってたんだよ」

「………………」

「伊織君の成長を楽しみに見守っていたわけ」

　先生は真剣な表情になる。こんな表情を見るのは初めてだ。僕がピアノ教室に行っていた頃は、ただひたすら元気な人という印象だった。

「それは、そこまでだったとは、知らなかったです」僕は言った。

「ピアノが嫌いになって、ピアノのせいでお母さんが死んでしまったくらいに思っていただろう伊織君は、お母さんが亡くなってから私のことを避けるようになっちゃってたよね。だから今に至るまで何も言えなかったのよ」

「あれは避けるというか……。でもあの時は勝手にピアノ教室に行かなくなって本当にすみません」

「それはもういいのよ。仮にその時このことを言っていたとしても、『ピアノの話なんてしたくない』みたいな感じで多分受け入れられなかったと思う。でもあれから数年経った今なら、伊織君はそのお母さんの想いを受け止められるんじゃないかな」

　先生は、凜に似た目をしている。物事を真っすぐ捉えるような、澄すんだ目だ。

「僕が、その想いを受け止めるというのは……？」

「伊織君は、ピアノに対して強い憎しみみたいなものを持っていたわけでしょ。でも、伊織君のお母さんにとって伊織君のピアノは間違いなく彼女を元気づけ、彼女を生かしていたものだったんだよ」

「………………？」

　時が止まったような気がした。凜は一言も発さず真面目な顔で話を聞いている。

　凜の母は続けた。

「伊織君は、ピアノがお母さんを殺したくらいに勝手に思って憎んでいたわけでしょ。何度も言うようだけど伊織君のピアノはね、逆にお母さんを生かしていたっていうくらいのものだったんだよ」

「…………ありがとうございます」

　ありがとうございますくらいしか言えなかった。それ以外の言葉が思い浮かばなかった。そうか。でもそうなんだよな。僕のピアノでお母さんは元気づけられていたんだ。

　ピアノを恨むとかいう話じゃなくて、僕のピアノのおかげでお母さんは元気づけられていたんだ。そのピアノに対して僕は何で勝手に憎しみを抱いたりしていたのだろう。

　ピアノは、むしろお母さんを生かしていたんだ。

　僕の心の中でモヤモヤしていたものが晴れていくような気がした。

「ありがとうございます」

　僕は改めて言った。今なら、今なら、もうピアノが弾けそうだ。

　凜のお母さんだって、発表会のせいで母の最期を看取れなかった僕に対して、発表会を行っていた身として罪ざい悪あく感かんのようなものはあったかもしれない。

　亡くなった僕のお母さんの話をすることで、僕が色々と思い出して本当に辛くなってしまう可能性だって考えただろう。このあたりの話をすることのリスクはだいぶあったはずだ。でも凜のお母さんは、僕のためにこの話をしてくれたんだ。

「本当に、本当にありがとうございます」

　気がついたら僕はまたお礼を言っていた。




　そして僕は自宅に帰った。今ならピアノでも何でも弾けるような気がして、ピアノの前に座った。思いついた適当な曲を弾いてみる。

　――――音が出ない。

　僕は電子ピアノの電源を入れた。思いついた適当な曲を弾いてみる（二回目）。

　何年ものブランクはあったから本調子ではなかったけど、確かな手ごたえがそこにはあった。いける、と思った。僕はこのトラウマを克こく服ふくしたような気がした。

　母の言う「人を元気にさせる伊織のピアノ」で、僕が多くの人を元気にさせることこそが、母の望んでいたことなんだと今は思える。

　今作っている曲にピアノを入れて水無瀬を元気にしたいというわけではないが、僕のピアノにそれだけのパワーがあるのなら、そこから伝わるものも絶対にあるはずだ。

　しかし、その曲にピアノを入れるにしても、またマウスでポチポチ打ち込むんじゃ結局同じような感じで終わってしまうと思う。だから僕は、直接鍵盤を弾いて打ち込めるような、そんな形を模も索さくしたい。そういう打ち込み方もあるはずだ。

　ここはインターネット先生に聞いてみよう。




　調べてみると、うちの電子ピアノとパソコンを接続できるものがあるらしいことが分かった。それができれば、うちの電子ピアノで弾いたものがそのままパソコンの中に入力されていくみたいだ。直接弾いて録音する形が実現する。オーディオインターフェースというやつと、ケーブルがあれば接続できるらしい。早速電気屋へと走る。




　僕は電気屋でそれらの安いやつを買ってきた。そして繋つなげた。

　そうした上で電子ピアノを弾いてみると、ノートパソコン側からピアノの音が出た。

　これは面白い。パソコンの方で音ね色いろを変えれば、どんな音でも鳴る。これは、いける。




　　　　　＊




　そうして数日間ピアノを入れ続けた。ドラム・ベース・ピアノと楽器の部分は完成し、そしてメロディーもほとんどできあがった。それに伴ともなって歌詞も入れていた。

　今回はメロディーと歌詞をほぼ同時に作り上げていくスタイルだった。

　曲作りが進むにつれ、自分の構想が形になっていき、曲作りの面白さもどんどん感じるようになっていった。昔のピアノの感覚は結構戻ってきていた。

　しかしタイムリミットが迫せまってくる中で、どうしてもラスサビのメロディーが思い浮かばない。ちなみにラスサビとはラストのサビ、つまり最後にくるサビのことだ。

　最後のサビのメロディーは、いつものサビとちょっと違ったりするものだ。

　そのメロディーが思い浮かばないので、そこにハマる歌詞も当然思い浮かんでこない。

　困った時はインターネット先生に頼ってきたけど、こればっかりはネットじゃどうしようもない。こういう時は……凜だ。




　その日の学校が終わり、私服に着替えて凜の家へ行く。

　今朝、凜に僕が「とりあえず、できたところまで曲を聴いてほしいんだ」と言ったところ、「あぁ、じゃあせっかくだから川端ちゃんも呼ぼう」という展開になって、今日は凜の家に川端も来て三人でそれを聴くという大げさな鑑かん賞しよう会かいになってしまった。
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「では、今から伊い織おりの曲発表会を行いたいと思います！」凜りんが言った。

　凜は相変わらずＴシャツにミニスカートという夏みたいな格好をしていた。常とこ夏なつか。

「で、一ついいかな、凜。まだ僕の曲完成してないんだけど」

「え、そうなんだっけ！」

「だから今日は発表会的な名めい目もくではないよ」

「私は清きよ浦うらさんから、伊い勢せくんの新曲アルティメットお披ひ露ろ目め会かいがあるという風に聞いてきたのですが……」川かわ端ばたは言う。

　新曲アルティメットお披露目会って何だよ。

「……っていうか川端はそんな怪あやしい集つどいによく来たね、むしろ」

「伊勢くんの作る詞には非常に興味がありますから」

「川端。ハードル上げてくるね……」

「で、伊織は何しに来たんだっけ？」凜が言う。凜が微び妙みように座り直すたびに目のやり場に困る。あまり動かないでほしい。

「僕は今曲を作ってるんだけど、それの最後の方のメロディーと歌詞がどうしても思い浮かばないので、そのあたりに関して助言を頂きたいななんて思ったりしてます。そんな感じです。よろしくお願いします」

「承知致しました」川端がうなずいた。凜もそこで黙ってうなずいた。

「そういえば川端ちゃん、私今思ったんだけど、何か最近『薔ば薇らの末まつ裔えいである我が望みし楽園』的なこと言わなくなったよね！　やっぱネタ切れ？」

「そ、そんなことはありませんよ」

「新しいノートを使う時、最初だけはめっちゃ丁てい寧ねいに字を書いてるんだけどだんだんどうでもよくなってきて字が雑ざつになってくる現象みたいな？」

　凜は右手の人さし指を立てて左右に振っている。

「そ、そんなことはありませんって」

　言われてみれば確かにそういうの言わなくなってきてるな……。

「皆ちょっと。川端が自分のキャラを見失ってるとかそういうのは今いいから。それはそれで重要だけどさ、とりあえずその話どっか置いといて。今はさ、僕の」

「私はキャラを見失ってるというわけではありません」

「分かった分かった。見失ってないよ。川端は川端だよ。うん」

「私は私ではありません」

　僕は今、何か変なスイッチを押したような気がする。川端の目が何だか虚うつろになった。

　そういうモードに突入したようだ。どんなモードか知らんけど。

「私の中には一二の人格があります」

「……おぉ」思わず僕は声が出た。

「川端ちゃん、一二も人格あるの!?」

「凜はちょっと静かにしてくれ。素直に驚くな」

「いつも皆様と接しているのは、七番目の私です」

「うん。それは何番目でもいいからさ、ちょっと僕の曲を」

「伊織！　今川端ちゃんはどんな思いで私たちに打ち明けてくれてると思ってんの？」

　何だよこの展開。何で僕が凜に怒られてるんだ。

「僕はもうね、川端が八番目の人格でも九番目の人格でもいいんだよ」

「伊勢くん、それはどうしてですか」

「え？　……それは、まぁ、川端は……川端じゃないか。川端は川端だよ」

「……その通りだと思います。私は私ですから」

　おい、何かさっきと言ってること違うぞ。どっからツッコんでいいかわからないよ！

「で、伊織は何しに来たんだっけ？」凜は言う。

「僕は今曲を作ってるんだけど、それの最後の方のメロディーと……ってこれループしてるから。さっきも全く同じのあったよ。時間ループものじゃないんだよこれは」

「昔、昭和五八年の初しよ夏かを繰り返し続けるゲームが流は行やりましたね」

　川端が間かん髪はつ入いれずに喋り出した。このまま永遠にこの時間を繰り返しそうな気がしたので、僕は作った曲の再生ボタンをさっさと押した。

「じゃあ今から作ったやつを流すからね！　流すぞ！　聴いてね！」

　同時に歌詞も画面に出しておく。イントロが始まると、皆静かになってくれた。




　　　　　＊




　曲が終わった。凜が口を開いた。

「この曲、キモくない？」

「ちょっと待って。キモい??　僕の曲がキモいってこと??」

「私もそのように思いました」

　何だこれ。













「僕がほら、こういう風に一いつ生しよう懸けん命めい曲を作ってきてさ、ここで皆に聴かせて皆そこで感動して、残りのフレーズは皆の力を借りながら完成してさ。そして水み無な瀬せに聴かせて、そこで感動のエンディング！　みたいなそんな感じじゃないの？」

「いや、だってこれ何かマジでキモいよ歌詞とか！」

　ちょっと待って。ここ最近一生懸命曲を作っていた僕に対して、もうちょっと何かあるだろ。

「これは救いが無いと思います」川端も追い打ちをかけてくる。

「ねえ、もう少しフォローとか無いの？」

「世の中に『良いキモさ』と『悪いキモさ』があったとするならば、伊勢くんは『良いキモさ』に分ぶん類るいされるとは思います」

　そこに救いを全く見出せない。っていうか曲じゃなくて、僕自身がもうキモいことになってんじゃん！

「尋常じゃないよ、伊織！」凜も言う。ＧＯＯＤのポーズも炸さく裂れつしている。そこは別にＧＯＯＤじゃない。

「ねえ、僕はここまでめっちゃ頑張ってきた感あったじゃん？　真面目な展開だったじゃんここまで。何でもうこんなオチみたいな感じになっちゃってんの？」

「でももう伊織はこれでいいんじゃないかなとも思う！」

　いいの？　いいのかよ！　よくないよ！　凜は続ける。

「何ていうか、このキモさっていうのは、恐おそらく愛あいちゃんに対して日ひ頃ごろ思っている良く分からない感情が昇しよう華かしたものだと思うから、作品としてはこれで成立しているんだと思う。キモいけど！」

　凜の言い方だと、別に皮肉とかではなくて単純に褒ほめているようだ。

「作品としては……いいのか。それはどうもありがとう」

「あと、この曲のサビのコード進行、何なの？」

　凜は笑いながら言う。

「すごいところに気づくね……」

「川端ちゃんはこの曲聴いて、キモい以外の感想ある？」

　どんだけ酷ひどい聞き方なんだ。

「これは……ジャンルとしては『ヤンデレ』ですね」

　川端はなぜか探たん偵ていが推すい理りしてる時みたいなポーズを取っている。

「何それ。僕は何も意識しなかったけど、何かそういうやつがあるの？　ツンデレみたいな？」

「はい。ツンデレとは全然違うんですが、『ヤンデレ』は『病やんでしまうほど好き』と言ったらいいでしょうか。程度としては、危害を加えたり最悪殺したりするレベルで病的に相手のことが好きというような感じです」

　なるほど。でもちょっと僕にもそういう節が……。いや、無い。無いってことにしておこう。うん。

「伊織が恋愛とかしたら、相手に危害とか加えそうだよね。この詞を読む限り……」

「そうかな!?!?　そんな危険な歌詞??　これ」

「そうですね。特に『でもね全部私のモノ』とか『ずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとこのまま』は何かとても病んでてイイと思います」

　皆にそうやって言われてみて思う。確かに僕は危険人物かもしれない。

「『ずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっと好きだよ』とかもちょっと僕やりすぎたのかな？」

「でも、いいんじゃない？　伊織の病びよう的てきな一面が出てきてて。キモいけど！」

　凜がフォロー（？）してくる。

「伊勢くんと恋愛はしたくないです」川端は屈くつ託たくの無い笑顔を見せる。ツインテールも笑っていた。そんなニコニコしながら言われても……。

「ボロクソに言ってくれるね、君達」僕は言った。

「あ、でも、キモいとは思いますけど、作品としてはとてもイイと思っていますよ」

「私もそう思うよ！　伊織のこの曲はさ、何か当たり障さわりのない恋愛ソングよりはだいぶ聴きごたえある。キモいけど！」

　多分ここは喜んでいいとこなんだろう。喜ぼう。凜が続ける。

「それで、この曲のメロディーがまだ入っていないラスサビの部分を、私と川端ちゃんとあと伊織で考えていこうみたいな流れね！」

「そんな展開になってくれると僕は嬉しいよ。僕に助言してほしい」

「ラスサビに入る前のところが『ねえ逃げないで』なんだけど、伊織はこれどういう状況を設定したの？」

　我ながらヤバい歌詞である。そこは恋人を重く愛しすぎるあまり恋人が逃げ出そうとしてしまいそれを止めるようなそんなニュアンスのところだ。

「私たちはここから繋げていくというわけですね」川端も何だか楽しそうだ。

「ていうか伊織、これ主人公は女だよね！　これは何でなの？」

「『丘おか音ねクレ』が女ボーカルだから、そっちの方がいいかなって」

「一個前の雪がどうのこうのとかいう曲も女性視点だったから気にはなってたんだよね！　なるほど」

　凜はＧＯＯＤのポーズをした。今は別にＧＯＯＤなとこでもない。

「僕的にはラスサビのメロディーは同じフレーズを繰り返すような感じでいこうと思う。メロディー先でも作詞先でも、もう思いついた方から作っていっていいかなと思うよ」

「伊勢くんの作った、ラスサビに入る前の歌詞『ねえ逃げないで』。この後どうなっていくかが問題ですね。恋人が逃げようとするんですよね。恐らく」

「そうだね」

「恋人が逃げ切れたか逃げ切れなかったかっていう話ですよね……。私だったら逃げ切れなかったことにします」

「なるほど」

　確かに僕が主人公だったら逃げようとする恋人を逃がすわけない。絶対に逃がさない。

　でもこれを言うのもキモいから、自分の中にとどめておこう。

「恋人は男なんだよね？　主人公が女でさ」凜が真面目な顔で言う。

「さっきからそのへんこだわるね。凜は」

「主人公が女っていうところが、やっぱ何か不思議だなって」

「別に格別不思議じゃないでしょ」

「いや、でもやっぱ、自分の感情を赤せき裸ら々らに詞にするならさ、主人公は男であるべきなんじゃないの？　伊織が男である以上、そっちの方が何かと楽なんじゃないのかなって思って」

「何だろうね。まぁ、さっき『丘音クレが女だからだよ』って言ったけど、それ以上に、照てれ隠かくしの部分が大きいかな」

「照れ隠し？」

「うん。僕が主人公として女性を設定してそこに自己を投とう影えいすることで、フィクションっぽさを出したいんだよ。これはあくまで作られた話なんですよって。そうあらかじめ示しておくことで、僕がいくらキモいこと言っても、『この主人公の女の子が思ってることなので』っていう体ていにすることができる。そこで思いっきり僕が思ってることを発はつ散さんしたいんだ」

「ただ『女の子の方が好きだから』とか適当な返事すると思ったけど、私が思ったより深いこと考えてたんだね」凜は意外そうな顔をした。

「そうだよ。僕は常に深いこと考えてるからね。じゃあ話戻すよ。話戻すけど、川端の『この後逃げ切れない』案を採用したとするよね。それでそのままその恋人は逃げ切れなかったとする。その恋人は最終的にどうなる感じなの？」

「死にます」

　川端は言った。何とも言えない空気が漂ただよう。死ぬの!?　川端は続ける。

「それほど好きっていうことです。そこで主人公が恋人を殺すんです。そうすれば、その恋人が他の女になびくことはなくなるんですよ。そう、ずっと二人でいられるんです」

　うん。正直分かる。その気持ち。

「僕もね、それ、分かるよ。そういう恋愛がしてみたい」

「伊織……あんた本物だよ……っていうかしてみちゃダメでしょそれ！」

　主人公『私』は、恋人がどこにも行ってほしくなくて殺してしまう。そして『これでずっと一緒にいられるね』って呟つぶやく……みたいな感じか。個人的には最高だ。僕はこれを形にしていこう。

　凜が続けてツッコんでくる。

「ねえ、ほんとにこれでいくの？　『愛ちゃんのために伊織＋皆で力を合わせて作った曲が、愛ちゃんに感動を与えてハッピーエンド』みたいなコンセプトなわけでしょ？」

「僕は最初はそのつもりだったけど」

「そして伊織が愛ちゃんに秘めている恋心みたいなのもついでに歌に乗せて伝えたいっていうわけでしょ？」

「うん。まぁ、最初はそういう気持ちもあったんだけど、水無瀬への想いを歌詞にしていたらその愛ゆえにこの完全に病んだ曲が生まれたんだよね」

「そういう意味では伊織の『本気の曲』ってことね！」

「『本気で作った』っていうことが伝わればいい。本気で作れば、水無瀬の心に何かしらは響くはずなんだ」

「なるほど。伊織の本気さが伝わればいいわけね！」

「そう。再生数だとかそういう数値じゃなくて、僕の気持ちで勝負する。水無瀬を想う気持ちなら誰にも負けないつもりだから。この曲は確かにキモいテイストになってしまったかもしれないけど、ピアノを含めて僕の気持ちが本当にこもってるわけだから『本気の曲を聴かせる』という意味では十分に機能するはずだと思ってる」

　女主人公に仮か託たくすることで、ある種の虚きよ構こう性せいを生み出し、それ故ゆえに伸び伸びと自分の想いを詞にできるというシステムは僕にとって最高に都合が良かった。

「私はこういうのとても好きです。伊勢くんの心の歪ゆがんだ部分をさらけ出しているような気がして」川端は言う。

　僕はそういう類たぐいのやつは全部ポジティブに受け止めていこうと思う。川端は続ける。

「妄もう想そうの中でなら何をしても大丈夫なんです。『殺したいほど好き』という気持ちを前面に出していきましょう」

「そんな気持ちを前面に出していったら引かれるだろ」

「所詮フィクションなんです。妄想なんですよ。そもそも水無瀬さんがこれを聴いたとして、『あ、私のことを言ってる』なんて絶対思わないです。引かれるとか無いですよ。多分。だから思いっきりいけます。限界まで飛ばしましょう」

　こうしてヤンデレ曲のラスサビ部分に対する意見交換会が始まった。




　　　　　＊




　凜からはメロディー、川端からは詞に関する助言をそれぞれもらいながら、曲の最後の部分は完成。皆が挙げた案を僕が具体的に形にしていくというスタイルで。

「皆ありがとう。曲としてはこれで完成だ」

「やっとできたね！」凜が両手を天てん井じように向けて伸ばす。

　やっと完成した。

「ここまで来れたのは皆のおかげだよ。本当にありがとう」僕は言う。

「お疲れ様です。もう夜も遅いので、私はそろそろ帰りますね」川端は言った。

「あ、じゃあ僕も帰るよ。今日は皆本当にありがとう」

「伊織の検討を祈る！」凜の声が響いた。




　僕と川端は外に出た。春の匂いがした。具体的に何の匂いなのかは知らないけど、とにかく春の匂いがする。何だかロマンチックだ。僕の隣にいるのがツインテール中二病マンであること以外は。

　と言いたいところだが、よく考えてみたら「四季のある島国日本における『春』」と「日本のオタク文化」が融ゆう合ごうした実に日本らしい風ふう景けいと言えるのかもしれない。

「『愛に迷いし者』、伊勢伊織……」

　川端が口を開いた。急にどうしたんだ。

「『迷愛者』の方が格好良いですかね」

　……どっちだっていいよ。川端は続ける。

「清浦さんは、伊勢くんのことが好きなんだと思います」

　一瞬、川端が何を言っているのか分からなかった。

「え。まぁ、確かに僕も凜のこと好きだし、ある程度は凜も僕のこと好きなんだろうけど、そういう『好き』っていうやつではないと思うよ」

「……私もそのつもりで言いましたよ。あ、あと先程の曲、散さん々ざんキモいと言いましたが、ピアノは綺き麗れいでしたよ。ピアノは。流石さすがです」川端はにっこりと笑った。

　僕は川端に再度、曲のお礼を言う。僕の家は凜の家から極めて近いから、僕がお礼をちょっと言ったくらいで早そう々そうに川端と別れることになった。

　二人には感謝してもしきれない。ふと、さっき彼女が僕に見せた笑顔が頭をよぎる。

　彼女の言いたかったことが少し分かったような気がした。




　そして、自分の部屋に着いた。早速今作ったラスサビの部分を打ち込む。『丘音クレ』のパートも同時に打ち込んでいく。




　　　　　＊




　ついに曲は完成した。できているメロディーと詞を打ち込んでいくだけだから、そこまで時間はかからなかった。後は動画をどうするか。時間が無い。動画を作ったことがある人に色々と聞きながら作りたい。こういう事情じゃなければ水無瀬に聞いていたところだが。やはり身近にはそういうの聞ける人が……いたわ。テツオがいた。

　救きゆう世せい主しゆか。テツオならきっと何とかしてくれるような気がしなくもなくはない気もしなくもないように思えなくもない。明日、テツオに色々と聞いてみよう。




　翌日、学校でテツオに動画の作り方を尋ねてみたところ、「問題無いよ。できた曲も聴きたいし」とのことだった。学校が終わり、一旦家に帰りノートＰＣを持ってテツオの家に行く。

「お、伊織。例の曲、ついにできたんだな」

　学校が終わってもそのやけにカッコイイ髪型をキープしているテツオは一体ナニモンなんだろう。

「その節せつは色々ありがとう」

「じゃあまずはそれ聴いてみたいな」

「流すね」




　　　　　＊




「すごい進化したな、伊織」

「そうかな。それはどうも」

「ドラムとベースとピアノなんだな」

「うん、僕はやっぱりピアノがないとダメだって気づいたんだ」

「それはすごくいいことだな。でも、俺が聴いた第一印象だと、ピアノはとても良いんだが、全体として伴ばん奏そうが少し薄いかなって思う」

「薄いっていうのはどういうこと？」

「そのままの意味だな。何かが足りなくてスカスカしてる感じがするってことだ」

「言われてみれば確かに……」

「ギターを薄く入れればきっと中ちゆう音おん域いきが埋まってイイ感じになると思うんだが」

「中音域……？」

「まぁ細かいことは考えなくていいぜ」

　最初はテツオのキザっぽい喋しやべり方がいちいち気に障ったが、慣れてしまったのかもう何も思わなくなっている自分がいた。いや、何も思わないというよりかむしろ感謝の気持ちさえ生まれている。

「じゃあ僕の曲にこれからギターを入れるとして、それは打ち込みでギターを入れるっていうことなの？」

「打ち込みギターはアリっちゃアリなんだけどな。確か水無瀬とかはそうなんだけど。でも俺は直接録音した方が絶対イイとは思う」

「そうか……。となると僕はギターを弾ひいて録音しなきゃなのか」

「そこでなんだけど、そのギター、俺に弾かせてくれないか？」

「……え？　テツオが？」

「うん」

　どういうこっちゃ。何でそんな急な。別にいいけど。ていうかむしろ助かるけど。

「伊織は初めての割に、作曲の才能というかセンスがある。小さい頃からずっとピアノやってた影響だとは思う。じゃなきゃこんなにいきなりセンスあるものを作れない」

　何か急に褒め始めたぞ。でもまぁ、テツオが言うならきっとそうなんだろう。

「あ、そうなの……。それはどうも。っていうか、作曲初めてって言ったっけ僕」

「初めてだろ？　いつか『経験者です』みたいなこと言ってたような気はしたけど。実際は作曲初めてなんだよな」

「実はその通りです」

　やはりバレていたのか。

「伊織の質問の感じで、『あぁ、やったことないんだな』って思ってたよ」

「そうか……」

「でもそこでできたものを聴いて『やっぱり経験者なのか？』って思って。結局どっちか分からなかったんだけどな」

　しまった。どっちか分かんなかったなら今僕は経験者ヅラしてればよかった。

「伊織は何もかも初心者みたいな感じだったのに、その後めちゃくちゃ飲み込みが早かった。だからもしホントに初心者だったらそれはそれですごいやつなんじゃないかって思ってたよ」

　何か褒められているようだ。むしろ初心者ってバレて良かったのか。何か結果的に僕がすごいやつになってた。

「そうだね。楽がつ器きはピアノしかやったことないね」

「その下した地じがものすごい活いきてるんだろうな。とにかくセンスがすごいよ」

「そこまで褒めても何も出ないよ」

「だからその曲に、伊織が適当にギターを打ち込んだり、弾けないのに無理矢理ギター弾いて録音したりして最終的に変になっちゃったら本当もったいないと思ったってわけ」

「うん」

「だから、ここは俺にギターを弾かせてくれ。絶対変なようにはしないから」

「分かった。僕としてもその方が助かる。ありがとう」

「で、伊織は何しに来たんだっけ。ここに」

「あ、そうだ。何だっけ……」

「……何だ……」

「………………」

「動画だろ？」

　そうそう。動画だ動画。

「動画はな、まずイラストを見つけるところから始まるんだ。有名な動画とかは当然注文して描いてもらってたりするわけなんだけど、そういうツテも無いであろう伊織は、イラストを『PIAPARA』あたりで拾ってきた方がいい。『PIAPARA』には何百枚、何千枚とイラストがある。ここを上手く使うにはタグを活用していかなければならない…………」




　僕はテツオに効こう率りつ的てきなイラストの見つけ方、そして簡単な動画の作り方を色々と教えてもらった。

「テツオ、いつも色々とありがとう。君がいなかったら僕は何もできなかったよ」

「いやいや、伊織のポテンシャルはヤバいぜ。すぐに俺なんか抜かれちゃうな」

「だから褒めても何も出ないって。じゃあ、ギターの方、よろしく。僕は家に帰って今教わった方法でイラスト見つけて動画を作るよ」

　僕は帰る準備を始めた。

「お、伊織はもう帰るのか」

「やると決めたらすぐにやりたいんだ。時間も無い」

「すごいな。分かった。俺もギターはすぐ録とれると思う」

　気がついたら僕らは握あく手しゆしていた。僕は積極的に握手するようなタイプじゃないんだけど、自分からテツオに手を差し出していた。

　家に帰ると僕は早速言われた通りにイラストを探し始めた。使えそうなものを一つ一つ見ていく。ようやくイラストを見つけた頃には、既すでに夜も更ふけていた。

　そこからは試し行こう錯さく誤ごの日々となった。動画が思うようにできない。一枚のイラストを多少動かしつつ歌詞の字幕を出していくというただそれだけなのに。

　できあがったと思った動画が、書き出してみるとどうも動きがおかしかったりモザイクが勝手にかかったみたいになってしまう。モザイクがかかるほど危険な動画を作った覚えはない。やはり動画という未知の領りよう域いきは分からなさすぎる。




　そうして数日経ったある日、学校へ行くと、テツオがギターを録り終わったと言う。

　その日の学校が終わり、一旦着替える。そしてこの前のようにノートパソコンを持ってテツオの家へと足を運んだ。

　テツオの私服は相変わらずカッコよくて春めいている。一年中同じような服を着てる僕とは段違いだ。

「とりあえずギター録り終わったから、合わせて聴いてみてくれ」

　と、ギターを録った音楽ファイルが入ったＵＳＢメモリを僕に渡してきた。それを僕のノートＰＣに挿さし、テツオのギターを僕の曲に入れて聴いてみる。

　……すごい。これは格段にグレードアップした。「ギター」というからめっちゃ速弾きでずっとピロピロ鳴ってるようなのを想像していたけど、そういうギターではなかった。決して目立つこともなく、ただ、無いと物足りないような、そんなギターだった。

「スカスカだった部分を埋める感じで、パワーコードを入れておいた」

「パワーコードっていうのは？」

「まぁバッキングっていうか、……まぁすごく簡単に言えば『伴奏』ってとこかな」

「ギター入れるっていうから何かもっと派手な感じかと思った」

「これは伊織の曲だからね。そういう風に派手に出しゃばるつもりは最初からなかったよ。あくまで地じ味みに、そしてしっかりと刻んでおいた」

「すごいよテツオ……。ありがとう」

　せっかく全ての楽器が揃そろったわけだ。全体を通してもう一度聴いてみよう。そう思って僕はもう一度再生ボタンを押した。




　　　　　＊




「我ながらイイ曲だな……」僕は自じ画が自じ賛さんモードに入った。

「そうだな。自分でイイ曲だと思える曲じゃないと作ってて楽しくはないもんな。仕事で作ってるわけじゃないんだから、好きなものを好きなように作るべきなんだ」

「じゃあとりあえずこれで完成だね」

　僕は小さくガッツポーズしていた。何だか凜みたいだ。

「うーん、伊織、待って。何かまだちょっと足りないんだよな。違い和わ感かんある」

「あ、そう？」

　僕はガッツポーズを解かい除じよした。

「……これはな、あれだ。『丘音クレ』のブレス音が足りない」

「ブレス音って何？」

「息だよ」

「息？　息ってどういうこと？」

「俺ら人間が何かを歌いだそうとする時に、その直前に息を吸う音が入るだろ。それ」

　僕はちょっと歌いだそうとしてみた。確かに息を吸う。当たり前だけど。

「あーなるほど」

「それがあるとだいぶ自然な感じになるんだぜ」

「で、それってどうやって入れるの？　もしかして、僕がマイクに向かってハァハァしてそれを使ったりとか？？」

「いや、『丘音クレ』に最初から入ってるから……」

　危なかった。僕のキモい吐と息いきが世界に発信されるところだった。

「ここをこうするとブレス音が入るんだぜ。これを歌いだす直前に入れまくっていこう」

「よし、分かった」




　こうしてその場でブレス音も入れ、曲がやっと完成した。今出来る限りの曲ができたのではないか。道のりは長かった。水無瀬が行ってしまうまであと少し。

　このまま気を抜かないで動画まで完成させたい。

「ところで、伊織、動画はどんな具合だ？」

「イラストは見つかってるんだけど、動画がどうも上手くいかなくて」

「どれどれ、見せてみ」

　僕はその動画をパソコンでテツオに見せた。

「何でこんなカクカクしてるんだ」

「そこなんだよね。どうしてこうなってるのか僕にも全くわからなくて……」

「これは書き出し時のビットレートが、低く設定されてるんだと思う」

「よく分かんないけど……確かにそこらへん少しいじったかも」

「まぁ、ここの数値を高く設定して出力するだけでいけるぜ」

　テツオのワンクリックで僕の疑問は解かい消しようされた。聞いてみるもんだ。

　いい意味でのワンクリック詐さ欺ぎなのかもしれない。

「ほんとだ……すごい……」

「完成したな、ついに」

「本当に色々ありがとう。本当に」僕はＧＯＯＤのポーズをした。

「伊織の力になれたなら俺も嬉しいよ。何度も言うけど、伊織にはセンスがある。だから何も知らないまま適当な曲になっちゃって最終的に適当な動画をアップロードすることになるのは本当にもったいないと思った。だからここまで手伝ったんだ」

「ありがとう」

「俺も応援してるよ。そのクオリティなら、きっと何とかなるはずだ」




　テツオの家からの帰り道。ついに完成したんだな……と、自作曲に思いを馳はせていた。

　自分一人ではここまでこれなかっただろう。凜には作曲、川端には作詞、テツオには打ち込みのやり方などを教えてもらった。彼らには感謝しても感謝しきれない。

　曲を作る過か程ていで、ずっと心にはあった、ピアノに対するトラウマのようなものも克こく服ふくできた。自分でうっかりついてしまった噓がきっかけで、ここまで本気で音楽を作ることになった。そしてそれに本気で取り組んでみた結果、それは案外楽しいものであった。

　色んな人に助けられてここまで来たからには、水無瀬に聴かせて「何これ……」と言わせるわけにはいかない。

　でも仮にそうなったとしても、もう現時点で僕はこれ以上のものは作れないだろうから、悔くいはない。笑って水無瀬を見送ろう。
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　家に着いた。早さつ速そく『ニコニコ動画』にアップロードしようと思う。アップロードすること自体は簡単だが、伸びる動画をアップロードするというのは簡単ではない。

　ここで、僕の二つ目のオリジナル曲『ずっとずっとずっとずっとずっと』を投とう稿こう。

　ついに投稿した。水み無な瀬せがヨーロッパに行ってしまう前に投稿できた。流石さすがにもう一曲は作れないだろうから、最後のチャンスだ。思い残すことなく水無瀬を見送るための。

　これが「僕が本気で作った曲」だ。

　あとは、思い残すことと言えば、小六の時に果たせなかったことだ。水無瀬が日本にいるうちに、それも果たすつもりだ。




　無事に投稿できたが、ヤンデレというジャンルが受け入れられるかは未み知ち数すう。

　でも思うがままに作った結果こうなってしまったので、しょうがない。

　もう一回人生をやり直したって結局この曲を作っているような気さえする。

　なんてことを考えていると、僕の気持ちを後あと押おしするかのように、なぜか投稿直後から二〇の再生数があった。なぜだ。今は夜八時。時間帯もいいのかもしれない。コメントもついている。このコメントというのが、実に楽しみな要よう素そでもある。

『ニコニコ動画』は気軽にコメントができる。だからその分批ひ判はんコメントもあるわけだけど、それもまたいい。ボロクソに言ってくるコメントだったとしても、僕の曲を聴いた上で言ってくるコメントであればそれは何だか嬉うれしいものだ。早速ついたコメントを読んでみる。




「１」

「『さよなら粉こな雪ゆき』よりも良くなってる!!!!」

「うぽつ」

「怖い……」

「うぽつ」

「８８８８８８８８８８８８」




　――――半分くらい意味が分からん。インターネット先生に聞いてみよう。




「１」

　は、「コメント１ゲット！」的なやつらしい。某ぼう大おお型がた掲けい示じ板ばんでも見たことあるような気がする。それと同じようなもんか。




「『さよなら粉雪』よりも良くなってる!!!!」

　って、僕が前に作った曲じゃん。正確に言うと『さよなら、粉雪。』と句く読とう点てんがつくんだけどそれはこの際どうでもいい。でも、このコメントが意味するもの、それは、『さよなら、粉雪。』を聴いたことのある人のコメントということだ。こういう風に、だんだんとリピーターというかそんな感じの人達が増えていくんだなと思う。嬉しい。




「うぽつ」

　これは何か二つもある。……これは「うｐ、おつ」の省しよう略りやく形けいらしい。「うｐ」は「アップ」、つまり「アップロード」の略か。ここ特有のネットスラングは結構ありそうだ。「アップロードおつ」ってことは「アップロードおつかれさま」ってことか。これはイイ意味のコメントなんだろう。




「怖い……」

　そうか。わかる。




「８８８８８８８８８８８８」

　これは拍手らしい。ハチハチハチ……転てんじて、パチパチパチ。そんな感じらしい。




　好意的なコメントしかないのは一体どういうことだろう。この前はあんなにボロクソ言われたのに。……でも、僕がアップロードしたということを即そく座ざに知ることができるということは、何らかの形で僕をマークしていたということか。

　マークというか、ブックマーク的なことをしておいてくれていたのかな。

　だとすると、それは『さよなら、粉雪。』の時に「いい曲」と言ってくれた人達である可能性が高い。

　前回は、パクリ呼ばわりされて叩かれて、結果的に動画の再生数は伸び色々な人達が聴いてくれるようになった。そこで来てくれた人達の中には純じゆん粋すいに僕の曲を気に入ってくれる人もいた。結果オーライとまではいかないのかもしれないが、そのパクリ騒そう動どうが僕の曲と出会うキッカケだったという人も少なくないだろう。




　さて、もう今日は疲れたから寝るか。やっと投稿できたわけだ。これで全てが終わった。今日からぐっすり寝…………

　いや、終わってない。まだ終わっていないよ。危ない。最も重要な目的があったじゃないか。水無瀬だ。水無瀬にこの曲を伝えなければならない。

　伝えるのはできるだけ早い方がいいと思う。今メールしよう。メールアドレスは知っている。めちゃくちゃ緊張するけど、やろう。……でも一体何て切り出せばいい。どうしよう。いや、やっぱり直接言うべきか。

　……でも学校で直接言ったとしても結局見るのは家に帰ってパソコンとかだろうから、メールの方が都合いいのかもしれない。メールでいこう。でも本当に何て切り出していけばいいのか分からない……。一体どうすればいいんだろう。

　悩むこと三〇分。好きな人へのメール文面で悩むなんて、これが青春なのか。

　すると、『ずっとずっとずっとずっとずっと』にコメントがまたついた。




「ストレートな言葉で、すごく伝わるものがあった」と。




　……ストレートな言葉。まぁ確かに、こんだけ僕の内面を真っすぐさらけ出した詞だったら、流石に伝わるものがあるだろう。……そういうことか。

　やっぱり、メールだって同じことだ。飾かざらずに、思ったことをそのまま伝えていこう。

　それで嫌われてしまっても悔いは無い。

　僕は、『ずっとずっとずっとずっとずっと』のＵＲＬを書いたメールを水無瀬に送った。




　…………夜の〇時になった。もう三時間くらいは経つ。返事が来ない。ヤンデレだったら、ここで三〇通はさらにメールを送ってるところだ。電話もかけてるかもしれない。

　でも僕はその衝しよう動どうを何とか抑えられる。まだ理性を保たもつことができる。




　…………夜の二時になった。もうこれはだめかな。やっぱ都合良すぎたかな。僕は。

　ボカロＰとか噓うそついて。その後から必死で曲作ったってあの時の噓は噓だもんな。




　…………七時になった。あぁ、もう、七時に……。って、朝じゃん。寝てたようっかり。やばい。学校だよ。どう考えても学校だよ。ほんと勘かん弁べんしてくれ。

　ドキドキしながら携帯電話をチェックする。メールは無し。

　これは一番つらいパターンだ……。シカトか……。あぁ、しょうがないか。しょうがないよな。学校で合わせる顔が無い。そうだよな。僕は噓つきだし。今さらボカロ曲作りましたとか言ったってだめだよな。ＢＡＤ ＥＮＤだ。

　凜りんが僕を呼ぶ声がした。早すぎ。いや、僕が遅すぎるのか。「伊織、遅い！」みたいなことを言ってるようにも聞こえる。みたいなことじゃない。そう言っている。

　いや、僕が遅いのではなく、世界が加か速そくし始めているのかもしれない。

「おはよう伊織！」

　朝の日差しを受けて妙みように輝く凜の髪とそのいつもの元気さとが相まって、一種の神こう々ごうしささえ感じられる光こう景けいとなる。あの似合わなかったセーラー服が今日はやけに似合ってるようだ。いや、単にそろそろ慣れてきただけかな。

「凜、聞いてくれ」

「どうしたの？」

「やっと、昨日『ずっとずっとずっとずっとずっと』が完成して、アップロードできた」

「いやー、あのタイトルには驚いたよ！」

　凜はＧＯＯＤのポーズをする。

「『あのタイトル』って？　え、何。凜はもう既に」

「いやいやいやいや。これから聴くよ！　これから！」

「だよね。その曲名で検索してくれたら僕の動画を観ることができるからよろしくね」

「……伊織はすごいよ」

「急にどうしたの？」

「愛あいちゃんのために一生懸命曲作ってさ。最近ずっと頑がん張ばってたじゃん。それに比べて私はさ、何も頑張ってなかった」

「話がよく分かんないけど……。『頑張ってなかった』って？」

「私も皆のためにできることがあるって気づいたんだ。しなきゃいけないことがある。伊織の頑張りを見ててそう思った。伊織、ありがとう」

「……皆？　……あぁ、うん。どういたしまして……」

　凜は何を言ってるんだろう。

「で、『ずっとずっとずっとずっとずっと』の話だけどさ、肝かん心じんの愛ちゃんの反応はどうだったの？」

「それがね……」

「酷こく評ひようされたのか！　どんまい！」

　凜はラフな敬けい礼れいみたいなアクションをした。凜の肩までかかるその綺き麗れいな髪が揺れた。

「いや、まだそっちの方がよかったよ。水無瀬にアップロードしたことを伝えるメールはしたんだけど、返事がないパターン」

「無視か……。何でだろうね」

「その理由をあんまり僕は考えたくないな……」

「噓ついたのは伊織でしょ。やっぱ伊織のこと、心の底から憎んでるんじゃないかな」

　そういう風に言われると不安になる。マジでそうなんじゃないかと思えてくる。

「相当伊織に失望してたんでしょ？　それはもうメールなんて返したくないよね」

「僕の不安を煽あおってどうしたいんだ」

「伊織は、その状態で愛ちゃんと直接会うの気まずいね」

「あぁ……、確かにその通りだね。同じクラスだし」

「せっかくここまで作ったんだけどそれが無視されて終わるっていう展開も伊織らしくていいじゃん」

　凜はドンマイとでも言うように僕の肩を叩く。

「確かにそれは僕らしいことこの上ないけど、もし今回そうなったら泣くわ」

「でもメールが返ってこないってことは、もうダメなんじゃないの」

　だから何でさっきからそういうさ……。凜の言う通りもうダメかもしれない。

　凜が追い討ちをかける。

「メールだったらほら、すぐ返せるじゃん。それが返ってこないってことは、もう……」

「勘弁してくれ」




　学校に着いた。いつものように、僕と凜は廊ろう下かで別れてそれぞれの教室へと入っていく。そこまではいつもと同じだったが、今日の僕は一ひと味あじ違う。

　割とネガティブな気持ちに覆おおわれている。ネガティブな気持ちを利用して発電するシステムがあったら、ドライヤーとレンジを同時に使っても余裕が出るくらいの電気を生み出すことができそうだ。

　水無瀬ともし目が合ったら、そのまま僕は石にでもなってしまいそうな気がする。水無瀬は、恐らく僕のメールを受信はしているだろう。つまり僕は〝無視されている〟と考える線が妥だ当とうだ。

「ねえ、メール返してよ」みたいな風に催さい促そくするのは絶対ＮＧだ。めっちゃしたいけど。

　でもそれをやったら負けな気がする。メールが来るまで待とう。こっちからは何もアクションを起こさない方がいい。

　でももし水無瀬と話さないまま五月も終わり、そのまま彼女が遠くに行ってしまったら、一生後悔するだろう。僕は一体どうすればいいんだ。僕は今日は水無瀬の方を向かないと決めたから、水無瀬が学校に来ているのかどうかはまだ分からない。

　もしそこで水無瀬と目なんかが合ったりしたらと思うと……




「伊織」




　僕を呼ぶ声がした。その声の主は、ハッキリと分かる。どこか懐なつかしくて、どこか辛つらい気分になるその声。水無瀬愛の声。

　メールを無視されている手て前まえ、こっちはどう出ていけばいいのか分からない。まさかそっちから声をかけてくるとは。ここは、とりあえず―――――挨あい拶さつだ。

「おはよう、水無瀬」

　決まった。挨拶が決まった。この選択は間違ってなかっただろう。

「昨日、伊織からのメール返さなくてごめんね？」

「あ、いや、全然いいよ。水無瀬も忙しいとかあるだろうし」

　やはり届いていたんだ。メール「返さなくて」？　「返せなくて」でじゃないのか。わざと返さなかったということか。微び妙みような言葉の違いだが、僕にとっては重要だ。

「伊織に直接会って言いたいと思って」

「…………うん」

　直接キレたいということだろう。もうここで僕は終わりだ。

　入学早々水無瀬に嫌われそのまま彼女は遠くへ行ってしまうんだ。

　誰も救われない展開が今ここに。

「伊織の曲、聴いたよ～」

「えっ、本当に？」

「『やっとやっと』みたいなやつでしょ？」

　何か微妙にちげえ！　でももう聴いてくれただけでも十分だ。

「え、あ、そうそう、まぁ、そんな感じのやつ」

「あのさー、違うでしょ？　伊織が作ったのは『ずっとずっと』みたいなやつでしょ～？」

　何で僕が怒られてるんだ。

「それで、その曲のことなんだけど」水無瀬は言う。

　緊きん張ちようが走る。僕はつい目をつぶった。自分の鼓こ動どうがやけに速く聞こえる。

「その曲さ～、正直言ってさ、」

「うんうん」

「……めっちゃ良かったよ～」













「え!?　うそ!?　え、い、今何て言ったの？」僕は興こう奮ふんする。

「『昨日、伊織からのメール返さなくてごめんね』……」

「そこじゃないよ!!　もっと後のやつ!!」

「良かったよ、曲」

「本当に言ってんの？」

「噓じゃないよ。伊織」

「ありがとう以外の言葉が思い浮かばない」

　これは夢か。いや、夢ではないらしい。手には何も持っていない。

「私が想像してたよりも遙はるかに高いクオリティだった」

「作ってよかった……」僕は心からそう思った。

「この曲のサビのコード進行、あれと全く一緒だよね。私たちが連れん弾だんした『二人のアクアリウム』と」

「……よく気づいたね。結構昔のことなのに。僕はあの曲すごい好きだったし、二人で弾いてて本当に楽しかったし、だからこそ伝わるものがあるかなって思って」

「私もあれ、すごい楽しかったよ！　何か色んなこと思い出してきたよ～」

「気づいてもらえてよかった」

「ただ、歌か詞しはキモかったけど」

「僕もそれは知ってた」

　キモかったとハッキリ言ってくれるところにむしろ水無瀬の心の綺麗さを感じてしまうあたり、僕は末期なのかもしれない。

「ヤンデレなんだね～、伊織」

「これはね、フィクションだからね。現実世界とは何の関係もないよ！　実在する人物・団体とは一切関係がありません」

「そっか～。妄もう想そうでここまで作ったってこと……？　何か怖いね……」

「いや、妄想じゃない方が怖いだろ。っていうか引かないで」

「でも、私は感動したよ」

　水無瀬が笑顔になる。僕は救われた。本当に作ってよかった。水無瀬の笑顔を見ていると、いつまでもこの時間が続けばいいのにと思う。過ぎゆく時間が、ただ惜おしかった。

「でね、私も、伊織にちょっと言い過ぎちゃったなって思ってて、謝らなきゃって思ってた。いつか言ったように、私は大好きなメタルを友達と共有したいってモチベーションでボカロを始めたの。で、そのために勉強を一いつ生しよう懸けん命めいした。だから、何も知らずにボカロＰ面づらした伊織が許せなかった。でも曲を聴いて、何だか、芯しんが通っているというか、伊織の中に本気で好きなものがあるんだなって感じた。伊織の気持ちが伝わってきた。それで何だか、仲直りしてもいいなっていう気になっちゃったよ」

　本気で好きなもの……。それは水無瀬のことだ。そして今こそ、小六の時に果たせなかったその想いを伝える時だ。

「うん、ありがとう。僕はめっちゃ嬉うれしいよ。水無瀬がいなくなってしまう前に、どうしても、どうしてもこの曲を聴かせたかったんだ」

「……え？　あぁ、うん」

「だから、間に合って良かった。本当に良かった」

「誰がいなくなっちゃうって話ー？」

「え!?　水無瀬がでしょ」

「何の話？」

「え？　水無瀬は五月終わりからイタリアに行ってしまうんじゃなかったの？」

「確かに五月終わりにイタリア行くけど、五日後には帰ってくるよ。親しん戚せきがイタリアの人と結婚することになってさー。で、親があんま学校休ませたくないとか言っててね、五日間という短すぎる旅行なわけ」

「何で!?!?」

「いや、何でって言われても……」

「五日後!?!?」

「そこ??」




　五日後には帰ってくる？　テツオの野郎！　何て事してくれたんだよ！　もっとちゃんと人の話を聞いておけよ！　僕が小学校の先生だったら通知表の「人の話をよく聞く」のところの評ひよう価かを「がんばりましょう」にするレベルだ。

　でも、水無瀬が遠くに行ってしまわないわけだ。そこは素直に嬉うれしい。結果的には良かった。今僕はテツオを責めたけど、実際テツオにはすごくお世話になっていたわけで、本当に色々なことを教えてもらっていた。僕が責める立ち場ではない。

　色々なことを教えてもらったと言えば、テツオだけじゃない。凜や川かわ端ばただってそうだ。

　感謝している。この曲作りの中で、色んな人に助けられてピアノもまた弾けるようになって、最終的に曲作りの面白さまで感じることができるようになった。

　皆の力が無ければここまで来れなかった。ありがとう。ある意味きっかけをくれた水無瀬にも感謝しなければいけないな。

　水無瀬はそのふわふわした髪を揺らしながら、僕の顔を見て言う。

「イタリア行くことって、あんまり人に言ってなかったんだけど……、何で伊織が知ってるの？」

「いや、別に何でもないよ！　何かそんな気がしてただけで全然何でもないよ！」

「何かよく分かんないところは、ホントに昔と変わんないね」

　水無瀬は笑っていた。この笑顔がまた見られるなんて……。前ぜん世せでどんな行いをしたらこんな笑顔に出会えるのだろうか。

　僕は水無瀬にずっと聞きたかったことを聞いてみることにした。

「水無瀬、一つ聞きたいことがあるんだけど」

　ちょっと真ま面じ目めなトーンで切り出した。

「何ー？」

「水無瀬と凜と僕の三人はさ、小学六年生の夏くらいまでは仲良かったじゃん。今思うと恥ずかしいけど秘ひ密みつ基き地ちなんか作ったりしてさ。でも水無瀬は僕らから急に離れていったよね？　十月の初めくらいに、『もうここには来ないから』って言ってそれきりだった。あれって、何があったの？」

　水無瀬も少し真面目な顔になった。そして沈ちん黙もくが訪れる。

　ちょっとマズイこと聞いたかなという気持ちになった。水無瀬が口を開く。




「凜が、伊織のこと好きだったから」

「え、何それ。どういうこと？」

「凜が伊織のこと好きだってことがさ、分かっちゃったから」

　予想だにしていなかった展開。一体どういうことなんだろう。水無瀬は続ける。

「私達さ、交こう換かん日につ記きやってたじゃん？」

「うん。恥ずかしいけど僕らそんなことやってたね。三人で回してた」

「その交換日記にね、凜から伊織宛あての告白的なものがあったの」

　交換日記に？　まさか。っていうかそんなところに普通書くか。そして僕はそんな凜の告白が回ってきて読んだ覚えはないぞ。どうなってるんだ。

「僕はそれ読んでないんだけど……。そんなこと書いてあったっけ？」

「凜はねー、一回その日記に書いた後、そのページを破り捨ててたの。だから日記には残ってはいなかった」水無瀬は袖そでのあたりを直す仕し草ぐさをした。僕は言う。

「書いた後で冷静になって、これは交換日記に書くようなことじゃないと気づいたのかな。……いや、ちょっと待って。何でその日記に残っていない破り捨てられた部分を水無瀬は知ってるの？」

「破かれて丸められて捨てられていたノートの一ページがねー、秘密基地の草むらに普通に捨ててあったの」

　あの秘密基地はマンションの庭っぽいところにあって、草に囲まれていた。

　僕らはそこにゴミは出さないように気をつけていたから、水無瀬は、容よう赦しや無なく捨てられていたその紙くずにすぐ気づけたんだろう。っていうか凜はそういう見られたらヤバいものを平へい然ぜんとそこらへんに捨てるなよ……。水無瀬は続ける。

「あんまり詳しく言うと凜に悪いんだけど、その日記の内容としてはねー、伊織の誕生日である十月十日に、凜が伊織に告白するっていう予告みたいなものだったの」

「でも僕は十月十日に告白されてないよ？」

「破り捨てられてるってことは、やめたんじゃないのかな？　何らかの理由で。確かその凜の日記を見つけたのは、伊織の誕生日の四、五日前だったと思う。見つけたのと、書いてあった日付は同じ日だった」

　誕生日に告白か……。待てよ。僕は水無瀬の誕生日に、水無瀬に告白する計画を立てていた。「運命の日」。十一月十一日。それは凜も知っていた。知っていたというか一緒に計画を練ねっていた。それが決行される前に、凜は僕に想いを伝えようとしていたんだ。

　凜も、僕の誕生日である十月十日を「運命の日」としてその日に僕に告白しようとしていたということか。それが書かれていたのが十月十日の四、五日前と言うから、「交換日記にも書いておくけど十月十日に正式に直接告白したい」という感じだったんだろう。

　予約好きな凜なら有り得る話だ。思い立って交換日記に書いたけど、僕が水無瀬を好きなことは分かりきっていたし、凜は僕と水無瀬を応援してくれていた節ふしもあったから、僕らの関係がこじれることを恐おそれて、冷静になって破り捨てたんじゃないかと思う。

　複雑な気持ちだ。僕は凜の気持ちに気づくことはできなかった。

「だからその僕の誕生日の数日前あたりから、水無瀬は秘密基地に来なくなったというわけか」

「そういうこと。その日記を見た次の日に、私は『もう来ない』って皆に宣せん言げんしちゃった。寂しかったけどね。でも私は何だか秘密基地にいちゃいけない気がした。前から薄うす々うす、凜は伊織のことが好きなんじゃないかなーって思ってたところはあったし。秘密基地を作ろうって言ったのも凜だったし、やっぱり伊織と一緒にいたいというところが大きかったんじゃないかなー。その手紙見つけてから私は一ひと晩ばん色々と考えてさ。それで出した結論が、秘密基地から離れるってことだった」

「そうだったのか……」

「私と伊織が話したりなんかしてると、凜は注意を引くみたいに色々なアクションしてたじゃん。何だか凜がオーバーアクション気ぎ味みになっていったのは、元々は伊織に気づいてもらいたかったからっていうとこから始まってるんだと思う」

　凜の、両手の親指を立てるＧＯＯＤのポーズが頭をよぎった。あの、やや過か剰じようとも言えるアクションは僕の注意を引くためだったのかよ。でも言われてみれば確かにそんな気がしてくる。水無瀬は続ける。

「凜が作った『肩かた揉もみゲーム』っていう、ジャンケンして肩を揉むだけのゲームあったじゃん。あれだって、伊織と自然に絡からむために作られたものだったと思う。傍はたから見てて凜はすっごく楽しそうだったから」

　そういうことだったのか。僕が昔、しっぺだとか肩揉みだとか、水無瀬と絡めて嬉しいみたいに思っていたそれらのゲーム。同じように、そのゲームを通して凜は僕と絡めて嬉しいと思っていたということか。むしろそのために発案されたゲームだったのか。

　さらに水無瀬は続ける。

「小六の発表会の連弾の練習でさ、私が休んじゃって、凜が代わりに伊織の練習に出てきた時があったじゃん」

「あったね」

「あの時、凜は短期間で練習したとは思えない仕上がりだった～って伊織は言ってたじゃん？」

「うん。あれは、すごかったよ。元々凜はピアノ上う手まいとはいえ、ここまでいきなり弾ひけるのかみたいな」

「ってことはさ、あれは元々練習していたものだったんじゃないかなー。伊織と連弾したくてさ」

　いや、まさか。もう水無瀬と連弾することが決まっていたのに流石さすがにそれはないだろう。水無瀬は続ける。

「でもさ、そこでやけに上手かったってことは、少なくともそれに対してものすご～く練習はしていたよね」

「それは間違いないね」

「それってそういうことだったんじゃないかなー」

「どういうことなんだよ……」

　そういうことなのかもしれない。水無瀬は続ける。

「あとは、凜は基本的にアウトドア派でさ、ピアノを除いたらサッカーとかそういうアクティブな感じが好きだったじゃん？　でも伊織が超インドア派で本ばっか読んでたから、それに影響されてか何だか一いち時じ期き本にハマりだしたりもしてたよね」

「そういえばそんなこともあったね。あれは、僕が学校の図書室に行ったりしてたら凜も来るようになってさ。最初は来るだけで本とか全く読まなかったけど、ずっとついてくるうちに図書室の雰ふん囲い気きにのまれて、何か最終的に本読むようになってて。僕は嬉しかったよ」

「確かに凜は図書室が好きだったね～。でもやっぱ、そういう凜の伊織に対する部分を考えた時、凜は伊織のことが好きなんだな～って改めて思うよね」

　水無瀬は真っすぐ僕のことを見つめていた。僕は言う。

「でもさ、水無瀬。そういう恋愛みたいな話になると凜は前から、『女の子の方が好きだから！』とか言ってたじゃん？」

「伊織～、あれ、本気にしてたの？　あれはそういう男女の恋愛話みたいなのをしたくないから、そう言ってただけでしょ？」

　水無瀬は屈くつ託たくの無い笑顔を見せた。

　凜は、水無瀬が凜の気持ちを知って僕らから離れたということは知っていたんだと思う。いつかの朝に三人で一緒になった時、何かを知っていた風ふうだったのを思い出す。

　何とも言えない想いが胸を交こう錯さくするような気がした。同時に、長年絡まっていた糸が少しほぐれたような、そんな気もした。でもそれ以上深く考えることはできなかった。




　昼休み、テツオにお礼を言った。

　最初に、「水無瀬が遠くに行くのは噓だったじゃないか」と僕が言うと、「俺は『水無瀬が（一時的に）遠くへ行っちゃう』と言ったんであって、そっちに引っ越すとは言ってない」と言われた。

　何を言い逃のがれしてるんだと僕は思ったが、言われてみたら全くその通りだった。

　僕が勝手に勘かん違ちがいしてただけだった。テツオ、ごめん。そしてありがとう。




　川端にもお礼を言おうと思ったが教室にいなかったので、図書室に行く。

　案あんの定じよう、川端は図書室にいた。

　……っていうか冷静に考えて、図書室にしゃべりに来るとか僕は何て迷惑なやつなんだ。あの曲を作って以降、川端には「キモいですね」としか言われなくなった。

　最近では「キモい」と言われることにむしろ僕は一種の快かい感かんを覚えるようになってしまって、どんどん変へん態たい性せいが増していっているような気さえする。そういった意味でもありがとうと言いたい。いや、どういった意味だよ。




　川端と図書室でしゃべっていて、「うるさい」と僕だけが注意され僕だけが図書室を追い出されるまでの五分間はとても有意義なものだった。っていうか、何で僕だけが追い出されたのかは今になって考えてみても意味不明だ。不ふ条じよう理りすぎる。何だこの学校。

　授業中に友達としゃべっていて自分だけがなぜか怒られて友達が怒られないみたいなあの現象を彷ほう彿ふつとさせる。何にせよ、川端にも感謝の気持ちを伝えられて良かった。




　学校が終わった。さて帰ろうと思っていたところ、凜にまだお礼をちゃんと言っていなかったことに気づく。今朝のうちに言っておけばよかったな。明日でもいいような気もするけど、僕はそういうところ変に律りち儀ぎだから今日のうちにお礼を言っておきたい。

　僕は凜のクラスへと向かった。向かったと言っても隣のクラスなので数歩の距離だ。

　凜のクラスはもう終わったようだったが、凜はそこにはいなかった。もう帰ってしまったのだろうか。あたりを見回すと、廊下で図書系のポスターを貼っている川端がいた。

　ダメ元で川端に凜の居い場ば所しよを尋ねてみる。

「凜はどこにいるか知ってる？」

「清きよ浦うらさんなら、先程、水無瀬さんをうちのクラスから呼び出して、そのままどこかに行きましたよ」

　何だって。呼び出し？

　凜は、もしかしたら水無瀬のことを恨んでいるのかもしれない。

　そこで僕が今朝、凜に「水無瀬のための曲が完成した」とか言ったから、何らかの感情が爆ばく発はつしてしまったのか。これはマズい。どうしよう。

　僕の作った曲のせいで誰かが傷つくなんてことがあったら……。

　僕は走り出していた。二人が行きそうなところ。そんなのは分からない。

　でも、探さなきゃいけないような気がした。

　十分くらい校内を走っていただろうか。ついに二人を見つけた。

　廊下の向こうから凜と水無瀬が歩いてくる。息が止まりそうだった。

　でも、二人は何だか楽しそうに会話をしているようだ。




「お、伊織！　一緒に帰ろ！」




　僕を見つけるやいなや、凜は言った。二人は一体何をしていたんだろう。とても喧けん嘩かしていた風には見えない。むしろ和なごやかな雰囲気さえある。

　というか、一緒に帰ろうってどういうことだ。皆で一緒に？　三人揃そろうと変な感じにならなかったっけ。でも雰囲気から察するに、どうやら本気で三人で帰ろうと言ってるみたいだった。

「伊織は何をそんなに焦あせってるのー？」水無瀬は言う。

「いや、僕は全然焦ってないよ。廊ろう下かを走るのが趣しゆ味みなんだ」

　自分でも何言ってるか分からない。

「よし、皆で帰ろ～」水無瀬は言った。

「……皆？　……あぁ、うん。帰ろう」

　何なんだこの状況。今朝水無瀬が言っていたのとは何かだいぶ違うよな。この三人が揃ったら、水無瀬と凜は……。

　水無瀬が僕に近づいてきて、そっと耳打ちする。ちょっと僕は緊きん張ちようした。

「今朝言ったやつ、何だか私の勘違いだったみたい。ごめんね」

　え。そうだったの。そうか……。って、そんなことあるかよ！　水無瀬は続ける。

「だから気にしなくていいよ～」

　水無瀬はさっきからずっとニコニコしている。

　凜と水無瀬の二人の間でどんな会話があったのかは分からない。

　でもきっと、何かあったんだろう。

　もしかしたら本当に勘違いで、最初から何も無かったのかもしれない。というか、前みたいに三人で仲良くできるならもう何だっていいや。

　水無瀬と凜は目を合わせて笑っている。懐なつかしい風が頰ほおを撫なでていった。

　そこで僕は凜と目が合った。

　少しの間があって、凜は両手の親指を立てた。そのＧＯＯＤのポーズが、校こう舎しやの窓から差し込む夕日と相あいまって、どこかのＣＤジャケットにありそうな風ふう景けいみたいになっている。いや、こんなＣＤは無いかな。

　僕は凜に聞いてみる。

「一体全体、どうなってるの」

「どうもしてないよ」凜は笑って答えた。

　またこのセリフか、と僕は思う。でもどこか、今までとは違うような気がした。




　春の雲は、ゆっくりと流れていく。わずかに吹ふく風が、木き々ぎの葉を揺ゆらす。

　そこには一いち輪りんの花が咲いていた。黒くろ百ゆ合りにも似たその花は、こちらに微笑ほほえみかけているようにも見える。




　僕らは黙った。

　でもそれは、入学式後の教室を支配していたような沈ちん黙もくではなくて、お互いの鼓こ動どうが感じられるような、そんな沈黙だった。

「今から秘密基地行ってみない？」

　という水無瀬の声が、そこで響ひびいた。世界は色を帯おび始める。

　実は僕もそう思っていた。彼女は緊きん急きゆう来らい日にちしてきた超ちよう能のう力りよく者しやなのかもしれない。

　凜を先頭に、三人は走り出した。
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あとがき




　僕は小学六年生の時、自宅近くのマンションの敷しき地ち内ないの庭のような部分を勝手に制圧して、そこを秘ひ密みつ基き地ちと称しようしていました。その秘密基地（笑）を一緒に作った子がいるんですが、その子は僕と別の中学に行ってしまい、離れ離れになりました。

　元気でやっているのでしょうか。数年前ちょっと見かけましたが。

　その秘密基地の入口には「入口」と油性マジックで書かれた板が、木に打ちつけられていました。それは僕が小学校の図工室から持ってきた釘くぎで打ちつけたものでした。

　すみません図工室。

　その入口の板は現在も残っています。もう何が書いてあったかは分かりませんが。

　でもそれを見るたびに、その子と「入口」表記にするか「入り口」表記にするかで揉もめたのを思い出します。ちなみに僕は「入口」表記の方を主張していました。




　申し遅れました。初めまして。葵あおい龍りゆう之の介すけです。

　実は「龍りゆうの巣すＰ」という名前で二○○八年からボカロ曲を作ったりもしているので、もしよかったら聴いてみてください。特に『メイアイ花幻少女』というボカロ曲はこの話と関係があります。一見あまり関係無いようで実は……みたいなそんな内容になっているので、色々探してみると面白いかもしれません。というか、探してください……。

　あとがきに何を書いたらいいかもう分からないので、とりあえずあとがきによくある、お世話になった人に謝しや辞じを述べていく展開いきます。




　担当編集の和田さんをはじめ、本書に関わって下さった皆様、そしてこの本を手に取ってくださいました読者の皆様、ありがとうございました。

　あと話し相手になってくれたツカサ君、ぎゃぷいち君もありがとう。




　……まだ数行スペースがあるんですが。どうしたらいいですか。僕の好きな食べ物でも記しておきますね。そういうのいらないですか。でもここまで言ったなら記しておいた方が良いですよね。いきますよ。

　僕の好きな食べ物は、りんごです。





二〇一四年一〇月　葵龍之介
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イラスト

Garuku

Garuku
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